
JP 5612323 B2 2014.10.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色を表
示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から構成された画素が２次元マ
トリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　信号処理部において、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α０に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α０に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α０に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素・出力信号を、第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画
素・入力信号に基づき求め、第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓｘを変数とした
明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓｘ）を、信号処理部において求め、
　（ｂ）信号処理部において、複数の画素における副画素・入力信号値に基づき、該複数
の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求め、
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　（ｃ）明度Ｖ（Ｓ）と伸長係数α０の積から求められた伸長された明度の値が最大値Ｖ

ｍａｘ（Ｓ）を超える画素の全画素に対する割合が所定の値（β０）以下となるように伸
長係数α０を決定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
Ｖ（Ｓ）＝Ｍａｘ
で表され、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【請求項２】
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び、第３原
色を表示する第３副画素から構成された画素が、第１の方向及び第２の方向に２次元マト
リクス状に配列され、第１の方向に配列された少なくとも第１の画素及び第２の画素によ
って画素群が構成され、各画素群において、第１の画素と第２の画素との間に第４の色を
表示する第４副画素が配置されている画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　信号処理部において、
　第１の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α０に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α０に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α０に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α０に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α０に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α０に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素に関して、第４副画素・出力信号を、第１の画素への第１副画素・入力信号
、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１
信号、並びに、第２の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副
画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第２信号に基づき求め、第４副画素へ出
力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓｘを変数とした
明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓｘ）を、信号処理部において求め、
　（ｂ）信号処理部において、複数の画素における副画素・入力信号値に基づき、該複数
の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求め、
　（ｃ）明度Ｖ（Ｓ）と伸長係数α０の積から求められた伸長された明度の値が最大値Ｖ

ｍａｘ（Ｓ）を超える画素の全画素に対する割合が所定の値（β０）以下となるように伸
長係数α０を決定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
Ｖ（Ｓ）＝Ｍａｘ
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で表され、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【請求項３】
　（Ａ）画素群が、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マト
リクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素群は、第１の方向に沿って、第１の画素及び第２の画素から構成され、
　第１の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第３原色を表示する第３副画素から成り、
　第２の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部において、
　第１の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり
、ｑ＝１，２・・・Ｑである］の第１の画素への第３副画素・出力信号を、少なくとも第
（ｐ，ｑ）番目の第１の画素への第３副画素・入力信号、並びに、第（ｐ，ｑ）番目の第
２の画素への第３副画素・入力信号に基づき求め、第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素の第３
副画素へ出力し、
　第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）番目の第２
の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から
求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第１の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の
第２の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第
３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号に基づき求め、第（ｐ，ｑ
）番目の第２の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓｘを変数とした
明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓｘ）を、信号処理部において求め、
　（ｂ）信号処理部において、複数の画素における副画素・入力信号値に基づき、該複数
の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求め、
　（ｃ）明度Ｖ（Ｓ）と伸長係数α０の積から求められた伸長された明度の値が最大値Ｖ

ｍａｘ（Ｓ）を超える画素の全画素に対する割合が所定の値（β０）以下となるように伸
長係数α０を決定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
Ｖ（Ｓ）＝Ｍａｘ
で表され、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【請求項４】
　（Ａ）画素が、第１の方向にＰ０個、第２の方向にＱ０個の合計、Ｐ０×Ｑ０個、２次
元マトリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色
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を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部においては、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α０に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α０に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α０に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐ０であ
り、ｑ＝１，２・・・Ｑ０である］の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）番
目の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号か
ら求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目
の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副
画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号に基づき求め、第（ｐ，ｑ）番
目の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓｘを変数とした
明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓｘ）を、信号処理部において求め、
　（ｂ）信号処理部において、複数の画素における副画素・入力信号値に基づき、該複数
の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求め、
　（ｃ）明度Ｖ（Ｓ）と伸長係数α０の積から求められた伸長された明度の値が最大値Ｖ

ｍａｘ（Ｓ）を超える画素の全画素に対する割合が所定の値（β０）以下となるように伸
長係数α０を決定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、
彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
Ｖ（Ｓ）＝Ｍａｘ
で表され、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、例えばカラー液晶表示装置等の画像表示装置では、その高性能化に伴い、消費電
力の増大が課題となっている。特に、高精細化、色再現範囲の拡大や高輝度化に伴い、例
えばカラー液晶表示装置の場合、バックライトの消費電力が増大してしまう。この問題を
解決するために、表示画素を、赤色を表示する赤色表示副画素、緑色を表示する緑色表示
副画素、青色を表示する青色表示副画素の３つの副画素に加え、例えば、白色を表示する
白色表示副画素の４副画素構成とし、この白色表示副画素により輝度を向上させる技術が
注目されている。そして、４副画素構成によって従来と同じ消費電力で高輝度が得られる
が故に、輝度を従来と同じとする場合には、バックライトの消費電力を下げることが可能
となるし、表示品位の向上を図ることができる。
【０００３】
　ここで、例えば、特許第３１６７０２６号公報に開示されたカラー画像表示装置は、
　入力信号より加色３原色法における３種類の色信号を生成する手段と、
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　これらの３色相の色信号より各々同比率にて加色して得られる補助信号を生成し、補助
信号と、補助信号を３色相の信号から減算した３種類の色信号の計４種の表示信号を表示
器に供給する手段、
を有する。尚、３種類の色信号によって赤色表示副画素、緑色表示副画素及び青色表示副
画素が駆動され、補助信号によって白色表示副画素が駆動される。
【０００４】
　また、特許第３８０５１５０号公報には、赤出力用副画素、緑出力用副画素、青出力用
副画素及び輝度用副画素を１つの主画素単位とする液晶パネルを備えるカラー表示可能な
液晶表示装置であって、
　入力画像信号から得られた赤入力用副画素、緑入力用副画素及び青入力用副画素のデジ
タル値Ｒｉ、Ｇｉ及びＢｉを用いて、前記輝度用副画素を駆動するためのデジタル値Ｗと
、前記赤出力用副画素、緑出力用副画素、青出力用副画素及び輝度用副画素を駆動するた
めのデジタル値Ｒｏ、Ｇｏ、及びＢｏとを求める演算手段を有し、
　前記演算手段は、
Ｒｉ：Ｇｉ：Ｂｉ＝（Ｒｏ＋Ｗ）：（Ｇｏ＋Ｗ）：（Ｂｏ＋Ｗ）
の関係を満たしかつ前記輝度用副画素の追加により前記赤入力用副画素、緑入力用副画素
及び青入力用副画素のみの構成よりも輝度の増強がなされるようなＲｏ、Ｇｏ及びＢｏ、
並びにＷの各値を求めることを特徴とする液晶表示装置が開示されている。
【０００５】
　更には、ＰＣＴ／ＫＲ２００４／０００６５９には、赤色表示副画素、緑色表示副画素
及び青色表示副画素から構成された第１画素、並びに、赤色表示副画素、緑色表示副画素
及び白色表示副画素から構成された第２画素から構成され、第１の方向には第１画素及び
第２画素が交互に配列され、且つ、第２の方向にも第１画素及び第２画素が交互に配列さ
れた液晶表示装置、あるいは又、第１の方向には第１画素及び第２画素が交互に配列され
、且つ、第２の方向には第１画素が隣接して配列され、しかも、第２画素が隣接して配列
された液晶表示装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第３１６７０２６号公報
【特許文献２】特許第３８０５１５０号公報
【特許文献３】ＰＣＴ／ＫＲ２００４／０００６５９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、特許第３１６７０２６号公報や特許第３８０５１５０号公報に開示された技
術にあっては、白色表示副画素の輝度は増加するが、赤色表示副画素、緑色表示副画素あ
るいは青色表示副画素の輝度は増加しない。それ故、色のくすみが発生するといった問題
がある。このような現象は、同時コントラスト（Simultaneous Contrast）と呼ばれる。
特に、視感度の高い黄色において、このような現象の発生が顕著である。
【０００８】
　また、ＰＣＴ／ＫＲ２００４／０００６５９に開示された技術において、第２画素にあ
っては、青色表示副画素が白色表示副画素によって置き換えられている。そして、白色表
示副画素への出力信号は、白色表示副画素によって置き換えられる前に存在したと仮定し
た青色表示副画素への出力信号である。それ故、第１画素を構成する青色表示副画素及び
第２画素を構成する白色表示副画素への出力信号の最適化が図られていない。また、色の
変化や輝度の変化が起こるため、画質が著しく低下するという問題もある。
【０００９】
　従って、本発明の目的は、各副画素への出力信号の最適化が図られ、輝度の増加を確実
に図ることができる画像表示装置の駆動方法を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するための本発明の第１の態様、第６の態様、第１１の態様、第１６
の態様あるいは第２１の態様に係る画像表示装置の駆動方法は、
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色を表
示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から構成された画素が２次元マ
トリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　信号処理部において、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素・出力信号を、第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画
素・入力信号に基づき求め、第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法である。
【００１１】
　上記の目的を達成するための本発明の第２の態様、第７の態様、第１２の態様、第１７
の態様あるいは第２２の態様に係る画像表示装置の駆動方法は、
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び、第３原
色を表示する第３副画素から構成された画素が、第１の方向及び第２の方向に２次元マト
リクス状に配列され、第１の方向に配列された少なくとも第１の画素及び第２の画素によ
って画素群が構成され、各画素群において、第１の画素と第２の画素との間に第４の色を
表示する第４副画素が配置されている画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　信号処理部において、
　第１の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素に関して、第４副画素・出力信号を、第１の画素への第１副画素・入力信号
、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１
信号、並びに、第２の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副
画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第２信号に基づき求め、第４副画素へ出
力する画像表示装置の駆動方法である。
【００１２】
　上記の目的を達成するための本発明の第３の態様、第８の態様、第１３の態様、第１８
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の態様あるいは第２３の態様に係る画像表示装置の駆動方法は、
　（Ａ）画素群が、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マト
リクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素群は、第１の方向に沿って、第１の画素及び第２の画素から構成され、
　第１の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第３原色を表示する第３副画素から成り、
　第２の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部において、
　第１の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり
、ｑ＝１，２・・・，Ｑである］の第１の画素への第３副画素・出力信号を、少なくとも
第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素への第３副画素・入力信号、並びに、第（ｐ，ｑ）番目の
第２の画素への第３副画素・入力信号に基づき求め、第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素の第
３副画素へ出力し、
　第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）番目の第２
の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から
求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第１の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の
第２の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第
３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号に基づき求め、第（ｐ，ｑ
）番目の第２の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法である。
【００１３】
　上記の目的を達成するための本発明の第４の態様、第９の態様、第１４の態様、第１９
の態様あるいは第２４の態様に係る画像表示装置の駆動方法は、
　（Ａ）画素が、第１の方向にＰ0個、第２の方向にＱ0個の合計、Ｐ0×Ｑ0個、２次元マ
トリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色
を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部においては、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐ0であ
り、ｑ＝１，２・・・，Ｑ0である］の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）
番目の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号
から求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番
目の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３
副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号に基づき求め、第（ｐ，ｑ）
番目の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法である。
【００１５】
　そして、本発明の第１の態様～第４の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、
　（ａ）第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓｘを変数とした
明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓｘ）を、信号処理部において求め、
　（ｂ）信号処理部において、複数の画素における副画素・入力信号値に基づき、該複数
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の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求め、
　（ｃ）明度Ｖ（Ｓ）と伸長係数α０の積から求められた伸長された明度の値が最大値Ｖ

ｍａｘ（Ｓ）を超える画素の全画素に対する割合が所定の値（β０）以下となるように伸
長係数α０を決定する。
【００１６】
　ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
Ｖ（Ｓ）＝Ｍａｘ
で表され、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。尚、彩度Ｓは０から１までの値をとることができ、明度Ｖ（Ｓ）は０から（２n

－１）までの値をとることができ、ｎは表示階調ビット数であり、「ＨＳＶ色空間」の「
Ｈ」は、色の種類を指す色相（Hue）を意味し、「Ｓ」は、色の鮮やかさを指す彩度（Sat
uration, Chroma）を意味し、「Ｖ」は、色の明るさを指す明度（Brightness Value, Lig
htness Value）を意味する。以下においても同様である。
【００１７】
　本発明の第１の態様～第４の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、所定の値
β0として、０．００３乃至０．０５を挙げることができる。即ち、明度Ｖ（Ｓ）と伸長
係数α0の積から求められた伸長された明度の値が最大値Ｖmax（Ｓ）を超える画素が、全
画素に対して０．３％以上、５％以下となるように、伸長係数α0を決定する形態とする
ことができる。
【００１８】
　また、本発明の第６の態様～第９の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、第
１副画素に第１副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入力され、第
２副画素に第２副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入力され、第
３副画素に第３副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入力されたと
きの、画素（本発明の第６の態様、第９の態様）あるいは画素群（本発明の第７の態様、
第８の態様）を構成する第１副画素、第２副画素及び第３副画素の集合体の輝度をＢＮ1-

3とし、画素（本発明の第６の態様、第９の態様）あるいは画素群（本発明の第７の態様
、第８の態様）を構成する第４副画素に第４副画素・出力信号の最大信号値に相当する値
を有する信号が入力されたときの第４副画素の輝度ＢＮ4としたとき、
α0＝（ＢＮ4／ＢＮ1-3）＋１
とする。尚、広くは、伸長係数α0を（ＢＮ4／ＢＮ1-3）の関数とする形態とすることが
できる。
【００１９】
　また、本発明の第１１の態様～第１４の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては
、
　（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、ＨＳＶ色空間における
色相Ｈ及び彩度Ｓが以下の式で定義され、
４０≦Ｈ≦６５
０．５≦Ｓ≦１．０
の範囲となる画素の全画素に対する割合が所定の値β'0（例えば、具体的には、２％）を
超えるとき、伸長係数α0を所定の値α'0以下（具体的には、例えば１．３以下）とする
。尚、伸長係数α0の下限値は１．０である。以下の説明においても同様である。
【００２０】
　ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｇ－Ｂ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）
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であり、Ｇの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｂ－Ｒ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋１２０
であり、Ｂの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｒ－Ｇ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋２４０
であり、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
であり、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【００２１】
　また、本発明の第１６の態様～第１９の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては
、
　（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）が以下
の式を満足する画素の全画素に対する割合が所定の値β'0（例えば、具体的には、２％）
を超えるとき、伸長係数α0を所定の値α'0以下（例えば、具体的には、１．３以下）と
する。
【００２２】
　ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最高値、Ｂの値が最低値の場合であって、
Ｒ≧０．７８×（２n－１）
Ｇ≧（２Ｒ／３）＋（Ｂ／３）
Ｂ≦０．５０Ｒ
を満足するとき。あるいは又、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｇの値が最高値、Ｂの値が最低
値の場合であって、
Ｒ≧（４Ｂ／６０）＋（５６Ｇ／６０）
Ｇ≧０．７８×（２n－１）
Ｂ≦０．５０Ｒ
を満足するとき。但し、ｎは表示階調ビット数である。
【００２３】
　また、本発明の第２１の態様～第２４の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては
、黄色を表示する画素の全画素に対する割合が所定の値β'0（例えば、具体的には、２％
）を超えるとき、伸長係数α0を所定の値以下（例えば、具体的には、１．３以下）とす
る。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、第４の色を加えることで色空間（Ｈ
ＳＶ色空間）が拡大され、副画素・出力信号が、少なくとも副画素・入力信号及び伸長係
数α0に基づき求められる。このように、伸長係数α0に基づき出力信号値を伸長するので
、従来の技術のように、白色表示副画素の輝度は増加するが、赤色表示副画素、緑色表示
副画素及び青色表示副画素の輝度は増加しないといったことがない。即ち、例えば、白色
表示副画素の輝度を増加させるだけでなく、赤色表示副画素、緑色表示副画素及び青色表
示副画素の輝度も増加させる。それ故、色のくすみが発生するといった問題の発生を確実
に回避することができる。
【００２５】
　しかも、本発明の第１の態様～第４の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、
彩度Ｓｘを変数とした明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓｘ）が求められ、更には、複数の画素に
おける副画素・入力信号値に基づき、これらの複数の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ
）が求められ、明度Ｖ（Ｓ）と伸長係数α０の積から求められた伸長された明度の値が最
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大値Ｖｍａｘ（Ｓ）を越える画素の全画素に対する割合が所定の値（β０）以下となるよ
うに伸長係数α０が決定される。従って、各副画素への出力信号の最適化を図ることがで
き、所謂『階調潰れ』が目立ち、不自然な画像となるといった現象の発生を防止すること
ができる一方、輝度の増加を確実に図ることができ、画像表示装置が組み込まれた画像表
示装置組立体全体の消費電力の低減を図ることができる。
【００２６】
　また、本発明の第６の態様～第９の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、伸
長係数α0を、
α0＝（ＢＮ4／ＢＮ1-3）＋１
とすることによって、所謂『階調潰れ』が目立ち、不自然な画像となるといった現象の発
生を防止することができる一方、輝度の増加を確実に図ることができ、画像表示装置が組
み込まれた画像表示装置組立体全体の消費電力の低減を図ることができる。
【００２７】
　種々の試験により、画像の色に黄色が多く混在している場合、伸長係数α0が所定の値
α'0（例えばα'0＝１．３）を超えると、不自然な色の画像となることが判明した。本発
明の第１１の態様～第１４の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、ＨＳＶ色空
間における色相Ｈ及び彩度Ｓが所定の範囲内となる画素の全画素に対する割合が所定の値
β'0（例えば、具体的には、２％）を超えるとき（云い換えれば、画像の色に黄色が多く
混在しているとき）、伸長係数α0を所定の値α'0以下（例えば、具体的には、１．３以
下）とする。これによって、画像の色に黄色が多く混在している場合であっても、各副画
素への出力信号の最適化を図ることができ、不自然な画像となることを防止することがで
きる一方、輝度の増加を確実に図ることができ、画像表示装置が組み込まれた画像表示装
置組立体全体の消費電力の低減を図ることができる。
【００２８】
　また、本発明の第１６の態様～第１９の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては
、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）として特定の値を有する画素の全画素に対する割合が所定の値β'0（例
えば、具体的には、２％）を超えるとき（云い換えれば、画像の色に黄色が多く混在して
いるとき）、伸長係数α0を所定の値α'0以下（例えば、具体的には、１．３以下）とす
る。これによっても、画像の色に黄色が多く混在している場合であっても、各副画素への
出力信号の最適化を図ることができ、不自然な画像となることを防止することができる一
方、輝度の増加を確実に図ることができ、画像表示装置が組み込まれた画像表示装置組立
体全体の消費電力の低減を図ることができる。しかも、画像の色に黄色が多く混在してい
るか否かを少ない計算量で判定することができ、信号処理部の回路規模を縮小化すること
ができるし、計算時間の短縮化を図ることができる。
【００２９】
　また、本発明の第２１の態様～第２４の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては
、黄色を表示する画素の全画素に対する割合が所定の値β'0（例えば、具体的には、２％
）を超えるとき、伸長係数α0を所定の値以下（例えば、具体的には、１．３以下）とす
る。これによっても、各副画素への出力信号の最適化を図ることができ、不自然な画像と
なることを防止することができる一方、輝度の増加を確実に図ることができ、画像表示装
置が組み込まれた画像表示装置組立体全体の消費電力の低減を図ることができる。
【００３０】
　また、本発明の第１の態様、第６の態様、第１１の態様、第１６の態様、第２１の態様
に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、表示画像の輝度の増加を図ることができ、例
えば、静止画や広告媒体、携帯電話の待ち受け画面等の画像表示に最適である。一方、本
発明の第１の態様、第６の態様、第１１の態様、第１６の態様、第２１の態様に係る画像
表示装置の駆動方法を画像表示装置組立体の駆動方法に適用することで、面状光源装置の
輝度を伸長係数α0に基づき減少させることができるが故に、面状光源装置の消費電力の
低減を図ることができる。
【００３１】
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　また、本発明の第２の態様、第３の態様、第７の態様、第８の態様、第１２の態様、第
１３の態様、第１７の態様、第１８の態様、第２２の態様、第２３の態様に係る画像表示
装置の駆動方法にあっては、信号処理部において、各画素群の第１の画素並びに第２の画
素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から第４
副画素・出力信号を求め、出力する。即ち、第４副画素・出力信号が、隣接する第１の画
素並びに第２の画素への入力信号に基づき求められるので、第４副画素への出力信号の最
適化が図られている。しかも、本発明の第２の態様、第３の態様、第７の態様、第８の態
様、第１２の態様、第１３の態様、第１７の態様、第１８の態様、第２２の態様、第２３
の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、少なくとも第１の画素及び第２の画素
によって構成された画素群に対して１つの第４副画素が配置されているので、副画素にお
ける開口領域の面積の減少を抑制することができる。その結果、輝度の増加を確実に図る
ことができるし、表示品位の向上を図ることができる。また、バックライトの消費電力を
下げることが可能となる。
【００３２】
　また、本発明の第４の態様、第９の態様、第１４の態様、第１９の態様、第２４の態様
に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、第（ｐ，ｑ）番目の画素への第４副画素・出
力信号を、第（ｐ，ｑ）番目の画素への副画素・入力信号及びこの画素に第２の方向に沿
って隣接する隣接画素への副画素・入力信号に基づき求める。即ち、或る画素への第４副
画素・出力信号が、この或る画素と隣接する隣接画素への入力信号にも基づき求められる
ので、第４副画素への出力信号の最適化が図られている。また、第４副画素を備えている
が故に、輝度の増加を確実に図ることができるし、表示品位の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】図１は、実施例１の画像表示装置の概念図である。
【図２】図２の（Ａ）及び（Ｂ）は、実施例１の画像表示装置における画像表示パネル及
び画像表示パネル駆動回路の概念図である。
【図３】図３の（Ａ）及び（Ｂ）は、それぞれ、一般的な円柱のＨＳＶ色空間の概念図、
及び、彩度Ｓと明度Ｖ（Ｓ）の関係を模式的に示す図であり、図３の（Ｃ）及び（Ｄ）は
、それぞれ、実施例１における拡大された円柱のＨＳＶ色空間の概念図、及び、彩度Ｓと
明度Ｖ（Ｓ）の関係を模式的に示す図である。
【図４】図４の（Ａ）及び（Ｂ）は、それぞれ、実施例１における第４の色（白色）を加
えることで拡大された円柱のＨＳＶ色空間における彩度Ｓと明度Ｖ（Ｓ）の関係を模式的
に示す図である。
【図５】図５は、実施例１における第４の色（白色）を加える前の従来のＨＳＶ色空間、
第４の色（白色）を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間、及び、入力信号の彩度Ｓと明
度Ｖ（Ｓ）の関係を示す図である。
【図６】図６は、実施例１における第４の色（白色）を加える前の従来のＨＳＶ色空間、
第４の色（白色）を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間、及び、出力信号（伸長処理が
施されている）の彩度Ｓと明度Ｖ（Ｓ）の関係を示す図である。
【図７】図７の（Ａ）及び（Ｂ）は、それぞれ、実施例１の画像表示装置の駆動方法、画
像表示装置組立体の駆動方法における伸長処理と、特許第３８０５１５０号公報に開示さ
れた処理方法との違いを説明するための、入力信号値及び出力信号値を模式的に示す図で
ある。
【図８】図８は、実施例２の画像表示装置組立体を構成する画像表示パネル及び面状光源
装置の概念図である。
【図９】図９は、実施例２の画像表示装置組立体を構成する面状光源装置における面状光
源装置制御回路の回路図である。
【図１０】図１０は、実施例２の画像表示装置組立体を構成する面状光源装置における面
状光源ユニット等の配置、配列状態を模式的に示す図である。
【図１１】図１１の（Ａ）及び（Ｂ）は、表示領域ユニット内・信号最大値Ｘmax-(s,t)
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に相当する制御信号が副画素に供給されたと想定したときの表示輝度・第２規定値ｙ2が
面状光源ユニットによって得られるように、面状光源ユニットの光源輝度Ｙ2を、面状光
源装置駆動回路の制御下、増減する状態を説明するための概念図である。
【図１２】図１２は、実施例３の画像表示装置の等価回路図である。
【図１３】図１３は、実施例３の画像表示装置を構成する画像表示パネルの概念図である
。
【図１４】図１４は、実施例４の画像表示パネルにおける各画素、画素群の配置を模式的
に示す図である。
【図１５】図１５は、実施例５の画像表示パネルにおける各画素、画素群の配置を模式的
に示す図である。
【図１６】図１６は、実施例６の画像表示パネルにおける各画素、画素群の配置を模式的
に示す図である。
【図１７】図１７は、実施例４の画像表示装置における画像表示パネル及び画像表示パネ
ル駆動回路の概念図である。
【図１８】図１８は、実施例４の画像表示装置の駆動方法、画像表示装置組立体の駆動方
法における伸長処理での入力信号値及び出力信号値を模式的に示す図である。
【図１９】図１９は、実施例７、実施例８あるいは実施例１０の画像表示パネルにおける
各画素、画素群の配置を模式的に示す図である。
【図２０】図２０は、実施例７、実施例８あるいは実施例１０の画像表示パネルにおける
各画素、画素群の別の配置例を模式的に示す図である。
【図２１】図２１は、実施例８において、画素群を構成する第１の画素と第２の画素にお
ける第１副画素、第２副画素、第３副画素及び第４副画素の配列の変形例を説明するため
の概念図である。
【図２２】図２２は、実施例９の画像表示装置における各画素の配置例を模式的に示す図
である。
【図２３】図２３は、実施例１０の画像表示装置における各画素、画素群の更に別の配置
例を模式的に示す図である。
【図２４】図２４は、エッジライト型（サイドライト型）の面状光源装置の概念図である
。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、図面を参照して、実施例に基づき本発明を説明するが、本発明は実施例に限定さ
れるものではなく、実施例における種々の数値や材料は例示である。尚、説明は、以下の
順序で行う。
１．本発明の第１の態様～第２５の態様に係る画像表示装置の駆動方法、全般に関する説
明、全般に関する説明
２．実施例１（本発明の第１の態様、第６の態様、第１１の態様、第１６の態様、第２１
の態様に係る画像表示装置の駆動方法）
３．実施例２（実施例１の変形）
４．実施例３（実施例１の別の変形）
５．実施例４（本発明の第２の態様、第７の態様、第１２の態様、第１７の態様、第２２
の態様に係る画像表示装置の駆動方法）
６．実施例５（実施例４の変形）
７．実施例６（実施例４の別の変形）
８．実施例７（本発明の第３の態様、第８の態様、第１３の態様、第１８の態様、第２３
の態様に係る画像表示装置の駆動方法）
９．実施例８（実施例７の変形）
１０．実施例９（本発明の第４の態様、第９の態様、第１４の態様、第１９の態様、第２
４の態様に係る画像表示装置の駆動方法）
１１．実施例１０（本発明の第５の態様、第１０の態様、第１５の態様、第２０の態様、
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第２５の態様に係る画像表示装置の駆動方法）、その他
【００３６】
［本発明の第１の態様～第２５の態様に係る画像表示装置の駆動方法、全般に関する説明
］
　上記の目的を達成するための第１の態様～第２５の態様に係る画像表示装置組立体の駆
動方法における画像表示装置組立体は、上述した本発明の第１の態様～第２５の態様にお
ける画像表示装置、並びに、画像表示装置を背面から照明する面状光源装置を具備した画
像表示装置組立体である。そして、第１の態様～第２５の態様に係る画像表示装置組立体
の駆動方法に対して、本発明の第１の態様～第２５の態様に係る画像表示装置の駆動方法
を適用することができる。
【００３７】
　ここで、上記の好ましい形態を含む本発明の第１の態様に係る画像表示装置の駆動方法
及び第１の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法、上記の好ましい形態を含む本発明
の第６の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第６の態様に係る画像表示装置組立体の
駆動方法、上記の好ましい形態を含む本発明の第１１の態様に係る画像表示装置の駆動方
法及び第１１の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法、上記の好ましい形態を含む本
発明の第１６の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第１６の態様に係る画像表示装置
組立体の駆動方法、並びに、上記の好ましい形態を含む本発明の第２１の態様に係る画像
表示装置の駆動方法及び第２１の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法を、総称して
、単に、『本発明の第１の態様等に係る駆動方法』と呼ぶ。また、上記の好ましい形態を
含む本発明の第２の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第２の態様に係る画像表示装
置組立体の駆動方法、上記の好ましい形態を含む本発明の第７の態様に係る画像表示装置
の駆動方法及び第７の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法、上記の好ましい形態を
含む本発明の第１２の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第１２の態様に係る画像表
示装置組立体の駆動方法、上記の好ましい形態を含む本発明の第１７の態様に係る画像表
示装置の駆動方法及び第１７の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法、並びに、上記
の好ましい形態を含む本発明の第２２の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第２２の
態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法を、総称して、単に、『本発明の第２の態様等
に係る駆動方法』と呼ぶ。更には、上記の好ましい形態を含む本発明の第３の態様に係る
画像表示装置の駆動方法及び第３の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法、上記の好
ましい形態を含む本発明の第８の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第８の態様に係
る画像表示装置組立体の駆動方法、上記の好ましい形態を含む本発明の第１３の態様に係
る画像表示装置の駆動方法及び第１３の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法、上記
の好ましい形態を含む本発明の第１８の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第１８の
態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法、並びに、上記の好ましい形態を含む本発明の
第２３の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第２３の態様に係る画像表示装置組立体
の駆動方法を、総称して、単に、『本発明の第３の態様等に係る駆動方法』と呼ぶ。また
、上記の好ましい形態を含む本発明の第４の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第４
の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法、上記の好ましい形態を含む本発明の第９の
態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第９の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法
、上記の好ましい形態を含む本発明の第１４の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第
１４の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法、上記の好ましい形態を含む本発明の第
１９の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第１９の態様に係る画像表示装置組立体の
駆動方法、並びに、上記の好ましい形態を含む本発明の第２４の態様に係る画像表示装置
の駆動方法及び第２４の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法を、総称して、単に、
『本発明の第４の態様等に係る駆動方法』と呼ぶ。更には、上記の好ましい形態を含む本
発明の第５の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第５の態様に係る画像表示装置組立
体の駆動方法、上記の好ましい形態を含む本発明の第１０の態様に係る画像表示装置の駆
動方法及び第１０の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法、上記の好ましい形態を含
む本発明の第１５の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第１５の態様に係る画像表示
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装置組立体の駆動方法、上記の好ましい形態を含む本発明の第２５の態様に係る画像表示
装置の駆動方法及び第２５の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法、並びに、上記の
好ましい形態を含む本発明の第２５の態様に係る画像表示装置の駆動方法及び第２５の態
様に係る画像表示装置組立体の駆動方法を、総称して、単に、『本発明の第５の態様等に
係る駆動方法』と呼ぶ。
【００３８】
　上記の好ましい形態を含む本発明の第１の態様等あるいは本発明の第４の態様等に係る
駆動方法にあっては、第（ｐ，ｑ）番目の画素（但し、１≦ｐ≦Ｐ0，１≦ｑ≦Ｑ0）に関
して、
　信号処理部には、
　信号値がｘ1-(p,q)の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q)の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q)の第３副画素・入力信号、
が入力され、
　信号処理部は、
　信号値がＸ1-(p,q)であり、第１副画素の表示階調を決定するための第１副画素・出力
信号、
　信号値がＸ2-(p,q)であり、第２副画素の表示階調を決定するための第２副画素・出力
信号、
　信号値がＸ3-(p,q)であり、第３副画素の表示階調を決定するための第３副画素・出力
信号、及び、
　信号値がＸ4-(p,q)であり、第４副画素の表示階調を決定するための第４副画素・出力
信号、
を出力する構成とすることができる。
【００３９】
　また、上記の好ましい形態を含む本発明の第２の態様等、本発明の第３の態様等あるい
は本発明の第５の態様等に係る駆動方法にあっては、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群（但し、１≦ｐ≦Ｐ，１≦ｑ≦Ｑ）を構成する第１の画素に
関して、
　信号処理部には、
　信号値がｘ1-(p,q)-1の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q)-1の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q)-1の第３副画素・入力信号、
が入力され、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群を構成する第２の画素に関して、
　信号値がｘ1-(p,q)-2の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q)-2の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q)-2の第３副画素・入力信号、
が入力され、
　信号処理部は、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群を構成する第１の画素に関して、
　信号値がＸ1-(p,q)-1であり、第１副画素の表示階調を決定するための第１副画素・出
力信号、
　信号値がＸ2-(p,q)-1であり、第２副画素の表示階調を決定するための第２副画素・出
力信号、及び、
　信号値がＸ3-(p,q)-1であり、第３副画素の表示階調を決定するための第３副画素・出
力信号、
を出力し、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群を構成する第２の画素に関して、
　信号値がＸ1-(p,q)-2であり、第１副画素の表示階調を決定するための第１副画素・出
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力信号、
　信号値がＸ2-(p,q)-2であり、第２副画素の表示階調を決定するための第２副画素・出
力信号、並びに、
　信号値がＸ3-(p,q)-2であり、第３副画素の表示階調を決定するための第３副画素・出
力信号（本発明の第２の態様等に係る駆動方法）、
を出力し、及び、
　第４副画素に関して、信号値がＸ4-(p,q)-2であり、第４副画素の表示階調を決定する
ための第４副画素・出力信号を出力する（本発明の第２の態様等、第３の態様等あるいは
第５の態様等に係る駆動方法）。
【００４０】
　また、本発明の第３の態様等に係る駆動方法にあっては、第（ｐ，ｑ）番目の画素に隣
接した隣接画素に関して、信号処理部には、
　信号値がｘ1-(p',q)の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p',q)の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p',q)の第３副画素・入力信号、
が入力される構成とすることができる。
【００４１】
　また、本発明の第４の態様等及び第５の態様等に係る駆動方法にあっては、第（ｐ，ｑ
）番目の画素に隣接した隣接画素に関して、信号処理部には、
　信号値がｘ1-(p,q')の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q')の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q')の第３副画素・入力信号、
が入力される構成とすることができる。
【００４２】
　更には、Ｍａｘ(p,q)、Ｍｉｎ(p,q)、Ｍａｘ(p,q)-1、Ｍｉｎ(p,q)-1、Ｍａｘ(p,q)-2

、Ｍｉｎ(p,q)-2、Ｍａｘ(p',q)-1、Ｍｉｎ(p',q)-1、Ｍａｘ(p,q')、Ｍｉｎ(p,q')を以
下のとおり、定義する。
【００４３】
●Ｍａｘ(p,q)　 ：第（ｐ，ｑ）番目の画素への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q)、第
２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)、及び、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)の３つの副画
素・入力信号値の最大値
●Ｍｉｎ(p,q)　 ：第（ｐ，ｑ）番目の画素への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q)、第
２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)、及び、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)の３つの副画
素・入力信号値の最小値
●Ｍａｘ(p,q)-1 ：第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q

)-1、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)-1、及び、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)-1

の３つの副画素・入力信号値の最大値
●Ｍｉｎ(p,q)-1 ：第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q

)-1、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)-1、及び、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)-1

の３つの副画素・入力信号値の最小値
●Ｍａｘ(p,q)-2 ：第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q

)-2、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)-2、及び、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)-2

の３つの副画素・入力信号値の最大値
●Ｍｉｎ(p,q)-2 ：第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q

)-2、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)-2、及び、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)-2

の３つの副画素・入力信号値の最小値
●Ｍａｘ(p',q)-1：第１の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接した隣接画
素への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p',q)、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p',q)、及び、
第３副画素・入力信号値ｘ3-(p',q)の３つの副画素・入力信号値の最大値
●Ｍｉｎ(p',q)-1：第１の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接した隣接画
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素への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p',q)、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p',q)、及び、
第３副画素・入力信号値ｘ3-(p',q)の３つの副画素・入力信号値の最小値
●Ｍａｘ(p,q')　：第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接した隣接画
素への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q')、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q')、及び、
第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q')の３つの副画素・入力信号値の最大値
●Ｍｉｎ(p,q')　：第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接した隣接画
素への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q')、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q')、及び、
第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q')の３つの副画素・入力信号値の最小値
【００４４】
　本発明の第１の態様等に係る駆動方法にあっては、第４副画素・出力信号の値を、少な
くともＭｉｎの値及び伸長係数α0に基づき求める構成とすることができる。具体的には
、第４副画素・出力信号値Ｘ4-(p,q)を、例えば、以下の式から求めることができる。但
し、ｃ11，ｃ12，ｃ13，ｃ14，ｃ15，ｃ16は定数である。尚、Ｘ4-(p,q)の値としてどの
ような値あるいは式を用いるかは、画像表示装置や画像表示装置組立体を試作し、例えば
、画像観察者によって画像の評価を行い、適宜決定すればよい。
【００４５】
Ｘ4-(p,q)＝ｃ11（Ｍｉｎ(p,q)）・α0　　　　　　　　（１－１）
あるいは又、
Ｘ4-(p,q)＝ｃ12（Ｍｉｎ(p,q)）

2・α0　　　　　　　 （１－２）
あるいは又、
Ｘ4-(p,q)＝ｃ13（Ｍａｘ(p,q)）

1/2・α0　　　　　　 （１－３）
あるいは又、
Ｘ4-(p,q)＝ｃ14｛（Ｍｉｎ(p,q)／Ｍａｘ(p,q)）　あるいは　（２n－１） のいずれか
とα0の積｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１－４）
あるいは又、
Ｘ4-(p,q)＝ｃ15［｛（２n－１）×Ｍｉｎ(p,q)／（Ｍａｘ(p,q)－Ｍｉｎ(p,q)）｝　あ
るいは　（２n－１）　のいずれかとα0の積］　　　　 （１－５）
あるいは又、
Ｘ4-(p,q)＝ｃ16｛（Ｍａｘ(p,q)）

1/2　と　Ｍｉｎ(p,q)の値の内の小さい方の値とα0

の積｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （１－６）
【００４６】
　本発明の第１の態様等あるいは第４の態様等に係る駆動方法にあっては、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも、第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求め、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも、第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求め、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも、第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求める構成とすることができる。
【００４７】
　より具体的には、本発明の第１の態様等あるいは第４の態様等に係る駆動方法にあって
は、χを画像表示装置に依存した定数としたとき、信号処理部において、第（ｐ，ｑ）番
目の画素（あるいは、第１副画素、第２副画素及び第３副画素の組）への第１副画素・出
力信号値Ｘ1-(p,q)、第２副画素・出力信号値Ｘ2-(p,q)及び第３副画素・出力信号値Ｘ3-

(p,q)を、以下の式から求めることができる。尚、第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,

q)，第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)，制御信号値（第３副画素・制御信号値）
ＳＧ3-(p,q)については後述する。
【００４８】
［本発明の第１の態様等］
Ｘ1-(p,q)＝α0・ｘ1-(p,q)－χ・Ｘ4-(p,q)　　　　　　　　　　（１－Ａ）
Ｘ2-(p,q)＝α0・ｘ2-(p,q)－χ・Ｘ4-(p,q)　　　　　　　　　　（１－Ｂ）
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Ｘ3-(p,q)＝α0・ｘ3-(p,q)－χ・Ｘ4-(p,q)　　　　　　　　　　（１－Ｃ）
【００４９】
［本発明の第４の態様等］
Ｘ1-(p,q)＝α0・ｘ1-(p,q)－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　　（１－Ｄ）
Ｘ2-(p,q)＝α0・ｘ2-(p,q)－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　　（１－Ｅ）
Ｘ3-(p,q)＝α0・ｘ3-(p,q)－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　　（１－Ｆ）
【００５０】
　ここで、第１副画素に第１副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が
入力され、第２副画素に第２副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が
入力され、第３副画素に第３副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が
入力されたときの、画素（本発明の第１の態様等、本発明の第４の態様等）あるいは画素
群（本発明の第２の態様等、本発明の第３の態様等、本発明の第５の態様等）を構成する
第１副画素、第２副画素及び第３副画素の集合体の輝度をＢＮ1-3とし、画素（本発明の
第１の態様等、本発明の第４の態様等）あるいは画素群（本発明の第２の態様等、本発明
の第３の態様等、本発明の第５の態様等）を構成する第４副画素に第４副画素・出力信号
の最大信号値に相当する値を有する信号が入力されたときの第４副画素の輝度ＢＮ4とし
たとき、定数χは、
χ＝ＢＮ4／ＢＮ1-3

で表すことができる。従って、上述した本発明の第６の態様～第１０の態様に係る画像表
示装置の駆動方法における
α0＝ＢＮ4／ＢＮ1-3＋１
という式は、
α0＝χ＋１
と書き直すことができる。尚、定数χは、画像表示装置や画像表示装置組立体に固有の値
であり、画像表示装置や画像表示装置組立体によって一義的に決定される値である。定数
χについては、以下の説明においても同様である。
【００５１】
　本発明の第２の態様等に係る駆動方法にあっては、
　第１の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも、第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求めるが、第１副画素・出力信号（信号値Ｘ1-(p,q)-1）を、少なくとも、第１副画素
・入力信号（信号値ｘ1-(p,q)-1）及び伸長係数α0、並びに、第４副画素・制御第１信号
（信号値ＳＧ1-(p,q)）に基づき求め、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも、第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求めるが、第２副画素・出力信号（信号値Ｘ2-(p,q)-1）を、少なくとも、第２副画素
・入力信号値ｘ2-(p,q)-1及び伸長係数α0、並びに、第４副画素・制御第１信号（信号値
ＳＧ1-(p,q)）に基づき求め、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも、第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求めるが、第３副画素・出力信号（信号値Ｘ3-(p,q)-1）を、少なくとも、第３副画素
・入力信号値ｘ3-(p,q)-1及び伸長係数α0、並びに、第４副画素・制御第１信号（信号値
ＳＧ1-(p,q)）に基づき求め、
　第２の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも、第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求めるが、第１副画素・出力信号（信号値Ｘ1-(p,q)-2）を、少なくとも、第１副画素
・入力信号値ｘ1-(p,q)-2及び伸長係数α0、並びに、第４副画素・制御第２信号（信号値
ＳＧ2-(p,q)）に基づき求め、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも、第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求めるが、第２副画素・出力信号（信号値Ｘ2-(p,q)-2）を、少なくとも、第２副画素
・入力信号値ｘ2-(p,q)-2及び伸長係数α0、並びに、第４副画素・制御第２信号（信号値
ＳＧ2-(p,q)）に基づき求め、
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　第３副画素・出力信号を、少なくとも、第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求めるが、第３副画素・出力信号（信号値Ｘ3-(p,q)-2）を、少なくとも、第３副画素
・入力信号値ｘ3-(p,q)-2及び伸長係数α0、並びに、第４副画素・制御第２信号（信号値
ＳＧ2-(p,q)）に基づき求める構成とすることができる。
【００５２】
　本発明の第２の態様等に係る駆動方法にあっては、上述したとおり、第１副画素・出力
信号値Ｘ1-(p,q)-1を、少なくとも、第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q)-1及び伸長係数α

0、並びに、第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)に基づき求めるが、第１副画素・出
力信号値Ｘ1-(p,q)-1を、
［ｘ1-(p,q)-1，α0，ＳＧ1-(p,q)］
に基づき求めることもできるし、
［ｘ1-(p,q)-1，ｘ1-(p,q)-2，α0，ＳＧ1-(p,q)］
に基づき求めることもできる。同様に、第２副画素・出力信号値Ｘ2-(p,q)-1を、少なく
とも、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)-1及び伸長係数α0、並びに、第４副画素・制御
第１信号値ＳＧ1-(p,q)に基づき求めるが、第２副画素・出力信号値Ｘ2-(p,q)-1を、
［ｘ2-(p,q)-1，α0，ＳＧ1-(p,q)］
に基づき求めることもできるし、
［ｘ2-(p,q)-1，ｘ2-(p,q)-2，α0，ＳＧ1-(p,q)］
に基づき求めることもできる。同様に、第３副画素・出力信号値Ｘ3-(p,q)-1を、少なく
とも、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)-1及び伸長係数α0、並びに、第４副画素・制御
第１信号値ＳＧ1-(p,q)に基づき求めるが、第３副画素・出力信号値Ｘ3-(p,q)-1を、
［ｘ3-(p,q)-1，α0，ＳＧ1-(p,q)］
に基づき求めることもできるし、
［ｘ3-(p,q)-1，ｘ3-(p,q)-2，α0，ＳＧ1-(p,q)］
に基づき求めることもできる。出力信号値Ｘ1-(p,q)-2，Ｘ2-(p,q)-2，Ｘ3-(p,q)-2につ
いても同様とすることができる。
【００５３】
　より具体的には、本発明の第２の態様等に係る駆動方法にあっては、信号処理部におい
て、出力信号値Ｘ1-(p,q)-1，Ｘ2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1，Ｘ1-(p,q)-2，Ｘ2-(p,q)-2，
Ｘ3-(p,q)-2を、以下の式から求めることができる。
【００５４】
Ｘ1-(p,q)-1＝α0・ｘ1-(p,q)-1－χ・ＳＧ1-(p,q)　　　　　（２－Ａ）
Ｘ2-(p,q)-1＝α0・ｘ2-(p,q)-1－χ・ＳＧ1-(p,q)　　　　　（２－Ｂ）
Ｘ3-(p,q)-1＝α0・ｘ3-(p,q)-1－χ・ＳＧ1-(p,q)　　　　　（２－Ｃ）
Ｘ1-(p,q)-2＝α0・ｘ1-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　（２－Ｄ）
Ｘ2-(p,q)-2＝α0・ｘ2-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　（２－Ｅ）
Ｘ3-(p,q)-2＝α0・ｘ3-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　（２－Ｆ）
【００５５】
　本発明の本発明の第３の態様等あるいは第５の態様等に係る駆動方法にあっては、
　第２の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも、第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求めるが、第１副画素・出力信号（信号値Ｘ1-(p,q)-2）を、少なくとも、第１副画素
・入力信号値ｘ1-(p,q)-2及び伸長係数α0、並びに、第４副画素・制御第２信号（信号値
ＳＧ2-(p,q)）に基づき求め、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも、第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求めるが、第２副画素・出力信号（信号値Ｘ2-(p,q)-2）を、少なくとも、第２副画素
・入力信号値ｘ2-(p,q)-2及び伸長係数α0、並びに、第４副画素・制御第２信号（信号値
ＳＧ2-(p,q)）に基づき求める構成とすることができる。また、第１の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも、第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求めるが、第１副画素・出力信号（信号値Ｘ1-(p,q)-1）を、少なくとも、第１副画素
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・入力信号値ｘ1-(p,q)-1及び伸長係数α0、並びに、第３副画素・制御信号（信号値ＳＧ

3-(p,q)）あるいは第４副画素・制御第１信号（信号値ＳＧ1-(p,q)）に基づき求め、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも、第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求めるが、第２副画素・出力信号（信号値Ｘ2-(p,q)-1）を、少なくとも、第２副画素
・入力信号値ｘ2-(p,q)-1及び伸長係数α0、並びに、第３副画素・制御信号（信号値ＳＧ

3-(p,q)）あるいは第４副画素・制御第１信号（信号値ＳＧ1-(p,q)）に基づき求め、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも、第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づ
き求めるが、第３副画素・出力信号（信号値Ｘ3-(p,q)-1）を、少なくとも、第３副画素
・入力信号値ｘ3-(p,q)-1，ｘ3-(p,q)-2及び伸長係数α0、並びに、第３副画素・制御信
号（信号値ＳＧ3-(p,q)）及び第４副画素・制御第２信号（信号値ＳＧ2-(p,q)）に基づき
求め、あるいは又、少なくとも、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)-1，ｘ3-(p,q)-2及び
伸長係数α0、並びに、第４副画素・制御第１信号（信号値ＳＧ1-(p,q)）及び第４副画素
・制御第２信号（信号値ＳＧ2-(p,q)）に基づき求める構成とすることができる。
【００５６】
　より具体的には、本発明の第３の態様等あるいは本発明の第５の態様等に係る駆動方法
にあっては、信号処理部において、出力信号値Ｘ1-(p,q)-2，Ｘ2-(p,q)-2，Ｘ1-(p,q)-1

，Ｘ2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1を、以下の式から求めることができる。
【００５７】
Ｘ1-(p,q)-2＝α0・ｘ1-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　（３－Ａ）
Ｘ2-(p,q)-2＝α0・ｘ2-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　（３－Ｂ）
Ｘ1-(p,q)-1＝α0・ｘ1-(p,q)-1－χ・ＳＧ1-(p,q)　　　（３－Ｃ）
Ｘ2-(p,q)-1＝α0・ｘ2-(p,q)-1－χ・ＳＧ1-(p,q)　　　（３－Ｄ）
あるいは、
Ｘ1-(p,q)-1＝α0・ｘ1-(p,q)-1－χ・ＳＧ3-(p,q)　　　（３－Ｅ）
Ｘ2-(p,q)-1＝α0・ｘ2-(p,q)-1－χ・ＳＧ3-(p,q)　　　（３－Ｆ）
【００５８】
　更には、第１の画素における第３副画素・出力信号（第３副画素・出力信号値Ｘ3-(p,q

)-1）を、Ｃ31及びＣ32を定数としたとき、例えば、以下の式から求めることができる。
Ｘ3-(p,q)-1＝（Ｃ31・Ｘ’3-(p,q)-1＋Ｃ32・Ｘ’3-(p,q)-2）／（Ｃ21＋Ｃ22）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３－ａ）
又は、
Ｘ3-(p,q)-1＝Ｃ31・Ｘ’3-(p,q)-1＋Ｃ32・Ｘ’3-(p,q)-2　　　 （３－ｂ）
又は、
Ｘ3-(p,q)-1＝Ｃ21・（Ｘ’3-(p,q)-1－Ｘ’3-(p,q)-2）＋Ｃ22・Ｘ’3-(p,q)-2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３－ｃ）
但し、
Ｘ’3-(p,q)-1＝α0・ｘ3-(p,q)-1－χ・ＳＧ1-(p,q)　　　　　　（３－ｄ）
Ｘ’3-(p,q)-2＝α0・ｘ3-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　（３－ｅ）
あるいは、
Ｘ’3-(p,q)-1＝α0・ｘ3-(p,q)-1－χ・ＳＧ3-(p,q)　　　　　　（３－ｆ）
Ｘ’3-(p,q)-2＝α0・ｘ3-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　（３－ｇ）
である。
【００５９】
　本発明の第２の態様等～第５の態様等に係る駆動方法にあっては、第４副画素・制御第
１信号（信号値ＳＧ1-(p,q)）及び第４副画素・制御第２信号（信号値ＳＧ2-(p,q)）を、
具体的には、例えば、以下の式から求めることができる。但し、ｃ21，ｃ22，ｃ23，ｃ24

，ｃ25，ｃ26は定数である。Ｘ4-(p,q)，Ｘ4-(p,q)-2の値としてどのような値あるいは式
を用いるかは、画像表示装置や画像表示装置組立体を試作し、例えば、画像観察者によっ
て画像の評価を行い、適宜決定すればよい。
【００６０】
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ＳＧ1-(p,q)＝ｃ21（Ｍｉｎ(p,q)-1）・α0　　　　　　　　（２－１－１）
ＳＧ2-(p,q)＝ｃ21（Ｍｉｎ(p,q)-2）・α0　　　　　　　　（２－１－２）
あるいは、
ＳＧ1-(p,q)＝ｃ22（Ｍｉｎ(p,q)-1）

2・α0　　　　　　　 （２－２－１）
ＳＧ2-(p,q)＝ｃ22（Ｍｉｎ(p,q)-2）

2・α0　　　　　　　 （２－２－２）
あるいは、
ＳＧ1-(p,q)＝ｃ23（Ｍａｘ(p,q)-1）

1/2・α0　　　　　　 （２－３－１）
ＳＧ2-(p,q)＝ｃ23（Ｍａｘ(p,q)-2）

1/2・α0　　　　　　 （２－３－２）
あるいは又、
ＳＧ1-(p,q)＝ｃ24｛（Ｍｉｎ(p,q)-1／Ｍａｘ(p,q)-1）　あるいは　（２n－１） のい
ずれかとα0の積｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２－４－１）
ＳＧ2-(p,q)＝ｃ24｛（Ｍｉｎ(p,q)-2／Ｍａｘ(p,q)-2）　あるいは　（２n－１） のい
ずれかとα0の積｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２－４－２）
あるいは又、
ＳＧ1-(p,q)＝ｃ25［｛（２n－１）・Ｍｉｎ(p,q)-1／（Ｍａｘ(p,q)-1－Ｍｉｎ(p,q)-1

）｝　あるいは　（２n－１）　のいずれかとα0の積］　　 （２－５－１）
ＳＧ2-(p,q)＝ｃ25［｛（２n－１）・Ｍｉｎ(p,q)-2／（Ｍａｘ(p,q)-2－Ｍｉｎ(p,q)-2

）｝　あるいは　（２n－１）　のいずれかとα0の積］　　 （２－５－２）
あるいは又、
ＳＧ1-(p,q)＝ｃ26｛（Ｍａｘ(p,q)-1）

1/2　と　Ｍｉｎ(p,q)-1の値の内の小さい方の値
とα0の積｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２－６－１）
ＳＧ2-(p,q)＝ｃ26｛（Ｍａｘ(p,q)-2）

1/2　と　Ｍｉｎ(p,q)-2の値の内の小さい方の値
とα0の積｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２－６－２）
【００６１】
　但し、本発明の第３の態様等に係る駆動方法にあっては、上述した式のＭａｘ(p,q)-1

及びＭｉｎ(p,q)-1をＭａｘ(p',q)-1及びＭｉｎ(p',q)-1と読み替えればよい。また、本
発明の第４の態様等及び第５の態様等に係る駆動方法にあっては、上述した式のＭａｘ(p

,q)-1及びＭｉｎ(p,q)-1をＭａｘ(p,q')及びＭｉｎ(p,q')と読み替えればよい。また、制
御信号値（第３副画素・制御信号値）ＳＧ3-(p,q)は、式（２－１－１）、式（２－２－
１）、式（２－３－１）、式（２－４－１）、式（２－５－１）、式（２－６－１）にお
ける左辺の「ＳＧ1-(p,q)」を『ＳＧ3-(p,q)』に置き換えることで得ることができる。
【００６２】
　そして、本発明の第２の態様等～第５の態様等に係る駆動方法にあっては、Ｃ21，Ｃ22

，Ｃ23，Ｃ24，Ｃ25，Ｃ26を定数としたとき、信号値Ｘ4-(p,q)を、
Ｘ4-(p,q)＝（Ｃ21・ＳＧ1-(p,q)＋Ｃ22・ＳＧ2-(p,q)）／（Ｃ21＋Ｃ22）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２－１１）
にて求めることができ、あるいは又、
Ｘ4-(p,q)＝Ｃ23・ＳＧ1-(p,q)＋Ｃ24・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　　（２－１２）
にて求めることができ、あるいは又、
Ｘ4-(p,q)＝Ｃ25（ＳＧ1-(p,q)－ＳＧ2-(p,q)）＋Ｃ26・ＳＧ2-(p,q)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２－１３）
にて求めることができ、あるいは又、自乗平均平方根、即ち、
Ｘ4-(p,q)＝［（ＳＧ1-(p,q)

2＋ＳＧ2-(p,q)
2）／２］1/2　　　　 （２－１４）

にて求めることができる。
【００６３】
　但し、本発明の第３の態様等あるいは本発明の第５の態様等に係る駆動方法にあっては
、式（２－１１）～式（２－１４）における「Ｘ4-(p,q)」を『Ｘ4-(p,q)-2』と置き換え
ればよい。
【００６４】
　ＳＧ1-(p,q)の値に依存して、上記の式のいずれかを選択してもよいし、ＳＧ2-(p,q)の
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値に依存して、上記の式のいずれかを選択してもよいし、ＳＧ1-(p,q)及びＳＧ2-(p,q)の
値に依存して、上記の式のいずれかを選択してもよい。即ち、各画素群において、上記の
式のいずれかに固定してＸ4-(p,q)，Ｘ4-(p,q)-2を求めてもよいし、各画素群において、
上記の式のいずれかを選択してＸ4-(p,q)，Ｘ4-(p,q)-2を求めてもよい。
【００６５】
　本発明の第２の態様等に係る駆動方法あるいは本発明の第３の態様等に係る駆動方法に
あっては、各画素群を構成する画素の数をｐ0としたとき、ｐ0＝２である。但し、ｐ0＝
２に限定するものではなく、ｐ0≧３とすることもできる。
【００６６】
　本発明の第３の態様等に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、隣接画素は第１の方
向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接しているが、隣接画素が第（ｐ，ｑ）番
目の第１の画素である構成とすることもできるし、あるいは又、隣接画素が第（ｐ＋１，
ｑ）番目の第１の画素である構成とすることもできる。
【００６７】
　本発明の第３の態様等に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、第２の方向に沿って
、第１の画素と第１の画素が隣接して配置され、第２の画素と第２の画素が隣接して配置
されている構成とすることができるし、あるいは又、第２の方向に沿って、第１の画素と
第２の画素が隣接して配置されている構成とすることができる。更には、
　第１の画素は、第１の方向に沿って、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示
する第２副画素、及び、第３原色を表示する第３副画素が順次配列されて成り、
　第２の画素は、第１の方向に沿って、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示
する第２副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素が順次配列されて成る構成とする
ことが好ましい。即ち、第１の方向に沿った画素群の下流端部に第４副画素を配置するこ
とが好ましい。但し、これに限定するものではなく、例えば、
　第１の画素は、第１の方向に沿って、第１原色を表示する第１副画素、第３原色を表示
する第３副画素、及び、第２原色を表示する第２副画素が配列されて成り、
　第２の画素は、第１の方向に沿って、第１原色を表示する第１副画素、第４の色を表示
する、及び、第２原色を表示する第２副画素が配列されて成る構成等、総計、６×６＝３
６通りの組合せのいずれかを選択すればよい。即ち、第１の画素における（第１副画素，
第２副画素，第３副画素）の配列の組合せとして６通り、第２の画素における（第１副画
素，第２副画素，第４副画素）の配列の組合せとして６通りを挙げることができる。尚、
通常、副画素の形状は長方形であるが、この長方形の長辺が第２の方向と平行となり、短
辺が第１の方向と平行となるように副画素を配置することが好ましい。
【００６８】
　本発明の第４の態様等あるいは第５の態様等に係る駆動方法にあっては、第（ｐ，ｑ）
番目の画素に隣接した隣接画素あるいは第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接した隣接画
素として、第（ｐ，ｑ－１）番目の画素を挙げることができるし、あるいは又、第（ｐ，
ｑ＋１）番目の画素を挙げることができるし、あるいは又、第（ｐ，ｑ－１）番目の画素
及び第（ｐ，ｑ＋１）番目の画素を挙げることができる。
【００６９】
　本発明の第１の態様等～第５の態様等に係る駆動方法において、伸長係数α0は、１画
像表示フレーム毎に決定される構成とすることができる。また、本発明の第１の態様等～
第５の態様等に係る駆動方法にあっては、場合によっては、画像表示装置を照明する光源
（例えば、面状光源装置）の輝度を、伸長係数α0に基づき減少させる構成とすることが
できる。
【００７０】
　通常、副画素の形状は長方形であるが、この長方形の長辺が第２の方向と平行となり、
短辺が第１の方向と平行となるように副画素を配置することが好ましい。但し、これに限
定するものではない。
【００７１】
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　彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求めるべき複数の画素あるいは画素群は、全画素あるいは画
素群である形態とすることができるし、あるいは又、全画素あるいは画素群の（１／Ｎ）
とすることもできる。尚、「Ｎ」は２以上の自然数である。Ｎの具体的な値として、２，
４，８，１６・・・といった２の冪乗を例示することができる。前者の形態を採用するこ
とで、画質変化が無く、画質を最大限、良好に保持することができる。一方、後者の形態
を採用することで、処理速度の向上、信号処理部の回路の簡素化を図ることができる。
【００７２】
　更には、以上に説明した好ましい構成、形態を含む本発明にあっては、第４の色は白色
である形態とすることができる。但し、これに限定するものではなく、第４の色は、その
他、例えば、イエロー、シアンあるいはマゼンダとすることもできる。そして、これらの
場合であって、画像表示装置をカラー液晶表示装置から構成する場合、
　第１副画素と画像観察者との間に配置され、第１原色を通過させる第１カラーフィルタ
ー、
　第２副画素と画像観察者との間に配置され、第２原色を通過させる第２カラーフィルタ
ー、及び、
　第３副画素と画像観察者との間に配置され、第３原色を通過させる第３カラーフィルタ
ー、
を更に備えている構成とすることができる。
【００７３】
　面状光源装置を構成する光源として、発光素子、具体的には、発光ダイオード（ＬＥＤ
）を挙げることができる。発光ダイオードから成る発光素子は占有体積も小さく、複数の
発光素子を配置するのに好適である。発光素子としての発光ダイオードとして、白色発光
ダイオード（例えば、紫外又は青色発光ダイオードと発光粒子とを組み合わせて白色を発
光する発光ダイオード）を挙げることができる。
【００７４】
　ここで、発光粒子として、赤色発光蛍光体粒子、緑色発光蛍光体粒子、青色発光蛍光体
粒子を挙げることができる。赤色発光蛍光体粒子を構成する材料として、Ｙ2Ｏ3：Ｅｕ、
ＹＶＯ4：Ｅｕ、Ｙ（Ｐ，Ｖ）Ｏ4：Ｅｕ、３．５ＭｇＯ・０．５ＭｇＦ2・Ｇｅ2：Ｍｎ、
ＣａＳｉＯ3：Ｐｂ，Ｍｎ、Ｍｇ6ＡｓＯ11：Ｍｎ、（Ｓｒ，Ｍｇ）3（ＰＯ4）3：Ｓｎ、
Ｌａ2Ｏ2Ｓ：Ｅｕ、Ｙ2Ｏ2Ｓ：Ｅｕ、（ＭＥ：Ｅｕ）Ｓ［但し、「ＭＥ」は、Ｃａ、Ｓｒ
及びＢａから成る群から選択された少なくとも１種類の原子を意味し、以下においても同
様である］、（Ｍ：Ｓｍ）x（Ｓｉ，Ａｌ）12（Ｏ，Ｎ）16［但し、「Ｍ」は、Ｌｉ、Ｍ
ｇ及びＣａから成る群から選択された少なくとも１種類の原子を意味し、以下においても
同様である］、ＭＥ2Ｓｉ5Ｎ8：Ｅｕ、（Ｃａ：Ｅｕ）ＳｉＮ2、（Ｃａ：Ｅｕ）ＡｌＳｉ
Ｎ3を挙げることができる。また、緑色発光蛍光体粒子を構成する材料として、ＬａＰＯ4

：Ｃｅ，Ｔｂ、ＢａＭｇＡｌ10Ｏ17：Ｅｕ，Ｍｎ、Ｚｎ2ＳｉＯ4：Ｍｎ、ＭｇＡｌ11Ｏ19

：Ｃｅ，Ｔｂ、Ｙ2ＳｉＯ5：Ｃｅ，Ｔｂ、ＭｇＡｌ11Ｏ19：ＣＥ，Ｔｂ，Ｍｎを挙げるこ
とができ、更には、（ＭＥ：Ｅｕ）Ｇａ2Ｓ4、（Ｍ：ＲＥ）x（Ｓｉ，Ａｌ）12（Ｏ，Ｎ
）16［但し、「ＲＥ」は、Ｔｂ及びＹｂを意味する］、（Ｍ：Ｔｂ）x（Ｓｉ，Ａｌ）12

（Ｏ，Ｎ）16、（Ｍ：Ｙｂ）x（Ｓｉ，Ａｌ）12（Ｏ，Ｎ）16を挙げることができる。更
には、青色発光蛍光体粒子を構成する材料として、ＢａＭｇＡｌ10Ｏ17：Ｅｕ、ＢａＭｇ

2Ａｌ16Ｏ27：Ｅｕ、Ｓｒ2Ｐ2Ｏ7：Ｅｕ、Ｓｒ5（ＰＯ4）3Ｃｌ：Ｅｕ、（Ｓｒ，Ｃａ，
Ｂａ，Ｍｇ）5（ＰＯ4）3Ｃｌ：Ｅｕ、ＣａＷＯ4、ＣａＷＯ4：Ｐｂを挙げることができ
る。但し、発光粒子は、蛍光体粒子に限定されず、例えば、間接遷移型のシリコン系材料
において、直接遷移型のように、キャリアを効率良く光へ変換させるために、キャリアの
波動関数を局所化し、量子効果を用いた、２次元量子井戸構造、１次元量子井戸構造（量
子細線）、０次元量子井戸構造（量子ドット）等の量子井戸構造を適用した発光粒子を挙
げることもできるし、半導体材料に添加された希土類原子は殻内遷移により鋭く発光する
ことが知られており、このような技術を適用した発光粒子を挙げることもできる。
【００７５】
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　あるいは又、面状光源装置を構成する光源として、赤色（例えば、主発光波長６４０ｎ
ｍ）を発光する赤色発光素子（例えば、発光ダイオード）、緑色（例えば、主発光波長５
３０ｎｍ）を発光する緑色発光素子（例えば、ＧａＮ系発光ダイオード）、及び、青色（
例えば、主発光波長４５０ｎｍ）を発光する青色発光素子（例えば、ＧａＮ系発光ダイオ
ード）の組合せから構成することができる。赤色、緑色、青色以外の第４番目の色、第５
番目の色・・・を発光する発光素子を更に備えていてもよい。
【００７６】
　発光ダイオードは、所謂フェイスアップ構造を有していてもよいし、フリップチップ構
造を有していてもよい。即ち、発光ダイオードは、基板、及び、基板上に形成された発光
層から構成されており、発光層から光が外部に出射される構造としてもよいし、発光層か
らの光が基板を通過して外部に出射される構造としてもよい。より具体的には、発光ダイ
オード（ＬＥＤ）は、例えば、基板上に形成された第１導電型（例えばｎ型）を有する第
１化合物半導体層、第１化合物半導体層上に形成された活性層、活性層上に形成された第
２導電型（例えばｐ型）を有する第２化合物半導体層の積層構造を有し、第１化合物半導
体層に電気的に接続された第１電極、及び、第２化合物半導体層に電気的に接続された第
２電極を備えている。発光ダイオードを構成する層は、発光波長に依存して、周知の化合
物半導体材料から構成すればよい。
【００７７】
　面状光源装置は、２種類の面状光源装置（バックライト）、即ち、例えば実開昭６３－
１８７１２０や特開２００２－２７７８７０に開示された直下型の面状光源装置、並びに
、例えば特開２００２－１３１５５２に開示されたエッジライト型（サイドライト型とも
呼ばれる）の面状光源装置とすることができる。
【００７８】
　直下型の面状光源装置にあっては、光源としての上述した発光素子が、筐体内に配置、
配列されている構成とすることができるが、これに限定するものではない。ここで、複数
の赤色発光素子、複数の緑色発光素子、及び、複数の青色発光素子が、筐体内に配置、配
列されている場合、これらの発光素子の配列状態として、赤色発光素子、緑色発光素子及
び青色発光素子を１組とした発光素子群を画像表示パネル（具体的には、例えば、液晶表
示装置）の画面水平方向に複数、連ねて発光素子群アレイを形成し、この発光素子群アレ
イを画像表示パネルの画面垂直方向に複数本、並べる配列を例示することができる。尚、
発光素子群として、（１つの赤色発光素子，１つの緑色発光素子，１つの青色発光素子）
、（１つの赤色発光素子，２つの緑色発光素子，１つの青色発光素子）、（２つの赤色発
光素子，２つの緑色発光素子，１つの青色発光素子）等の複数個の組合せを挙げることが
できる。尚、発光素子には、例えば、日経エレクトロニクス　２００４年１２月２０日第
８８９号の第１２８ページに掲載されたような光取出しレンズが取り付けられていてもよ
い。
【００７９】
　また、直下型の面状光源装置を複数の面状光源ユニットから構成する場合、１つの面状
光源ユニットは、１つの発光素子群から構成されていてもよいし、２つ以上の複数の発光
素子群から構成されていてもよい。あるいは又、１つの面状光源ユニットは、１つの白色
発光ダイオードから構成されていてもよいし、２つ以上の複数の白色発光ダイオードから
構成されていてもよい。
【００８０】
　直下型の面状光源装置を複数の面状光源ユニットから構成する場合、面状光源ユニット
と面状光源ユニットとの間に隔壁を配設してもよい。隔壁を構成する材料として、具体的
には、アクリル系樹脂、ポリカーボネート樹脂、ＡＢＳ樹脂といった、面状光源ユニット
に備えられた発光素子から出射された光に対して不透明な材料を挙げることができるし、
面状光源ユニットに備えられた発光素子から出射された光に対して透明な材料として、ポ
リメタクリル酸メチル樹脂（ＰＭＭＡ）、ポリカーボネート樹脂（ＰＣ）、ポリアリレー
ト樹脂（ＰＡＲ）、ポリエチレンテレフタレート樹脂（ＰＥＴ）、ガラスを例示すること
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ができる。隔壁表面に光拡散反射機能を付与してもよいし、鏡面反射機能を付与してもよ
い。隔壁表面に光拡散反射機能を付与するためには、サンドブラスト法に基づき隔壁表面
に凹凸を形成したり、凹凸を有するフィルム（光拡散フィルム）を隔壁表面に貼り付けれ
ばよい。また、隔壁表面に鏡面反射機能を付与するためには、光反射フィルムを隔壁表面
に貼り付けたり、例えばメッキによって隔壁表面に光反射層を形成すればよい。
【００８１】
　直下型の面状光源装置は、光拡散板、光拡散シート、プリズムシート、偏光変換シート
といった光学機能シート群や、光反射シートを備えている構成とすることができる。光拡
散板、光拡散シート、プリズムシート、偏光変換シート、光反射シートとして、広く周知
の材料を用いることができる。光学機能シート群は、離間配置された各種シートから構成
されていてもよいし、積層され一体として構成されていてもよい。例えば、光拡散シート
、プリズムシート、偏光変換シート等が積層され一体となっていてもよい。光拡散板や光
学機能シート群は、面状光源装置と画像表示パネルとの間に配置される。
【００８２】
　一方、エッジライト型の面状光源装置にあっては、画像表示パネル（具体的には、例え
ば、液晶表示装置）に対向して導光板が配置され、導光板の側面（次に述べる第１側面）
に発光素子が配置される。導光板は、第１面（底面）、この第１面と対向した第２面（頂
面）、第１側面、第２側面、第１側面と対向した第３側面、及び、第２側面と対向した第
４側面を有する。導光板のより具体的な形状として、全体として、楔状の切頭四角錐形状
を挙げることができ、この場合、切頭四角錐の２つの対向する側面が第１面及び第２面に
相当し、切頭四角錐の底面が第１側面に相当する。そして、第１面（底面）の表面部には
凸部及び／又は凹部が設けられていることが望ましい。導光板の第１側面から光が入射さ
れ、第２面（頂面）から画像表示パネルに向けて光が出射される。ここで、導光板の第２
面は、平滑としてもよいし（即ち、鏡面としてもよいし）、光拡散効果のあるブラストシ
ボを設けてもよい（即ち、微細な凹凸面とすることもできる）。
【００８３】
　導光板の第１面（底面）には、凸部及び／又は凹部が設けられていることが望ましい。
即ち、導光板の第１面には、凸部が設けられ、あるいは又、凹部が設けられ、あるいは又
、凹凸部が設けられていることが望ましい。凹凸部が設けられている場合、凹部と凸部と
が連続していてもよいし、不連続であってもよい。導光板の第１面に設けられた凸部及び
／又は凹部は、導光板への光入射方向と所定の角度を成す方向に沿って延びる連続した凸
部及び／又は凹部である構成とすることができる。このような構成にあっては、導光板へ
の光入射方向であって第１面と垂直な仮想平面で導光板を切断したときの連続した凸形状
あるいは凹形状の断面形状として、三角形；正方形、長方形、台形を含む任意の四角形；
任意の多角形；円形、楕円形、放物線、双曲線、カテナリー等を含む任意の滑らかな曲線
を例示することができる。尚、導光板への光入射方向と所定の角度を成す方向とは、導光
板への光入射方向を０度としたとき、６０度～１２０度の方向を意味する。以下において
も同様である。あるいは又、導光板の第１面に設けられた凸部及び／又は凹部は、導光板
への光入射方向と所定の角度を成す方向に沿って延びる不連続の凸部及び／又は凹部であ
る構成とすることができる。このような構成にあっては、不連続の凸形状あるいは凹形状
の形状として、角錐、円錐、円柱、三角柱や四角柱を含む多角柱、球の一部、回転楕円体
の一部、回転放物線体の一部、回転双曲線体の一部といった各種の滑らかな曲面を例示す
ることができる。尚、導光板において、場合によっては、第１面の周縁部には凸部や凹部
が形成されていなくともよい。更には、光源から出射され、導光板に入射した光が導光板
の第１面に形成された凸部あるいは凹部に衝突して散乱されるが、導光板の第１面に設け
られた凸部あるいは凹部の高さや深さ、ピッチ、形状を、一定としてもよいし、光源から
離れるに従い変化させてもよい。後者の場合、例えば凸部あるいは凹部のピッチを光源か
ら離れるに従い細かくしてもよい。ここで、凸部のピッチ、あるいは、凹部のピッチとは
、導光板への光入射方向に沿った凸部のピッチ、あるいは、凹部のピッチを意味する。
【００８４】
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　導光板を備えた面状光源装置にあっては、導光板の第１面に対向して光反射部材を配置
することが望ましい。導光板の第２面に対向して画像表示パネル（具体的には、例えば、
液晶表示装置）が配置されている。光源から出射された光は、導光板の第１側面（例えば
、切頭四角錐の底面に相当する面）から導光板に入射し、第１面の凸部あるいは凹部に衝
突して散乱され、第１面から出射し、光反射部材にて反射され、第１面に再び入射し、第
２面から出射され、画像表示パネルを照射する。画像表示パネルと導光板の第２面との間
に、例えば、光拡散シートやプリズムシートを配置してもよい。また、光源から出射され
た光を直接、導光板に導いてもよいし、間接的に導光板に導いてもよい。後者の場合、例
えば、光ファイバーを用いればよい。
【００８５】
　導光板は、光源が出射する光を余り吸収することの無い材料から導光板を作製すること
が好ましい。具体的には、導光板を構成する材料として、例えば、ガラスや、プラスチッ
ク材料（例えば、ＰＭＭＡ、ポリカーボネート樹脂、アクリル系樹脂、非晶性のポリプロ
ピレン系樹脂、ＡＳ樹脂を含むスチレン系樹脂）を挙げることができる。
【００８６】
　本発明において、面状光源装置の駆動方法、駆動条件は特に限定するものではなく、光
源を一括して制御してもよい。即ち、例えば、複数の発光素子を同時に駆動してもよい。
あるいは又、複数の発光素子を部分駆動（分割駆動）してもよい。即ち、面状光源装置を
複数の面状光源ユニットから構成する場合、画像表示パネルの表示領域をＳ×Ｔ個の仮想
の表示領域ユニットに分割したと想定したときのこれらのＳ×Ｔ個の表示領域ユニットに
対応したＳ×Ｔ個の面状光源ユニットから面状光源装置を構成し、Ｓ×Ｔ個の面状光源ユ
ニットの発光状態を個別に制御する構成としてもよい。
【００８７】
　面状光源装置並びに画像表示パネルを駆動するための駆動回路は、例えば、発光ダイオ
ード（ＬＥＤ）駆動回路、演算回路、記憶装置（メモリ）等から構成された面状光源装置
制御回路、及び、周知の回路から構成された画像表示パネル駆動回路を備えている。尚、
温度制御回路を、面状光源装置制御回路に含めることができる。表示領域の部分の輝度（
表示輝度）及び面状光源ユニットの輝度（光源輝度）の制御は、１画像表示フレーム毎に
行われる。尚、駆動回路に電気信号として１秒間に送られる画像情報の数（毎秒画像）が
フレーム周波数（フレームレート）であり、フレーム周波数の逆数がフレーム時間（単位
：秒）である。
【００８８】
　透過型の液晶表示装置は、例えば、透明第１電極を備えたフロント・パネル、透明第２
電極を備えたリア・パネル、及び、フロント・パネルとリア・パネルとの間に配された液
晶材料から成る。
【００８９】
　フロント・パネルは、より具体的には、例えば、ガラス基板やシリコン基板から成る第
１の基板と、第１の基板の内面に設けられた透明第１電極（共通電極とも呼ばれ、例えば
、ＩＴＯから成る）と、第１の基板の外面に設けられた偏光フィルムとから構成されてい
る。更には、透過型のカラー液晶表示装置においては、第１の基板の内面に、アクリル樹
脂やエポキシ樹脂から成るオーバーコート層によって被覆されたカラーフィルターが設け
られている。そして、フロント・パネルは、更に、オーバーコート層上に透明第１電極が
形成された構成を有している。尚、透明第１電極上には配向膜が形成されている。一方、
リア・パネルは、より具体的には、例えば、ガラス基板やシリコン基板から成る第２の基
板と、第２の基板の内面に形成されたスイッチング素子と、スイッチング素子によって導
通／非導通が制御される透明第２電極（画素電極とも呼ばれ、例えば、ＩＴＯから成る）
と、第２の基板の外面に設けられた偏光フィルムとから構成されている。透明第２電極を
含む全面には配向膜が形成されている。これらの透過型のカラー液晶表示装置を含む液晶
表示装置を構成する各種の部材や液晶材料は、周知の部材、材料から構成することができ
る。スイッチング素子として、単結晶シリコン半導体基板に形成されたＭＯＳ型ＦＥＴや
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薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）といった３端子素子や、ＭＩＭ素子、バリスタ素子、ダイオ
ード等の２端子素子を例示することができる。カラーフィルターの配置パターンとして、
例えば、デルタ配列に類似した配列、ストライプ配列に類似した配列、ダイアゴナル配列
に類似した配列、レクタングル配列に類似した配列を挙げることができる。
【００９０】
　２次元マトリクス状に配列された画素（ピクセル）の数Ｐ0×Ｑ0を（Ｐ0，Ｑ0）で表記
したとき、（Ｐ0，Ｑ0）の値として、具体的には、ＶＧＡ（６４０，４８０）、Ｓ－ＶＧ
Ａ（８００，６００）、ＸＧＡ（１０２４，７６８）、ＡＰＲＣ（１１５２，９００）、
Ｓ－ＸＧＡ（１２８０，１０２４）、Ｕ－ＸＧＡ（１６００，１２００）、ＨＤ－ＴＶ（
１９２０，１０８０）、Ｑ－ＸＧＡ（２０４８，１５３６）の他、（１９２０，１０３５
）、（７２０，４８０）、（１２８０，９６０）等、画像表示用解像度の幾つかを例示す
ることができるが、これらの値に限定するものではない。また、（Ｐ0，Ｑ0）の値と（Ｓ
，Ｔ）の値との関係として、限定するものではないが、以下の表１に例示することができ
る。１つの表示領域ユニットを構成する画素の数として、２０×２０乃至３２０×２４０
、好ましくは、５０×５０乃至２００×２００を例示することができる。表示領域ユニッ
トにおける画素の数は、一定であってもよいし、異なっていてもよい。
【００９１】

【００９２】
　副画素の配列状態として、例えば、デルタ配列（トライアングル配列）に類似した配列
、ストライプ配列に類似した配列、ダイアゴナル配列（モザイク配列）に類似した配列、
レクタングル配列に類似した配列を挙げることができる。一般的には、ストライプ配列に
類似した配列は、パーソナルコンピュータ等においてデータや文字列を表示するのに好適
である。これに対して、モザイク配列に類似した配列は、ビデオカメラレコーダやデジタ
ルスチルカメラ等において自然画を表示するのに好適である。
【００９３】
　本発明の画像表示装置の駆動方法にあっては、画像表示装置として、直視型あるいはプ
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ロジェクション型のカラー表示の画像表示装置、フィールドシーケンシャル方式のカラー
表示の画像表示装置（直視型あるいはプロジェクション型）を挙げることができる。尚、
画像表示装置を構成する発光素子の数は、画像表示装置に要求される仕様に基づき、決定
すればよい。また、画像表示装置に要求される仕様に基づき、ライト・バルブを更に備え
ている構成とすることができる。
【００９４】
　画像表示装置は、カラー液晶表示装置に限定するものではなく、その他、有機エレクト
ロルミネッセンス表示装置（有機ＥＬ表示装置）、無機エレクトロルミネッセンス表示装
置（無機ＥＬ表示装置）、冷陰極電界電子放出表示装置（ＦＥＤ）、表面伝導型電子放出
表示装置（ＳＥＤ）、プラズマ表示装置（ＰＤＰ）、回折格子－光変調素子（ＧＬＶ）を
備えた回折格子－光変調装置、デジタルマイクロミラーデバイス（ＤＭＤ）、ＣＲＴ等を
挙げることができる。また、カラー液晶表示装置も、透過型の液晶表示装置に限定するも
のではなく、反射型の液晶表示装置、半透過型の液晶表示装置とすることもできる。
【実施例１】
【００９５】
　実施例１は、本発明の第１の態様、第６の態様、第１１の態様、第１６の態様及び第２
１の態様に係る画像表示装置の駆動方法、並びに、第１の態様、第６の態様、第１１の態
様、第１６の態様及び第２１の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法に関する。
【００９６】
　図１に概念図を示すように、実施例１の画像表示装置１０は、画像表示パネル３０と信
号処理部２０とを備えている。また、実施例１の画像表示装置組立体は、画像表示装置１
０と、画像表示装置（具体的には、画像表示パネル３０）を背面から照明する面状光源装
置５０を具備している。ここで、図２の（Ａ）及び（Ｂ）に概念図を示すように、画像表
示パネル３０は、第１原色（例えば、赤色であり、後述する種々の実施例においても同様
である）を表示する第１副画素（「Ｒ」で示す）、第２原色（例えば、緑色であり、後述
する種々の実施例においても同様である）を表示する第２副画素（「Ｇ」で示す）、第３
原色（例えば、青色であり、後述する種々の実施例においても同様である）を表示する第
３副画素（「Ｂ」で示す）、及び、第４の色（具体的には白色であり、後述する種々の実
施例においても同様である）を表示する第４副画素（「Ｗ」で示す）から構成された画素
が、Ｐ0×Ｑ0個（水平方向にＰ0個、垂直方向にＱ0個）、２次元マトリクス状に配列され
て成る。
【００９７】
　実施例１の画像表示装置は、より具体的には、透過型のカラー液晶表示装置から成り、
画像表示パネル３０はカラー液晶表示パネルから成り、第１副画素Ｒと画像観察者との間
に配置され、第１原色を通過させる第１カラーフィルター、第２副画素Ｇと画像観察者と
の間に配置され、第２原色を通過させる第２カラーフィルター、及び、第３副画素Ｂと画
像観察者との間に配置され、第３原色を通過させる第３カラーフィルターを更に備えてい
る。尚、第４副画素Ｗにはカラーフィルターは備えられていない。ここで、第４副画素Ｗ
には、カラーフィルターの代わりに透明な樹脂層が備えられていてもよく、これによって
、カラーフィルターを設けないことによって第４副画素Ｗに大きな段差が生じることを防
止することができる。後述する種々の実施例においても同様とすることができる。
【００９８】
　そして、実施例１にあっては、図２の（Ａ）に示した例では、第１副画素Ｒ、第２副画
素Ｇ、第３副画素Ｂ及び第４副画素Ｗは、ダイアゴナル配列（モザイク配列）に類似した
配列にて配列されている。一方、図２の（Ｂ）に示した例では、第１副画素Ｒ、第２副画
素Ｇ、第３副画素Ｂ及び第４副画素Ｗは、ストライプ配列に類似した配列にて配列されて
いる。
【００９９】
　実施例１において、信号処理部２０は、画像表示パネル（より具体的には、カラー液晶
表示パネル）を駆動するための画像表示パネル駆動回路４０、及び、面状光源装置５０を
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駆動するための面状光源装置制御回路６０を備えており、画像表示パネル駆動回路４０は
、信号出力回路４１及び走査回路４２を備えている。尚、走査回路４２によって、画像表
示パネル３０における副画素の動作（光透過率）を制御するためのスイッチング素子（例
えば、ＴＦＴ）がオン／オフ制御される。一方、信号出力回路４１によって、映像信号が
保持され、順次、画像表示パネル３０に出力される。信号出力回路４１と画像表示パネル
３０とは、配線ＤＴＬによって電気的に接続されており、走査回路４２と画像表示パネル
３０とは、配線ＳＣＬによって電気的に接続されている。後述する種々の実施例において
も同様とすることができる。
【０１００】
　ここで、実施例１における信号処理部２０にあっては、第（ｐ，ｑ）番目の画素（但し
、１≦ｐ≦Ｐ0，１≦ｑ≦Ｑ0）に関して、
　信号値がｘ1-(p,q)の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q)の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q)の第３副画素・入力信号、
が入力され、信号処理部２０は、
　信号値がＸ1-(p,q)であり、第１副画素Ｒの表示階調を決定するための第１副画素・出
力信号、
　信号値がＸ2-(p,q)であり、第２副画素Ｇの表示階調を決定するための第２副画素・出
力信号、
　信号値がＸ3-(p,q)であり、第３副画素Ｂの表示階調を決定するための第３副画素・出
力信号、及び、
　信号値がＸ4-(p,q)であり、第４副画素Ｗの表示階調を決定するための第４副画素・出
力信号、
を出力する。
【０１０１】
　そして、実施例１あるいは後述する種々の実施例にあっては、第４の色（白色）を加え
ることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓｘを変数とした明度の最大値Ｖｍａｘ（
Ｓｘ）が、信号処理部２０に記憶されている。即ち、第４の色（白色）を加えることで、
ＨＳＶ色空間における明度のダイナミック・レンジが広げられている。
【０１０２】
　更には、実施例１における信号処理部２０にあっては、
　第１副画素・出力信号（信号値Ｘ1-(p,q)）を、少なくとも、第１副画素・入力信号（
信号値ｘ1-(p,q)）及び伸長係数α0に基づき求め、第１副画素Ｒへ出力し、
　第２副画素・出力信号（信号値Ｘ2-(p,q)）を、少なくとも、第２副画素・入力信号（
信号値ｘ2-(p,q)）及び伸長係数α0に基づき求め、第２副画素Ｇへ出力し、
　第３副画素・出力信号（信号値Ｘ3-(p,q)）を、少なくとも、第３副画素・入力信号（
信号値ｘ3-(p,q)）及び伸長係数α0に基づき求め、第３副画素Ｂへ出力し、
　第４副画素・出力信号（信号値Ｘ4-(p,q)）を、第１副画素・入力信号（信号値ｘ1-(p,

q)）、第２副画素・入力信号（信号値ｘ2-(p,q)）及び第３副画素・入力信号（信号値ｘ3

-(p,q)）に基づき求め、第４副画素Ｗへ出力する。
【０１０３】
　具体的には、実施例１においては、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも、第１副画素・入力信号及び伸長係数α0、並び
に、第４副画素・出力信号に基づき求め、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも、第２副画素・入力信号及び伸長係数α0、並び
に、第４副画素・出力信号に基づき求め、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも、第３副画素・入力信号及び伸長係数α0、並び
に、第４副画素・出力信号に基づき求める。
【０１０４】
　即ち、χを画像表示装置に依存した定数としたとき、信号処理部２０において、第（ｐ
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，ｑ）番目の画素（あるいは、第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂの組）への
第１副画素・出力信号値Ｘ1-(p,q)、第２副画素・出力信号値Ｘ2-(p,q)及び第３副画素・
出力信号値Ｘ3-(p,q)を、以下の式から求めることができる。
Ｘ1-(p,q)＝α0・ｘ1-(p,q)－χ・Ｘ4-(p,q)　　　（１－Ａ）
Ｘ2-(p,q)＝α0・ｘ2-(p,q)－χ・Ｘ4-(p,q)　　　（１－Ｂ）
Ｘ3-(p,q)＝α0・ｘ3-(p,q)－χ・Ｘ4-(p,q)　　　（１－Ｃ）
【０１０５】
　実施例１にあっては、信号処理部２０において、更には、
　（ａ）第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓｘを変数とした
明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓｘ）を、信号処理部において求め、
　（ｂ）信号処理部において、複数の画素における副画素・入力信号値に基づき、これら
の複数の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求め、
　（ｃ）明度Ｖ（Ｓ）と伸長係数α０の積から求められた伸長された明度の値が最大値Ｖ

ｍａｘ（Ｓ）を越える画素の全画素に対する割合が所定の値（β０）以下となるように伸
長係数α０を決定する。
【０１０６】
　ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
Ｖ（Ｓ）＝Ｍａｘ
で表され、彩度Ｓは０から１までの値をとることができ、明度Ｖ（Ｓ）は０から（２n－
１）までの値をとることができ、ｎは表示階調ビット数である。また、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。以下においても同様である。
【０１０７】
　実施例１において、信号値Ｘ4-(p,q)は、Ｍｉｎ(p,q)と伸長係数α0の積に基づき求め
ることができる。具体的には、前述した式（１－１）に基づき、より具体的には、
Ｘ4-(p,q)＝Ｍｉｎ(p,q)・α0／χ　　　　　　（１１）
に基づき求めることができる。尚、式（１１）においては、Ｍｉｎ(p,q)と伸長係数α0の
積をχで除しているが、これに限定するものではない。また、伸長係数α0は、１画像表
示フレーム毎に決定される。
【０１０８】
　以下、これらの点についての説明を行う。
【０１０９】
　一般に、第（ｐ，ｑ）番目の画素において、第１副画素・入力信号（信号値ｘ1-(p,q)

）、第２副画素・入力信号（信号値ｘ2-(p,q)）、及び、第３副画素・入力信号（信号値
ｘ3-(p,q)）に基づき、円柱のＨＳＶ色空間における彩度（Saturation）Ｓ(p,q)及び明度
（Brightness）Ｖ（Ｓ）(p,q)は、以下の式（１２－１）及び式（１２－２）から求める
ことができる。尚、円柱のＨＳＶ色空間の概念図を図３の（Ａ）に示し、彩度Ｓと明度Ｖ
（Ｓ）の関係を模式的に図３の（Ｂ）に示す。尚、図３の（Ｂ）、後述する図３の（Ｄ）
、図４の（Ａ）、図４の（Ｂ）においては、明度（２n－１）の値を「MAX_1」で示し、明
度（２n－１）×（χ＋１）の値を「MAX_2」で示す。
【０１１０】
Ｓ(p,q)＝（Ｍａｘ(p,q)－Ｍｉｎ(p,q)）／Ｍａｘ(p,q)　　（１２－１）
Ｖ（Ｓ）(p,q)＝Ｍａｘ(p,q)　　　　　　　　　　　　　　（１２－２）
【０１１１】
　ここで、Ｍａｘ(p,q)は、（ｘ1-(p,q)，ｘ2-(p,q)，ｘ3-(p,q)）の３つの副画素・入力
信号値の最大値であり、Ｍｉｎ(p,q)は、（ｘ1-(p,q)，ｘ2-(p,q)，ｘ3-(p,q)）の３つの
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副画素・入力信号値の最小値である。実施例１にあっては、ｎ＝８とした。即ち、表示階
調ビット数を８ビット（表示階調の値は、具体的には、０乃至２５５）とした。以下の実
施例においても同様である。
【０１１２】
　図３の（Ｃ）及び（Ｄ）に、実施例１における第４の色（白色）を加えることで拡大さ
れた円柱のＨＳＶ色空間の概念図、及び、彩度Ｓと明度Ｖ（Ｓ）の関係を模式的に示す。
白色を表示する第４副画素Ｗには、カラーフィルターが配置されていない。ここで、第１
副画素Ｒに第１副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入力され、第
２副画素Ｇに第２副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入力され、
第３副画素Ｂに第３副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入力され
たときの、画素（実施例１～実施例３、実施例９）あるいは画素群（実施例４～実施例８
、実施例１０）を構成する第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂの集合体の輝度
をＢＮ1-3とし、画素（実施例１～実施例３、実施例９）あるいは画素群（実施例４～実
施例８、実施例１０）を構成する第４副画素Ｗに第４副画素・出力信号の最大信号値に相
当する値を有する信号が入力されたときの第４副画素Ｗの輝度ＢＮ4としたときを想定す
る。即ち、第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂの集合体によって最大輝度の白
色が表示され、係る白色の輝度がＢＮ1-3で表される。すると、χを画像表示装置に依存
した定数としたとき、定数χは、
χ＝ＢＮ4／ＢＮ1-3

で表される。
【０１１３】
　具体的には、第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂの集合体に、以下の表示階
調の値を有する入力信号
ｘ1-(p,q)＝２５５
ｘ2-(p,q)＝２５５
ｘ3-(p,q)＝２５５
が入力されたときの白色の輝度ＢＮ1-3に対して、第４副画素Ｗに表示階調の値２５５を
有する入力信号が入力されたと仮定したときの輝度ＢＮ4は、例えば、１．５倍である。
即ち、実施例１にあっては、
χ＝１．５
である。
【０１１４】
　ところで、信号値Ｘ４-(p,q)が上述した式（１１）で与えられる場合、Ｖｍａｘ（Ｓｘ

）は、以下の式で表すことができる。
【０１１５】
Ｓｘ≦Ｓ０の場合：
　　Ｖｍａｘ（Ｓｘ）＝（χ＋１）・（２ｎ－１）　　（１３－１）
Ｓ０＜Ｓｘ≦１の場合：
　　Ｖｍａｘ（Ｓｘ）＝（２ｎ－１）・（１／Ｓｘ）　　（１３－２）
ここで、
Ｓ０＝１／（χ＋１）
である。
【０１１６】
　このようにして得られた、第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩
度Ｓｘを変数とした明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓｘ）が、例えば、信号処理部２０に一種の
ルック・アップ・テーブルとして記憶されており、あるいは、都度、信号処理部２０にお
いて求められる。
【０１１７】
　以下、第（ｐ，ｑ）番目の画素における出力信号値Ｘ1-(p,q)，Ｘ2-(p,q)，Ｘ3-(p,q)

，Ｘ4-(p,q)の求め方（伸長処理）を説明する。尚、以下の処理は、（第１副画素Ｒ＋第
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４副画素Ｗ）によって表示される第１原色の輝度、（第２副画素Ｇ＋第４副画素Ｗ）によ
って表示される第２原色の輝度、（第３副画素Ｂ＋第４副画素Ｗ）によって表示される第
３原色の輝度の比を保つように行われる。しかも、色調を保持（維持）するように行われ
る。更には、階調－輝度特性（ガンマ特性，γ特性）を保持（維持）するように行われる
。
【０１１８】
　また、いずれかの画素あるは画素群において、入力信号値の全てが「０」である場合（
若しくは小さい場合）、このような画素あるいは画素群を含めることなく、伸長係数α0

を求めればよい。以下の実施例においても同様である。
【０１１９】
　　［工程－１００］
　先ず、信号処理部２０において、複数の画素における副画素・入力信号値に基づき、こ
れらの複数の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求める。具体的には、第（ｐ，ｑ）
番目の画素への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q)、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)、
第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)に基づき、式（１２－１）及び式（１２－２）からＳ(

p,q)，Ｖ（Ｓ）(p,q)を求める。この処理を、全ての画素に対して行う。
【０１２０】
　　［工程－１１０］
　次いで、信号処理部２０において、複数の画素において求められたＶmax（Ｓ）／Ｖ（
Ｓ）に基づき伸長係数α（Ｓ）を求める。
【０１２１】
α（Ｓ）＝Ｖmax（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）　　　　（１４）
【０１２２】
　そして、複数の画素（実施例１にあっては全てのＰ0×Ｑ0個の画素）において求められ
た伸長係数α（Ｓ）の値を昇順に並べ、Ｐ0×Ｑ0個の伸長係数α（Ｓ）の値の内、最小値
からβ0×Ｐ0×Ｑ0個のところに相当する伸長係数α（Ｓ）を伸長係数α0とする。こうし
て、明度Ｖ（Ｓ）と伸長係数α0の積から求められた伸長された明度の値が最大値Ｖmax（
Ｓ）を越える画素の全画素に対する割合が所定の値（β0）以下となるように伸長係数α0

を決定することができる。
【０１２３】
　実施例１にあっては、β0を例えば０．００３乃至０．０５（０．３％乃至５％）とす
ればよく、具体的には、β0＝０．０１とした。このβ0の値は、種々の試験を行い、決定
したものである。
【０１２４】
　Ｖmax（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）の最小値を伸長係数α0とした場合、入力信号値に対する出力信
号値は（２8－１）を越えることがない。しかしながら、伸長係数α0をＶmax（Ｓ）／Ｖ
（Ｓ）の最小値ではなく、上述したように決定すると、伸長係数α（Ｓ）が伸長係数α0

未満である画素に対して伸長係数α0が掛けられ、伸長された明度の値が最大値Ｖmax（Ｓ
）を越えることになる。その結果、所謂『階調潰れ』が生じる。しかしながら、β0の値
を、上述したとおり、例えば０．００３乃至０．０５とすることで、階調潰れが目立ち、
不自然な画像となるといった現象の発生を防止することができた。一方、β0の値が０．
０５を越えると、場合によっては、階調潰れの目立ち、不自然な画像となることが確認さ
れた。尚、伸長処理によって出力信号値が上限値である（２n－１）を越える場合には、
出力信号値を上限値である（２n－１）とすればよい。
【０１２５】
　ところで、通常、α（Ｓ）の値は、１．０を越え、且つ、１．０近傍に多く集まる。従
って、Ｖmax（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）の最小値を伸長係数α0とした場合、出力信号値の伸長度合
いが小さく、屡々、画像表示装置組立体の低消費電力化を達成することが困難となる。然
るに、例えば、β0の値を０．００３乃至０．０５とすることで、伸長係数α0の値を大き
くすることができ、後述するように、面状光源装置５０の輝度を（１／α0）倍とすれば
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よいので、画像表示装置組立体の低消費電力化を達成することが可能となる。
【０１２６】
　実施例１における第４の色（白色）を加えることで拡大された円柱のＨＳＶ色空間にお
ける彩度Ｓと明度Ｖ（Ｓ）の関係を模式的に示す図４の（Ａ）及び（Ｂ）において、α0

を与える彩度Ｓの値を「Ｓ’」で示し、彩度Ｓ’における明度Ｖ（Ｓ）を「Ｖ（Ｓ’）」
で示し、Ｖmax（Ｓ）を「Ｖmax（Ｓ’）」で示している。また、図４の（Ｂ）において、
Ｖ（Ｓ）を黒丸印で示し、Ｖ（Ｓ）×α0を白丸印で示し、彩度ＳにおけるＶmax（Ｓ）を
白三角印で示している。
【０１２７】
　　［工程－１２０］
　次に、信号処理部２０において、第（ｐ，ｑ）番目の画素における信号値Ｘ4-(p,q)を
、少なくとも、信号値ｘ1-(p,q)、信号値ｘ2-(p,q)及び信号値ｘ3-(p,q)に基づき求める
。具体的には、実施例１にあっては、信号値Ｘ4-(p,q)は、Ｍｉｎ(p,q)、伸長係数α0及
び定数χに基づき決定される。より具体的には、実施例１にあっては、上述したとおり、
Ｘ4-(p,q)＝Ｍｉｎ(p,q)・α0／χ　　（１１）
に基づき求める。尚、Ｘ4-(p,q)をＰ0×Ｑ0個の全画素において求める。
【０１２８】
　　［工程－１３０］
　その後、信号処理部２０において、第（ｐ，ｑ）番目の画素における信号値Ｘ1-(p,q)

を、信号値ｘ1-(p,q)、伸長係数α0及び信号値Ｘ4-(p,q)に基づき求め、第（ｐ，ｑ）番
目の画素における信号値Ｘ2-(p,q)を、信号値ｘ2-(p,q)、伸長係数α0及び信号値Ｘ4-(p,

q)に基づき求め、第（ｐ，ｑ）番目の画素における信号値Ｘ3-(p,q)を、信号値ｘ3-(p,q)

、伸長係数α0及び信号値Ｘ4-(p,q)に基づき求める。具体的には、第（ｐ，ｑ）番目の画
素における信号値Ｘ1-(p,q)、信号値Ｘ2-(p,q)及び信号値Ｘ3-(p,q)を、上述したとおり
、以下の式に基づき求める。
Ｘ1-(p,q)＝α0・ｘ1-(p,q)－χ・Ｘ4-(p,q)　　　（１－Ａ）
Ｘ2-(p,q)＝α0・ｘ2-(p,q)－χ・Ｘ4-(p,q)　　　（１－Ｂ）
Ｘ3-(p,q)＝α0・ｘ3-(p,q)－χ・Ｘ4-(p,q)　　　（１－Ｃ）
【０１２９】
　図５に、実施例１における第４の色（白色）を加える前の従来のＨＳＶ色空間、第４の
色（白色）を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間、及び、入力信号の彩度Ｓと明度Ｖ（
Ｓ）の関係の一例を示す。また、図６に、実施例１における第４の色（白色）を加える前
の従来のＨＳＶ色空間、第４の色（白色）を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間、及び
、出力信号（伸長処理が施されている）の彩度Ｓと明度Ｖ（Ｓ）の関係の一例を示す。尚
、図５及び図６の横軸の彩度Ｓの値は、本来、０乃至１の間の値であるが、図５及び図６
においては、２５５倍して表示している。
【０１３０】
　ここで、重要な点は、式（１１）に示したとおり、Ｍｉｎ(p,q)の値がα0によって伸長
されていることにある。このように、Ｍｉｎ(p,q)の値がα0によって伸長されることで、
白色表示副画素（第４副画素Ｗ）の輝度が増加するだけでなく、式（１－Ａ）、式（１－
Ｂ）及び式（１－Ｃ）に示すとおり、赤色表示副画素、緑色表示副画素及び青色表示副画
素（第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂ）の輝度も増加する。それ故、色のく
すみが発生するといった問題の発生を確実に回避することができる。即ち、Ｍｉｎ(p,q)

の値が伸長されていない場合と比較して、Ｍｉｎ(p,q)の値がα0によって伸長されること
で、画像全体として輝度はα0倍となる。従って、例えば、静止画等の画像表示を高輝度
にて行うことができ、最適である。
【０１３１】
　χ＝１．５、（２n－１）＝２５５としたとき、（ｘ1-(p,q)，ｘ2-(p,q)，ｘ3-(p,q)）
として、以下の表２に示す値が入力信号値として入力された場合に出力される出力信号値
（Ｘ1-(p,q)，Ｘ2-(p,q)，Ｘ3-(p,q)，Ｘ4-(p,q)）を、以下の表２に示す。尚、α0＝１
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．４６７とした。
【０１３２】

【０１３３】
　例えば、表２に示したＮｏ．１の入力信号値にあっては、伸長係数α0を考慮すると、
入力信号値（ｘ1-(p,q)，ｘ2-(p,q)，ｘ3-(p,q)）＝（２４０，２５５，１６０）に基づ
き表示すべき輝度の値は、８ビット表示に準拠すると、
第１副画素Ｒの輝度値＝α0・ｘ1-(p,q)＝１．４６７×２４０＝３５２
第２副画素Ｇの輝度値＝α0・ｘ2-(p,q)＝１．４６７×２５５＝３７４
第３副画素Ｂの輝度値＝α0・ｘ3-(p,q)＝１．４６７×１６０＝２３４
となる。
【０１３４】
　一方、求められた第４副画素Ｗの出力信号値Ｘ4-(p,q)の値は、式（１１）より、１５
６である。従って、
第４副画素Ｗの輝度値＝χ・Ｘ4-(p,q)＝１．５×１５６＝２３４
となる。
【０１３５】
　従って、第１副画素・出力信号値Ｘ1-(p,q)、第２副画素・出力信号値Ｘ2-(p,q)、第３
副画素・出力信号値Ｘ3-(p,q)は、以下のとおりとなる。
Ｘ1-(p,q)＝３５２－２３４＝１１８
Ｘ2-(p,q)＝３７４－２３４＝１４０
Ｘ3-(p,q)＝２３４－２３４＝　　０
【０１３６】
　このように、表２に示したＮｏ．１の入力信号値が入力される画素にあっては、最も小
さな入力信号値の副画素（この場合、第３副画素Ｂ）に対する出力信号値は０となり、第
３副画素Ｂの表示は、第４副画素Ｗによって代用される。また、第１副画素Ｒ、第２副画
素Ｇ、第３副画素Ｂの出力信号値Ｘ1-(p,q)，Ｘ2-(p,q)，Ｘ3-(p,q)の値は、本来、要求
される値よりも低い値となる。
【０１３７】
　実施例１の画像表示装置組立体あるいはその駆動方法にあっては、第（ｐ，ｑ）番目の
画素における信号値Ｘ1-(p,q)、信号値Ｘ2-(p,q)、信号値Ｘ3-(p,q)及び信号値Ｘ4-(p,q)
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は、α0倍、伸長されている。それ故、伸長されていない状態の画像の輝度と同じ画像の
輝度とするためには、面状光源装置５０の輝度を、伸長係数α0に基づき減少させればよ
い。具体的には、面状光源装置５０の輝度を、（１／α0）倍とすればよい。これによっ
て、面状光源装置の消費電力の低減を図ることができる。
【０１３８】
　ここで、実施例１の画像表示装置の駆動方法、画像表示装置組立体の駆動方法における
伸長処理と、前述した特許第３８０５１５０号公報に開示された処理方法との違いを、図
７の（Ａ）及び（Ｂ）に基づき説明する。ここで、図７の（Ａ）及び（Ｂ）は、それぞれ
、実施例１の画像表示装置の駆動方法、画像表示装置組立体の駆動方法、及び、特許第３
８０５１５０号公報に開示された処理方法における入力信号値及び出力信号値を模式的に
示す図である。図７の（Ａ）に示す例において、第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副
画素Ｂの組の入力信号値を［１］に示す。また、伸長処理を行っている状態（入力信号値
と伸長係数α0の積を求める操作）を［２］に示す。更には、伸長処理を行った後の状態
（出力信号値Ｘ1-(p,q)，Ｘ2-(p,q)，Ｘ3-(p,q)，Ｘ4-(p,q)が得られた状態）を［３］に
示す。一方、特許第３８０５１５０号公報に開示された処理方法における第１副画素Ｒ、
第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂの組の入力信号値を［４］に示す。尚、これらの入力信号
値は、図７の（Ａ）の［１］に示したと同じである。また、赤入力用副画素、緑入力用副
画素及び青入力用副画素のデジタル値Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉと、輝度用副画素を駆動するため
のデジタル値Ｗを［５］に示す。更には、Ｒｏ、Ｇｏ，Ｂｏ並びにＷの各値を求めた結果
を［６］に示す。図７の（Ａ）及び（Ｂ）から、実施例１の画像表示装置の駆動方法、画
像表示装置組立体の駆動方法にあっては、第２副画素Ｇにおいて、実現できる最大輝度を
得ている。一方、特許第３８０５１５０号公報に開示された処理方法にあっては、第２副
画素Ｇにおいて、実現できる最大輝度には達していないことが判る。このように、特許第
３８０５１５０号公報に開示された処理方法と比較して、実施例１の画像表示装置の駆動
方法、画像表示装置組立体の駆動方法にあっては、より高い輝度での画像表示を実現する
ことができる。
【０１３９】
　尚、β0の値が０．０５を越える場合であっても、伸長係数α0の値が小さい場合には、
階調潰れが目立たず、不自然な画像とならない場合があることが判明した。具体的には、
α0の値として、代替的に、
α0＝ＢＮ4／ＢＮ1-3＋１　　　（１５－１）
　 ＝χ＋１　　　　　　　　　（１５－２）
といった値を採用しても、階調潰れが目立たず、不自然な画像とならない場合があること
が判明し、しかも、画像表示装置組立体の低消費電力化を達成することが可能となった。
【０１４０】
　但し、
α0＝χ＋１　　　　　　　　　（１５－２）
としたとき、明度Ｖ（Ｓ）と伸長係数α0の積から求められた伸長された明度の値が最大
値Ｖmax（Ｓ）を越える画素の全画素に対する割合（β”）が所定の値（β0）よりも相当
に大きくなる場合（例えば、β”＝０．０７）には、［工程－１１０］にて求められたα

0に伸長係数を戻す構成を採用することが望ましい。
【０１４１】
　また、種々の試験により、画像の色に黄色が多く混在している場合、伸長係数α0が１
．３を越えると、黄色がくすみ、不自然な色の画像となることが判明した。それ故、種々
の試験を行ったところ、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、
ＨＳＶ色空間における色相Ｈ及び彩度Ｓが以下の式で定義され、
４０≦Ｈ≦６５　　　　　（１６－１）
０．５≦Ｓ≦１．０　　　（１６－２）
の範囲となる画素の全画素に対する割合が所定の値β’0（例えば、具体的には、２％）
を超えるとき（即ち、画像の色に黄色が多く混在しているとき）、伸長係数α0を所定の
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値α’0以下、具体的には、１．３以下とすることで、黄色がくすむことが無くなり、不
自然な色の画像とはならないとの結果が得られた。そして、更には、画像表示装置が組み
込まれた画像表示装置組立体全体の消費電力の低減を図ることができた。
【０１４２】
　ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｇ－Ｂ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）　　　　　　（１６－３）
であり、Ｇの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｂ－Ｒ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋１２０　　（１６－４）
であり、Ｂの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｒ－Ｇ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋２４０　　（１６－５）
である。
【０１４３】
　尚、画像の色に黄色が多く混在しているか否かの判断として、
４０≦Ｈ≦６５　　　　　（１６－１）
０．５≦Ｓ≦１．０　　　（１６－２）
の代わりに、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、（Ｒ，Ｇ，
Ｂ）が以下の式（１７－１）～式（１７－６）を満足する画素の全画素に対する割合が所
定の値β’0（例えば、具体的には、２％）を超えるとき、伸長係数α0を所定の値α’0

以下（例えば、具体的には、１．３以下）としてもよい。
【０１４４】
　ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最高値、Ｂの値が最低値の場合であって、
Ｒ≧０．７８×（２n－１）　　　　　　　　　　　　 （１７－１）
Ｇ≧（２Ｒ／３）＋（Ｂ／３）　　　　　　　　　　　（１７－２）
Ｂ≦０．５０Ｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１７－３）
を満足するとき。あるいは又、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｇの値が最高値、Ｂの値が最低
値の場合であって、
Ｒ≧（４Ｂ／６０）＋（５６Ｇ／６０）　　　　　　　（１７－４）
Ｇ≧０．７８×（２n－１）　　　　　　　　　　　　 （１７－５）
Ｂ≦０．５０Ｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１７－６）
を満足するとき。但し、ｎは表示階調ビット数である。
【０１４５】
　このように式（１７－１）～式（１７－６）を用いることで、画像の色に黄色が多く混
在しているか否かを少ない計算量で判定することができ、信号処理部２０の回路規模を縮
小化することができるし、計算時間の短縮化を図ることができる。但し、式（１７－１）
～式（１７－６）における係数、数値は、これらに限定するものではない。また、（Ｒ，
Ｇ，Ｂ）のデータビット数が多い場合、上位ビットのみを用いることで、より少ない計算
量で判定することができ、信号処理部２０の回路規模の一層の縮小化を図ることができる
。具体的には、１６ビットデータで、例えば、Ｒ＝５２６２１である場合、上位８ビット
を用いるとき、Ｒ＝２０５となる。
【０１４６】
　あるいは又、表現を変えれば、黄色を表示する画素の全画素に対する割合が所定の値β
’0（例えば、具体的には、２％）を超えるとき、伸長係数α0を所定の値以下（例えば、
具体的には、１．３以下）とする。
【０１４７】
　尚、実施例１にて説明した本発明の第１の態様に係る画像表示装置の駆動方法における
β0の値の範囲、本発明の第６の態様に係る画像表示装置の駆動方法における式（１５－
１）や式（１５－２）、本発明の第１１の態様に係る画像表示装置の駆動方法における式
（１６－１）～式（１６－５）、あるいは又、本発明の第１６の態様に係る画像表示装置
の駆動方法における式（１７－１）～式（１７－６）の規定、あるいは又、本発明の第２
１の態様に係る画像表示装置の駆動方法における規定を、以下に説明する実施例にも適用
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することができる。従って、以下に説明する実施例にあっては、これらの説明は省略し、
専ら、画素を構成する副画素に関する説明、及び、入力信号と副画素への出力信号との関
係等について、説明する。
【実施例２】
【０１４８】
　実施例２は、実施例１の変形である。面状光源装置として、従来の直下型の面状光源装
置を採用してもよいが、実施例２にあっては、以下に説明する分割駆動方式（部分駆動方
式）の面状光源装置１５０を採用している。尚、伸長処理それ自体は、実施例１において
説明した伸長処理と同様とすればよい。
【０１４９】
　実施例２の画像表示装置組立体を構成する画像表示パネル及び面状光源装置の概念図を
図８に示し、画像表示装置組立体を構成する面状光源装置における面状光源装置制御回路
の回路図を図９に示し、画像表示装置組立体を構成する面状光源装置における面状光源ユ
ニット等の配置、配列状態を模式的に図１０に示す。
【０１５０】
　分割駆動方式の面状光源装置１５０は、カラー液晶表示装置を構成する画像表示パネル
１３０の表示領域１３１をＳ×Ｔ個の仮想の表示領域ユニット１３２に分割したと想定し
たときのこれらのＳ×Ｔ個の表示領域ユニットに対応したＳ×Ｔ個の面状光源ユニット１
５２から成り、Ｓ×Ｔ個の面状光源ユニット１５２の発光状態は、個別に制御される。
【０１５１】
　図８に概念図を示すように、画像表示パネル（カラー液晶表示パネル）１３０は、第１
の方向に沿ってＰ個、第２の方向に沿ってＱ個の、合計Ｐ×Ｑ個の画素が２次元マトリク
ス状に配列された表示領域１３１を備えている。ここで、表示領域１３１を、Ｓ×Ｔ個の
仮想の表示領域ユニット１３２に分割したと想定する。各表示領域ユニット１３２は複数
の画素から構成されている。具体的には、例えば、画像表示用解像度としてＨＤ－ＴＶ規
格を満たすものであり、２次元マトリクス状に配列された画素（画素）の数Ｐ×Ｑを（Ｐ
，Ｑ）で表記したとき、例えば、（１９２０，１０８０）である。また、２次元マトリク
ス状に配列された画素から構成された表示領域１３１（図８において、一点鎖線で示す）
がＳ×Ｔ個の仮想の表示領域ユニット１３２（境界を点線で示す）に分割されている。（
Ｓ，Ｔ）の値は、例えば、（１９，１２）である。但し、図面の簡素化のため、図８にお
ける表示領域ユニット１３２（及び、後述する面状光源ユニット１５２）の数は、この値
と異なる。各表示領域ユニット１３２は複数の画素から構成されており、１つの表示領域
ユニット１３２を構成する画素の数は、例えば、約１万である。一般に、画像表示パネル
１３０は、線順次駆動される。より具体的には、画像表示パネル１３０は、マトリクス状
に交差する走査電極（第１の方向に沿って延びている）とデータ電極（第２の方向に沿っ
て延びている）とを有し、走査回路からの走査電極に走査信号を入力して走査電極を選択
、走査し、信号出力回路からデータ電極に入力されたデータ信号（出力信号）に基づき画
像を表示させ、１画面を構成する。
【０１５２】
　直下型の面状光源装置（バックライト）１５０は、Ｓ×Ｔ個の仮想の表示領域ユニット
１３２に対応したＳ×Ｔ個の面状光源ユニット１５２から成り、各面状光源ユニット１５
２は、面状光源ユニット１５２に対応する表示領域ユニット１３２を背面から照明する。
面状光源ユニット１５２に備えられた光源は、個別に制御される。尚、画像表示パネル１
３０の下方に面状光源装置１５０が位置しているが、図８においては、画像表示パネル１
３０と面状光源装置１５０とを別々に表示した。
【０１５３】
　２次元マトリクス状に配列された画素から構成された表示領域１３１がＳ×Ｔ個の表示
領域ユニット１３２に分割されているが、この状態を、「行」及び「列」で表現すると、
Ｔ行×Ｓ列の表示領域ユニット１３２に分割されていると云える。また、表示領域ユニッ
ト１３２は複数（Ｍ0×Ｎ0）の画素から構成されているが、この状態を、「行」及び「列
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」で表現すると、Ｎ0行×Ｍ0列の画素から構成されていると云える。
【０１５４】
　面状光源装置１５０における面状光源ユニット１５２等の配置、配列状態を図１０に示
す。光源は、パルス幅変調（ＰＷＭ）制御方式に基づき駆動される発光ダイオード１５３
から成る。面状光源ユニット１５２の輝度の増減は、面状光源ユニット１５２を構成する
発光ダイオード１５３のパルス幅変調制御におけるデューティ比の増減制御によって行う
。発光ダイオード１５３から出射された照明光は、面状光源ユニット１５２から光拡散板
を介して出射され、光拡散シート、プリズムシート、偏光変換シートといった光学機能シ
ート群（これらは図示せず）を通過し、画像表示パネル１３０を背面から照明する。１つ
の面状光源ユニット１５２に１つの光センサー（フォトダイオード６７）が配置されてい
る。そして、フォトダイオード６７によって、発光ダイオード１５３の輝度及び色度が測
定される。
【０１５５】
　図８及び図９に示すように、信号処理部２０からの面状光源装置制御信号（駆動信号）
に基づき面状光源ユニット１５２を駆動するための面状光源装置駆動回路１６０は、パル
ス幅変調制御方式に基づき、面状光源ユニット１５２を構成する発光ダイオード１５３の
オン／オフ制御を行う。面状光源装置駆動回路１６０は、演算回路６１、記憶装置（メモ
リ）６２、ＬＥＤ駆動回路６３、フォトダイオード制御回路６４、ＦＥＴから成るスイッ
チング素子６５、発光ダイオード駆動電源（定電流源）６６から構成されている。面状光
源装置制御回路１６０を構成するこれらの回路等は、周知の回路等とすることができる。
【０１５６】
　そして、或る画像表示フレームにおける発光ダイオード１５３の発光状態は、フォトダ
イオード６７によって測定され、フォトダイオード６７からの出力はフォトダイオード制
御回路６４に入力され、フォトダイオード制御回路６４、演算回路６１において、発光ダ
イオード１５３の例えば輝度及び色度としてのデータ（信号）とされ、係るデータがＬＥ
Ｄ駆動回路６３に送られ、次の画像表示フレームにおける発光ダイオード１５３の発光状
態が制御されるといったフィードバック機構が形成される。
【０１５７】
　発光ダイオード１５３の下流には電流検出用の抵抗体ｒが、発光ダイオード１５３と直
列に挿入されており、抵抗体ｒを流れる電流が電圧に変換され、抵抗体ｒにおける電圧降
下が所定の値となるように、ＬＥＤ駆動回路６３の制御下、発光ダイオード駆動電源６６
の動作が制御される。ここで、図９には、発光ダイオード駆動電源（定電流源）６６を１
つで描写しているが、実際には、発光ダイオード１５３のそれぞれを駆動するための発光
ダイオード駆動電源６６が配されている。尚、図９には、３組の面状光源ユニット１５２
を図示している。図９においては、１つの面状光源ユニット１５２には１つの発光ダイオ
ード１５３が備えられている構成を示したが、１つの面状光源ユニット１５２を構成する
発光ダイオード１５３の個数は１つに限定されない。
【０１５８】
　各画素は、前述したように、第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ、第３副画素Ｂ及び第４副画
素Ｗの４種の副画素を１組として構成されている。ここで、副画素のそれぞれの輝度の制
御（階調制御）を８ビット制御とし、０～２５５の２8段階にて行うとしている。また、
各面状光源ユニット１５２を構成する発光ダイオード１５３のそれぞれの発光時間を制御
するためのパルス幅変調出力信号の値ＰＳも、０～２５５の２8段階の値をとる。但し、
これに限定するものではなく、例えば、１０ビット制御とし、０～１０２３の２10段階に
て行うこともでき、この場合には、８ビットの数値での表現を、例えば４倍すればよい。
【０１５９】
　ここで、副画素の光透過率（開口率とも呼ばれる）Ｌｔ、副画素に対応する表示領域の
部分の輝度（表示輝度）ｙ、及び、面状光源ユニット１５２の輝度（光源輝度）Ｙを、以
下のとおり、定義する。
【０１６０】
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Ｙ1・・・・光源輝度の、例えば最高輝度であり、以下、光源輝度・第１規定値と呼ぶ場
合がある。
Ｌｔ1・・・表示領域ユニット１３２における副画素の光透過率（開口率）の、例えば最
大値であり、以下、光透過率・第１規定値と呼ぶ場合がある。
Ｌｔ2・・・表示領域ユニット１３２を構成する全ての副画素を駆動するために画像表示
パネル駆動回路４０に入力される信号処理部２０からの出力信号の値の内の最大値である
表示領域ユニット内・信号最大値Ｘmax-(s,t)に相当する制御信号が副画素に供給された
と想定したときの副画素の光透過率（開口率）であり、以下、光透過率・第２規定値と呼
ぶ場合がある。尚、０≦Ｌｔ2≦Ｌｔ1

ｙ2・・・・光源輝度が光源輝度・第１規定値Ｙ1であり、副画素の光透過率（開口率）が
光透過率・第２規定値Ｌｔ2であると仮定したときに得られる表示輝度であり、以下、表
示輝度・第２規定値と呼ぶ場合がある。
Ｙ2・・・・表示領域ユニット内・信号最大値Ｘmax-(s,t)に相当する制御信号が副画素に
供給されたと想定し、しかも、このときの副画素の光透過率（開口率）が光透過率・第１
規定値Ｌｔ1に補正されたと仮定したとき、副画素の輝度を表示輝度・第２規定値（ｙ2）
とするための面状光源ユニット１５２の光源輝度。但し、光源輝度Ｙ2には、各面状光源
ユニット１５２の光源輝度が他の面状光源ユニット１５２の光源輝度に与える影響を考慮
した補正が施される場合がある。
【０１６１】
　面状光源装置の部分駆動（分割駆動）時、表示領域ユニット内・信号最大値Ｘmax-(s,t

)に相当する制御信号が副画素に供給されたと想定したときの副画素の輝度（光透過率・
第１規定値Ｌｔ1における表示輝度・第２規定値ｙ2）が得られるように、表示領域ユニッ
ト１３２に対応する面状光源ユニット１５２を構成する発光素子の輝度を面状光源装置制
御回路１６０によって制御するが、具体的には、例えば、副画素の光透過率（開口率）を
、例えば光透過率・第１規定値Ｌｔ1としたときに表示輝度ｙ2が得られるように、光源輝
度Ｙ2を制御すればよい（例えば、減少させればよい）。即ち、例えば、以下の式（Ａ）
を満足するように、画像表示フレーム毎に面状光源ユニッ１５２トの光源輝度Ｙ2を制御
すればよい。尚、Ｙ2≦Ｙ1の関係にある。このような制御の概念図を、図１１の（Ａ）及
び（Ｂ）に示す。
【０１６２】
Ｙ2・Ｌｔ1＝Ｙ1・Ｌｔ2　　（Ａ）
【０１６３】
　副画素のそれぞれを制御するために、信号処理部２０から画像表示パネル駆動回路４０
に、副画素のそれぞれの光透過率Ｌｔを制御するための出力信号Ｘ1-(p,q)，Ｘ2-(p,q)，
Ｘ3-(p,q)，Ｘ4-(p,q)が送出される。画像表示パネル駆動回路４０においては、出力信号
から制御信号が生成され、これらの制御信号が副画素に供給（出力）される。そして、制
御信号に基づき各副画素を構成するスイッチング素子が駆動され、液晶セルを構成する透
明第１電極及び透明第２電極（これらは図示せず）に所望の電圧が印加されることで、各
副画素の光透過率（開口率）Ｌｔが制御される。ここで、制御信号が大きいほど、副画素
の光透過率（開口率）Ｌｔが高くなり、副画素に対応する表示領域の部分の輝度（表示輝
度ｙ）の値が高くなる。即ち、副画素を通過する光によって構成される画像（通常、一種
、点状である）は明るい。
【０１６４】
　表示輝度ｙ及び光源輝度Ｙ2の制御は、画像表示パネル１３０の画像表示における１画
像表示フレーム毎、表示領域ユニット毎、面状光源ユニット毎に行われる。また、１画像
表示フレーム内における画像表示パネル１３０の動作と面状光源装置１５０の動作とは同
期させられる。尚、駆動回路に電気信号として１秒間に送られる画像情報の数（毎秒画像
）がフレーム周波数（フレームレート）であり、フレーム周波数の逆数がフレーム時間（
単位：秒）である。
【０１６５】
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　実施例１にあっては、入力信号を伸長して出力信号を得る伸長処理を、全画素に対して
１つの伸長係数α0に基づき行った。一方、実施例２にあっては、Ｓ×Ｔ個の表示領域ユ
ニット１３２のそれぞれにおいて伸長係数α0を求め、表示領域ユニット１３２のそれぞ
れにおいて、伸長係数α0に基づく伸長処理を行う。
【０１６６】
　そして、求められた伸長係数がα0-(s,t)である第（ｓ，ｔ）番目の表示領域ユニット
１３２に対応する第（ｓ，ｔ）番目の面状光源ユニット１５２においては、光源の輝度を
（１／α0-(s,t)）とする。
【０１６７】
　あるいは又、各表示領域ユニット１３２を構成する全ての副画素を駆動するために入力
される信号処理部２０からの出力信号値Ｘ1-(s,t)，Ｘ2-(s,t)，Ｘ3-(s,t)，Ｘ4-(s,t)の
内の最大値である表示領域ユニット内・信号最大値Ｘmax-(s,t)に相当する制御信号が副
画素に供給されたと想定したときの副画素の輝度（光透過率・第１規定値Ｌｔ1における
表示輝度・第２規定値ｙ2）が得られるように、この表示領域ユニット１３２に対応する
面状光源ユニット１５２を構成する光源の輝度を、面状光源装置制御回路１６０によって
制御する。具体的には、副画素の光透過率（開口率）を、光透過率・第１規定値Ｌｔ1と
したときに表示輝度ｙ2が得られるように、光源輝度Ｙ2を制御すればよい（例えば、減少
させればよい）。即ち、具体的には、上述した式（Ａ）を満足するように、画像表示フレ
ーム毎に面状光源ユニット１５２の光源輝度Ｙ2を制御すればよい。
【０１６８】
　ところで、面状光源装置１５０にあっては、例えば、（ｓ，ｔ）＝（１，１）の面状光
源ユニット１５２の輝度制御を想定した場合、他のＳ×Ｔ個の面状光源ユニット１５２か
らの影響を考慮する必要がある場合がある。このような面状光源ユニット１５２が他の面
状光源ユニット１５２から受ける影響は、各面状光源ユニット１５２の発光プロファイル
によって予め判明しているので、逆算によって差分を計算でき、その結果、補正が可能で
ある。演算の基本形を以下に説明する。
【０１６９】
　式（Ａ）の要請に基づくＳ×Ｔ個の面状光源ユニット１５２に要求される輝度（光源輝
度Ｙ2）を行列［ＬPxQ］で表す。また、或る面状光源ユニットのみを駆動し、他の面状光
源ユニットは駆動していないときに得られる或る面状光源ユニットの輝度を、Ｓ×Ｔ個の
面状光源ユニット１５２に対して予め求めておく。係る輝度を行列［Ｌ’PxQ］で表す。
更には、補正係数を行列［αPxQ］で表す。すると、これらの行列の関係は、以下の式（
Ｂ－１）で表すことができる。補正係数の行列［αPxQ］は、予め求めておくことができ
る。
［ＬPxQ］＝［Ｌ’PxQ］・［αPxQ］　　　（Ｂ－１）
よって、式（Ｂ－１）から行列［Ｌ’PxQ］を求めればよい。行列［Ｌ’PxQ］は、逆行列
の演算から求めることができる。即ち、
［Ｌ’PxQ］＝［ＬPxQ］・［αPxQ］

-1　　（Ｂ－２）
を計算すればよい。そして、行列［Ｌ’PxQ］で表された輝度が得られるように、各面状
光源ユニット１５２に備えられた光源（発光ダイオード１５３）を制御すればよく、具体
的には、係る操作、処理は、面状光源装置制御回路１６０に備えられた記憶装置（メモリ
）６２に記憶された情報（データテーブル）を用いて行えばよい。尚、発光ダイオード１
５３の制御にあっては、行列［Ｌ’PxQ］の値は負の値を取れないので、演算結果は正の
領域にとどめる必要があることは云うまでもない。従って、式（Ｂ－２）の解は厳密解で
はなく、近似解となる場合がある。
【０１７０】
　このように、面状光源装置制御回路１６０において得られた式（Ａ）の値に基づき得ら
れた行列［ＬPxQ］、補正係数の行列［αPxQ］に基づき、上述したとおり、面状光源ユニ
ットを単独で駆動したと想定したときの輝度の行列［Ｌ’PxQ］を求め、更には、記憶装
置６２に記憶された変換テーブルに基づき、０～２５５の範囲内の対応する整数（パルス
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幅変調出力信号の値）に変換する。こうして、面状光源装置制御回路１６０を構成する演
算回路６１において、面状光源ユニット１５２における発光ダイオード１５３の発光時間
を制御するためのパルス幅変調出力信号の値を得ることができる。そして、このパルス幅
変調出力信号の値に基づき、面状光源ユニット１５２を構成する発光ダイオード１５３の
オン時間ｔON及びオフ時間ｔOFFを、面状光源装置制御回路１６０において決定すればよ
い。尚、
ｔON＋ｔOFF＝一定値ｔConst

である。また、発光ダイオードのパルス幅変調に基づく駆動におけるデューティ比は、
ｔON／（ｔON＋ｔOFF）＝ｔON／ｔConst

で表すことができる。
【０１７１】
　そして、面状光源ユニット１５２を構成する発光ダイオード１５３のオン時間ｔONに相
当する信号がＬＥＤ駆動回路６３に送られ、このＬＥＤ駆動回路６３からのオン時間ｔON

に相当する信号の値に基づき、スイッチング素子６５がオン時間ｔONだけオン状態となり
、発光ダイオード駆動電源６６からのＬＥＤ駆動電流が発光ダイオード１５３に流される
。その結果、各発光ダイオード１５３は、１画像表示フレームにおいて、オン時間ｔONだ
け発光する。こうして、各表示領域ユニット１３２を、所定の照度において照明する。
【０１７２】
　尚、実施例２にて説明した分割駆動方式（部分駆動方式）の面状光源装置１５０を、他
の実施例において採用することもできる。
【実施例３】
【０１７３】
　実施例３も、実施例１の変形である。実施例３の画像表示装置の等価回路図を図１２に
示し、画像表示装置を構成する画像表示パネルの概念図を図１３に示す。実施例３にあっ
ては、以下に説明する画像表示装置を用いる。即ち、実施例３の画像表示装置は、青色を
発光する第１発光素子（第１副画素Ｒに相当する）、緑色を発光する第２発光素子（第２
副画素Ｇに相当する）、赤色を発光する第３発光素子（第３副画素Ｂに相当する）、白色
を発光する第４発光素子（第４副画素Ｗに相当する）から構成された、カラー画像を表示
するための発光素子ユニットＵＮが、２次元マトリクス状に配列されて成る画像表示パネ
ルを備えている。ここで、実施例３の画像表示装置を構成する画像表示パネルとして、例
えば、以下に説明する構成、構造の画像表示パネルを挙げることができる。尚、発光素子
ユニットＵＮの数は、画像表示装置に要求される仕様に基づき、決定すればよい。
【０１７４】
　即ち、実施例３の画像表示装置を構成する画像表示パネルは、第１発光素子、第２発光
素子、第３発光素子及び第４発光素子のそれぞれの発光／非発光状態を制御することで、
各発光素子の発光状態を直接的に視認させることで画像を表示する、パッシブマトリック
スタイプあるいはアクティブマトリックスタイプの直視型のカラー表示の画像表示パネル
である。あるいは又、第１発光素子、第２発光素子、第３発光素子及び第４発光素子のそ
れぞれの発光／非発光状態を制御し、スクリーンに投影することで画像を表示する、パッ
シブマトリックスタイプあるいはアクティブマトリックスタイプのプロジェクション型の
カラー表示の画像表示パネルである。
【０１７５】
　例えば、このようなアクティブマトリックスタイプの直視型のカラー表示の画像表示パ
ネルを構成する発光素子パネルを含む回路図を図１２に示すが、各発光素子２１０（図１
２においては、赤色を発光する発光素子（第１副画素）を「Ｒ」で示し、緑色を発光する
発光素子（第２副画素）を「Ｇ」で示し、青色を発光する発光素子（第３副画素Ｂ）を「
Ｂ」で示し、白色を発光する発光素子（第４副画素）を「Ｗ」で示す）の一方の電極（ｐ
側電極あるいはｎ側電極）はドライバ２３３に接続され、ドライバ２３３は、コラム・ド
ライバ２３１及びロウ・ドライバ２３２に接続されている。また、各発光素子２１０の他
方の電極（ｎ側電極あるいはｐ側電極）は接地線に接続されている。各発光素子２１０の
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発光／非発光状態の制御は、例えばロウ・ドライバ２３２によるドライバ２３３の選択に
よって行われ、コラム・ドライバ２３１から各発光素子２１０を駆動するための輝度信号
がドライバ２３３に供給される。赤色を発光する発光素子Ｒ（第１発光素子，第１副画素
Ｒ）、緑色を発光する発光素子Ｇ（第２発光素子，第２副画素Ｇ）、青色を発光する発光
素子Ｂ（第３発光素子，第３副画素Ｂ）、白色を発光する発光素子Ｗ（第４発光素子，第
４副画素Ｗ）の選択は、ドライバ２３３によって行われ、これらの赤色を発光する発光素
子Ｒ、緑色を発光する発光素子Ｇ、青色を発光する発光素子Ｂ、白色を発光する発光素子
Ｗのそれぞれの発光／非発光状態を、時分割制御させてもよく、あるいは又、同時に発光
させてもよい。尚、直視型画像表示装置にあっては、直視され、あるいは又、プロジェク
ション型画像表示装置にあっては、投影レンズを経由して、スクリーンに投影される。
【０１７６】
　尚、このような画像表示装置を構成する画像表示パネルの概念図を図１３に示す。直視
型画像表示装置にあっては、直視され、あるいは又、プロジェクション型画像表示装置に
あっては、投影レンズ２０３を経由して、スクリーンに投影される。
【０１７７】
　あるいは又、実施例３の画像表示装置を構成する画像表示パネルを、２次元マトリクス
状に配列された発光素子ユニットからの出射光の通過／非通過を制御するための光通過制
御装置（ライト・バルブであり、具体的には、例えば、高温ポリシリコンタイプの薄膜ト
ランジスタを備えた液晶表示装置。以下の実施例においても同様である。）を備えており
、発光素子ユニットにおける第１発光素子、第２発光素子、第３発光素子及び第４発光素
子のそれぞれの発光／非発光状態を時分割制御し、更に、光通過制御装置によって第１発
光素子、第２発光素子、第３発光素子及び第４発光素子から出射された出射光の通過／非
通過を制御することで画像を表示するカラー表示の直視型あるいはプロジェクション型の
画像表示パネルとすることもできる。
【０１７８】
　実施例３にあっては、第１発光素子（第１副画素Ｒ）、第２発光素子（第２副画素Ｇ）
、第３発光素子（第３副画素Ｂ）及び第４発光素子（第４副画素Ｗ）のそれぞれの発光状
態を制御する出力信号を、実施例１において説明した伸長処理に基づき得ればよい。そし
て、伸長処理によって得られた出力信号の値Ｘ1-(p,q)，Ｘ2-(p,q)，Ｘ3-(p,q)，Ｘ4-(p,

q)に基づき画像表示装置を駆動すれば、画像表示装置全体として輝度をα0倍に増加させ
ることができる。あるいは又、出力信号の値Ｘ1-(p,q)，Ｘ2-(p,q)，Ｘ3-(p,q)，Ｘ4-(p,

q)に基づき、第１発光素子（第１副画素Ｒ）、第２発光素子（第２副画素Ｇ）、第３発光
素子（第３副画素Ｂ）及び第４発光素子（第４副画素Ｗ）のそれぞれの発光輝度を（１／
α0）倍とすれば、画像品質の劣化を伴うことなく、画像表示装置全体としての消費電力
の低減を図ることができる。
【実施例４】
【０１７９】
　実施例４は、本発明の第２の態様、第７の態様、第１２の態様、第１７の態様及び第２
２の態様に係る画像表示装置の駆動方法、並びに、第２の態様、第７の態様、第１２の態
様、第１７の態様及び第２２の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法に関する。
【０１８０】
　図１４に画素の配置を模式的に示すように、実施例４の画像表示パネル３０においては
、第１原色（例えば、赤色）を表示する第１副画素Ｒ、第２原色（例えば、緑色）を表示
する第２副画素Ｇ、及び、第３原色（例えば、青色）を表示する第３副画素Ｂから構成さ
れた画素Ｐｘが、第１の方向及び第２の方向に２次元マトリクス状に配列されている。そ
して、第１の方向に配列された少なくとも第１の画素Ｐｘ1及び第２の画素Ｐｘ2によって
画素群ＰＧが構成されている。尚、実施例４にあっては、具体的には、画素群ＰＧは、第
１の画素Ｐｘ1及び第２の画素Ｐｘ2から構成されており、画素群ＰＧを構成する画素の数
をｐ0としたとき、ｐ0＝２である。更には、各画素群ＰＧにおいて、第１の画素Ｐｘ1と
第２の画素Ｐｘ2との間に第４の色（実施例４にあっては、具体的には白色）を表示する
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第４副画素Ｗが配置されている。尚、画素の配置の概念図を、便宜上、図１７に示すが、
図１７に示す配置は、後述する実施例６における画素の配置である。
【０１８１】
　ここで、正数Ｐを第１の方向に沿った画素群ＰＧの数、正数Ｑを第２の方向に沿った画
素群ＰＧの数とすると、画素Ｐｘは、より具体的には、Ｐ×Ｑ個［第１の方向である水平
方向に（ｐ0×Ｐ）個、第２の方向である垂直方向にＱ個］、２次元マトリクス状に配列
されて成る。また、実施例４にあっては、各画素群ＰＧは、上述したとおり、ｐ0＝２で
ある。
【０１８２】
　そして、実施例４にあっては、第１の方向を行方向、第２の方向を列方向としたとき、
第ｑ’番目の列（但し、１≦ｑ’≦Ｑ－１）における第１の画素Ｐｘ1と第（ｑ’＋１）
番目の列における第１の画素Ｐｘ1とは隣接しており、第ｑ’番目の列における第４副画
素Ｗと第（ｑ’＋１）番目の列における第４副画素Ｗとは隣接していない。即ち、第２の
方向に沿って、第２の画素Ｐｘ2と第４副画素Ｗとは、交互に配置されている。尚、図１
４において、第１の画素Ｐｘ1を構成する第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂ
を実線で囲み、第２の画素Ｐｘ2を構成する第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素
Ｂを点線で囲んでいる。後述する図１５、図１６、図１９、図２０、図２１においても同
様である。第２の方向に沿って、第２の画素Ｐｘ2と第４副画素Ｗとが交互に配置されて
いるが故に、画素ピッチにも依るが、第４副画素Ｗの存在に起因して画像に筋状のパター
ンが認められることを、確実に防ぐことができる。
【０１８３】
　ここで、実施例４において、信号処理部２０には、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)（但し、１≦ｐ≦Ｐ，１≦ｑ≦Ｑ）を構成する第
１の画素Ｐｘ(p,q)-1に関して、信号処理部２０には、
　信号値がｘ1-(p,q)-1の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q)-1の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q)-1の第３副画素・入力信号、
が入力され、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)を構成する第２の画素Ｐｘ(p,q)-2に関して、
　信号値がｘ1-(p,q)-2の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q)-2の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q)-2の第３副画素・入力信号、
が入力される。
【０１８４】
　また、実施例４において、信号処理部２０は、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)を構成する第１の画素Ｐｘ(p,q)-1に関して、
　信号値がＸ1-(p,q)-1であり、第１副画素Ｒの表示階調を決定するための第１副画素・
出力信号、
　信号値がＸ2-(p,q)-1であり、第２副画素Ｇの表示階調を決定するための第２副画素・
出力信号、及び、
　信号値がＸ3-(p,q)-1であり、第３副画素Ｂの表示階調を決定するための第３副画素・
出力信号、
を出力し、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)を構成する第２の画素Ｐｘ(p,q)-2に関して、
　信号値がＸ1-(p,q)-2であり、第１副画素Ｒの表示階調を決定するための第１副画素・
出力信号、
　信号値がＸ2-(p,q)-2であり、第２副画素Ｇの表示階調を決定するための第２副画素・
出力信号、及び、
　信号値がＸ3-(p,q)-2であり、第３副画素Ｂの表示階調を決定するための第３副画素・
出力信号、
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を出力し、更に、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)を構成する第４副画素Ｗに関して、信号値がＸ4-(

p,q)であり、第４副画素Ｗの表示階調を決定するための第４副画素・出力信号、
を出力する。
【０１８５】
　そして、実施例４にあっては、信号処理部２０において、
　第１の画素Ｐｘ(p,q)-1に関して、
　第１副画素・出力信号（信号値Ｘ1-(p,q)-1）を、少なくとも第１副画素・入力信号（
信号値ｘ1-(p,q)-1）及び伸長係数α0に基づき求め、第１副画素Ｒへ出力し、
　第２副画素・出力信号（信号値Ｘ2-(p,q)-1）を、少なくとも第２副画素・入力信号（
信号値ｘ2-(p,q)-1）及び伸長係数α0に基づき求め、第２副画素Ｇへ出力し、
　第３副画素・出力信号（信号値Ｘ3-(p,q)-1）を、少なくとも第３副画素・入力信号（
信号値ｘ3-(p,q)-1）及び伸長係数α0に基づき求め、第３副画素Ｂへ出力し、
　第２の画素Ｐｘ(p,q)-2に関して、
　第１副画素・出力信号（信号値Ｘ1-(p,q)-2）を、少なくとも第１副画素・入力信号（
信号値ｘ1-(p,q)-2）及び伸長係数α0に基づき求め、第１副画素Ｒへ出力し、
　第２副画素・出力信号（信号値Ｘ2-(p,q)-2）を、少なくとも第２副画素・入力信号（
信号値ｘ2-(p,q)-2）及び伸長係数α0に基づき求め、第２副画素Ｇへ出力し、
　第３副画素・出力信号（信号値Ｘ3-(p,q)-2）を、少なくとも第３副画素・入力信号（
信号値ｘ3-(p,q)-2）及び伸長係数α0に基づき求め、第３副画素Ｂへ出力する。
【０１８６】
　更には、第４副画素Ｗに関して、第４副画素・出力信号（信号値Ｘ4-(p,q)）を、第１
の画素Ｐｘ(p,q)-1への第１副画素・入力信号（信号値ｘ1-(p,q)-1）、第２副画素・入力
信号（信号値ｘ2-(p,q)-1）及び第３副画素・入力信号（信号値ｘ3-(p,q)-1）から求めら
れた第４副画素・制御第１信号（信号値ＳＧ1-(p,q)）、並びに、第２の画素Ｐｘ(p,q)-2

への第１副画素・入力信号（信号値ｘ1-(p,q)-2）、第２副画素・入力信号（信号値ｘ2-(

p,q)-2）及び第３副画素・入力信号（信号値ｘ3-(p,q)-2）から求められた第４副画素・
制御第２信号（信号値ＳＧ2-(p,q)）に基づき求め、第４副画素Ｗへ出力する。
【０１８７】
　実施例４にあっては、具体的には、第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)は、Ｍｉ
ｎ(p,q)-1及び伸長係数α0に基づき決定され、第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)

は、Ｍｉｎ(p,q)-2及び伸長係数α0に基づき決定される。より具体的には、第４副画素・
制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)、第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)として、式（２－
１－１）及び式（２－１－２）に基づく式（４１－１）、式（４１－２）を用いる。
【０１８８】
ＳＧ1-(p,q)＝Ｍｉｎ(p,q)-1・α0　　　（４１－１）
ＳＧ2-(p,q)＝Ｍｉｎ(p,q)-2・α0　　　（４１－２）
【０１８９】
　また、第１の画素Ｐｘ(p,q)-1に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求めるが、第１副画素・出力信号値Ｘ1-(p,q)-1を、第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q)-1

、伸長係数α0、第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)及び定数χ、即ち、
［ｘ1-(p,q)-1，α0，ＳＧ1-(p,q)，χ］
に基づき求め、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求めるが、第２副画素・出力信号値Ｘ2-(p,q)-1を、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)-1

、伸長係数α0、第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)及び定数χ、即ち、
［ｘ2-(p,q)-1，α0，ＳＧ1-(p,q)，χ］
に基づき求め、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
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求めるが、第３副画素・出力信号値Ｘ3-(p,q)-1を、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)-1

、伸長係数α0、第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)及び定数χ、即ち、
［ｘ3-(p,q)-1，α0，ＳＧ1-(p,q)，χ］
に基づき求め、
　第２の画素Ｐｘ(p,q)-2に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求めるが、第１副画素・出力信号値Ｘ1-(p,q)-2を、第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q)-2

、伸長係数α0、第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)及び定数χ、即ち、
［ｘ1-(p,q)-2，α0，ＳＧ2-(p,q)，χ］
に基づき求め、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求めるが、第２副画素・出力信号値Ｘ2-(p,q)-2を、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)-2

、伸長係数α0、第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)及び定数χ、即ち、
［ｘ2-(p,q)-2，α0，ＳＧ2-(p,q)，χ］
に基づき求め、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求めるが、第３副画素・出力信号値Ｘ3-(p,q)-2を、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)-2

、伸長係数α0、第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)及び定数χ、即ち、
［ｘ3-(p,q)-2，α0，ＳＧ2-(p,q)，χ］
に基づき求める。
【０１９０】
　信号処理部２０において、出力信号値Ｘ1-(p,q)-1，Ｘ2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1，Ｘ1-(

p,q)-2，Ｘ2-(p,q)-2，Ｘ3-(p,q)-2は、上述したとおり、伸長係数α0及び定数χに基づ
き求めることができ、より具体的には、以下の式から求めることができる。
Ｘ1-(p,q)-1＝α0・ｘ1-(p,q)-1－χ・ＳＧ1-(p,q)　　（２－Ａ）
Ｘ2-(p,q)-1＝α0・ｘ2-(p,q)-1－χ・ＳＧ1-(p,q)　　（２－Ｂ）
Ｘ3-(p,q)-1＝α0・ｘ3-(p,q)-1－χ・ＳＧ1-(p,q)　　（２－Ｃ）
Ｘ1-(p,q)-2＝α0・ｘ1-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　（２－Ｄ）
Ｘ2-(p,q)-2＝α0・ｘ2-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　（２－Ｅ）
Ｘ3-(p,q)-2＝α0・ｘ3-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　（２－Ｆ）
【０１９１】
　また、信号値Ｘ4-(p,q)を、式（２－１１）に基づく以下の相加平均の式（４２－１）
、式（４２－２）、即ち、
Ｘ4-(p,q)＝（ＳＧ1-(p,q)＋ＳＧ2-(p,q)）／（２χ）　　　　　　　　（４２－１）
　　　　 ＝（Ｍｉｎ(p,q)-1・α0＋Ｍｉｎ(p,q)-2・α0）／（２χ）　（４２－２）
にて求める。尚、式（４２－１）、式（４２－２）の右辺においてχで除しているが、こ
れに限定するものではない。
【０１９２】
　ここで、伸長係数α0は、１画像表示フレーム毎に決定される。また、面状光源装置５
０の輝度を、伸長係数α0に基づき減少させる。具体的には、面状光源装置５０の輝度を
（１／α0）倍とすればよい。
【０１９３】
　実施例４にあっても、実施例１において説明したと同様に、第４の色（白色）を加える
ことで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓを変数とした明度の最大値Ｖmax（Ｓ）が
、信号処理部２０に記憶されている。即ち、第４の色（白色）を加えることで、ＨＳＶ色
空間における明度のダイナミック・レンジが広げられている。
【０１９４】
　以下、第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)における出力信号値Ｘ1-(p,q)-1，Ｘ2-(p,q

)-1，Ｘ3-(p,q)-1，Ｘ1-(p,q)-2，Ｘ2-(p,q)-2，Ｘ3-(p,q)-2，Ｘ4-(p,q)の求め方（伸長
処理）を説明する。尚、以下の処理は、第１の画素及び第２の画素の全体で、即ち、各画
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素群において、（第１副画素Ｒ＋第４副画素Ｗ）によって表示される第１原色の輝度、（
第２副画素Ｇ＋第４副画素Ｗ）によって表示される第２原色の輝度、（第３副画素Ｂ＋第
４副画素Ｗ）によって表示される第３原色の輝度の比を保つように行われる。しかも、色
調を保持（維持）するように行われる。更には、階調－輝度特性（ガンマ特性，γ特性）
を保持（維持）するように行われる。
【０１９５】
　　［工程－４００］
　先ず、信号処理部２０において、複数の画素における副画素・入力信号値に基づき、複
数の画素群ＰＧ(p,q)における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求める。具体的には、第（ｐ，
ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q)-1，ｘ1-(p,q)-2、第
２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)-1，ｘ2-(p,q)-2、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)-1

，ｘ3-(p,q)-2に基づき、式（４３－１）～式（４３－４）から、Ｓ(p,q)-1，Ｓ(p,q)-2

，Ｖ（Ｓ）(p,q)-1，Ｖ（Ｓ）(p,q)-2を求める。この処理を、全ての画素群ＰＧ(p,q)に
対して行う。
【０１９６】
Ｓ(p,q)-1＝（Ｍａｘ(p,q)-1－Ｍｉｎ(p,q)-1）／Ｍａｘ(p,q)-1　　（４３－１）
Ｖ（Ｓ）(p,q)-1＝Ｍａｘ(p,q)-1　　　　　　　　　　　　　　　　（４３－２）
Ｓ(p,q)-2＝（Ｍａｘ(p,q)-2－Ｍｉｎ(p,q)-2）／Ｍａｘ(p,q)-2　　（４３－３）
Ｖ（Ｓ）(p,q)-2＝Ｍａｘ(p,q)-2　　　　　　　　　　　　　　　　（４３－４）
【０１９７】
　　［工程－４１０］
　次いで、信号処理部２０において、複数の画素群ＰＧ(p,q)において求められたＶmax（
Ｓ）／Ｖ（Ｓ）の値から、実施例１と同様にして、所定の値β0から伸長係数α0を決定す
る。あるいは又、式（１５－２）、あるいは又、式（１６－１）～式（１６－５）、ある
いは又、式（１７－１）～式（１７－６）の規定に基づき、伸長係数α0を決定する。
【０１９８】
　　［工程－４２０］
　その後、信号処理部２０において、第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)における信号
値Ｘ4-(p,q)を、少なくとも、入力信号値ｘ1-(p,q)-1，ｘ2-(p,q)-1，ｘ3-(p,q)-1，ｘ1-

(p,q)-2，ｘ2-(p,q)-2，ｘ3-(p,q)-2に基づき求める。具体的には、実施例４にあっては
、信号値Ｘ4-(p,q)は、Ｍｉｎ(p,q)-1、Ｍｉｎ(p,q)-2、伸長係数α0及び定数χに基づき
決定される。より具体的には、実施例４にあっては、
Ｘ4-(p,q)＝（Ｍｉｎ(p,q)-1・α0＋Ｍｉｎ(p,q)-2・α0）／（２χ）　（４２－２）
に基づき求める。尚、Ｘ4-(p,q)をＰ×Ｑ個の全画素群ＰＧ(p,q)において求める。
【０１９９】
　　［工程－４３０］
　次いで、信号処理部２０において、第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)における信号
値Ｘ1-(p,q)-1を、信号値ｘ1-(p,q)-1、伸長係数α0及び第４副画素・制御第１信号ＳＧ1

-(p,q)に基づき求め、信号値Ｘ2-(p,q)-1を、信号値ｘ2-(p,q)-1、伸長係数α0及び第４
副画素・制御第１信号ＳＧ1-(p,q)に基づき求め、信号値Ｘ3-(p,q)-1を、信号値ｘ3-(p,q

)-1、伸長係数α0及び第４副画素・制御第１信号ＳＧ1-(p,q)に基づき求める。同様に、
信号値Ｘ1-(p,q)-2を、信号値ｘ1-(p,q)-2、伸長係数α0及び第４副画素・制御第２信号
ＳＧ2-(p,q)に基づき求め、信号値Ｘ2-(p,q)-2を、信号値ｘ2-(p,q)-2、伸長係数α0及び
第４副画素・制御第２信号ＳＧ2-(p,q)に基づき求め、信号値Ｘ3-(p,q)-2を、信号値ｘ3-

(p,q)-2、伸長係数α0及び第４副画素・制御第２信号ＳＧ2-(p,q)に基づき求める。尚、
［工程－４２０］と［工程－４３０］とを同時に実行してもよいし、［工程－４３０］の
実行後、［工程－４２０］を実行してもよい。
【０２００】
　具体的には、第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)における出力信号値Ｘ1-(p,q)-1，Ｘ

2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1，Ｘ1-(p,q)-2，Ｘ2-(p,q)-2，Ｘ3-(p,q)-2を、式（２－Ａ）～
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式（２－Ｆ）に基づき求める。
【０２０１】
　ここで、重要な点は、式（４１－１）、式（４１－２）、式（４２－２）に示したとお
り、Ｍｉｎ(p,q)-1，Ｍｉｎ(p,q)-2の値がα0によって伸長されていることにある。この
ように、Ｍｉｎ(p,q)-1，Ｍｉｎ(p,q)-2の値がα0によって伸長されることで、白色表示
副画素（第４副画素Ｗ）の輝度が増加するだけでなく、式（２－Ａ）～式（２－Ｆ）に示
すとおり、赤色表示副画素、緑色表示副画素及び青色表示副画素（第１副画素Ｒ、第２副
画素Ｇ及び第３副画素Ｂ）の輝度も増加する。それ故、色のくすみが発生するといった問
題の発生を確実に回避することができる。即ち、Ｍｉｎ(p,q)-1，Ｍｉｎ(p,q)-2の値が伸
長されていない場合と比較して、Ｍｉｎ(p,q)-1，Ｍｉｎ(p,q)-2の値がα0によって伸長
されることで、画像全体として輝度はα0倍となる。従って、例えば、静止画等の画像表
示を高輝度にて行うことができ、最適である。
【０２０２】
　実施例４の画像表示装置の駆動方法、画像表示装置組立体の駆動方法における伸長処理
を、図１８に基づき説明する。ここで、図１８は、入力信号値及び出力信号値を模式的に
示す図である。図１８において、第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂの組の入
力信号値を［１］に示す。また、伸長処理を行っている状態（入力信号値と伸長係数α0

の積を求める操作）を［２］に示す。更には、伸長処理を行った後の状態（出力信号値Ｘ

1-(p,q)-1，Ｘ2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1，Ｘ4-(p,q)が得られた状態）を［３］に示す。図
１８に示す例にあっては、第２副画素Ｇにおいて、実現できる最大輝度を得ている。
【０２０３】
　実施例４の画像表示装置の駆動方法あるいは画像表示装置組立体の駆動方法にあっては
、信号処理部２０において、各画素群ＰＧの第１の画素Ｐｘ1並びに第２の画素Ｐｘ2への
第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた
第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)並びに第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)

に基づき第４副画素・出力信号が求められ、出力される。即ち、第４副画素・出力信号が
、隣接する第１の画素Ｐｘ1並びに第２の画素Ｐｘ2への入力信号に基づき求められるので
、第４副画素Ｗへの出力信号の最適化が図られている。しかも、少なくとも第１の画素Ｐ
ｘ1及び第２の画素Ｐｘ2によって構成された画素群ＰＧに対して１つの第４副画素Ｗが配
置されているので、副画素における開口領域の面積の減少を抑制することができる。その
結果、輝度の増加を確実に図ることができるし、表示品位の向上を図ることができる。
【０２０４】
　例えば、第１の方向に沿った画素の長さをＬ1とすると、特許第３１６７０２６号公報
や特許第３８０５１５０号公報に開示された技術にあっては、１画素を４つの副画素に分
割する必要があるので、第１の方向に沿った１副画素の長さは（Ｌ1／４＝０．２５Ｌ1）
となる。一方、実施例４にあっては、第１の方向に沿った１副画素の長さは（２Ｌ1／７
＝０．２８６Ｌ1）となる。従って、第１の方向に沿った１副画素の長さは、特許第３１
６７０２６号公報や特許第３８０５１５０号公報に開示された技術と比較して、１４％増
加する。
【０２０５】
　尚、実施例４にあっては、信号値Ｘ1-(p,q)-1，Ｘ2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1，Ｘ1-(p,q)

-2，Ｘ2-(p,q)-2，Ｘ3-(p,q)-2を、それぞれ、
［ｘ1-(p,q)-1，ｘ1-(p,q)-2，α0，ＳＧ1-(p,q)，χ］
［ｘ2-(p,q)-1，ｘ2-(p,q)-2，α0，ＳＧ1-(p,q)，χ］
［ｘ3-(p,q)-1，ｘ3-(p,q)-2，α0，ＳＧ1-(p,q)，χ］
［ｘ1-(p,q)-1，ｘ1-(p,q)-2，α0，ＳＧ2-(p,q)，χ］
［ｘ2-(p,q)-1，ｘ2-(p,q)-2，α0，ＳＧ2-(p,q)，χ］
［ｘ3-(p,q)-1，ｘ3-(p,q)-2，α0，ＳＧ2-(p,q)，χ］
に基づき求めることもできる。
【実施例５】
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【０２０６】
　実施例５は、実施例４の変形である。実施例５にあっては、第１の画素、第２の画素、
及び、第４副画素Ｗの配列状態を変えている。即ち、実施例５にあっては、図１５に画素
の配置を模式的に示すように、第１の方向を行方向、第２の方向を列方向としたとき、第
ｑ’番目の列（但し、１≦ｑ’≦Ｑ－１）における第１の画素Ｐｘ1と第（ｑ’＋１）番
目の列における第２の画素Ｐｘ2とは隣接しており、第ｑ’番目の列における第４副画素
Ｗと第（ｑ’＋１）番目の列における第４副画素Ｗとは隣接していない構成とすることが
できる。
【０２０７】
　この点を除き、実施例５の画像表示パネル、画像表示装置の駆動方法、並びに、画像表
示装置組立体及びその駆動方法は、実施例４の画像表示パネル、画像表示装置の駆動方法
、並びに、画像表示装置組立体及びその駆動方法と同様とすることができるので、詳細な
説明は省略する。
【実施例６】
【０２０８】
　実施例６も、実施例４の変形である。実施例６にあっても、第１の画素、第２の画素、
及び、第４副画素Ｗの配列状態を変えている。即ち、実施例６にあっては、図１６に画素
の配置を模式的に示すように、第１の方向を行方向、第２の方向を列方向としたとき、第
ｑ’番目の列（但し、１≦ｑ’≦Ｑ－１）における第１の画素Ｐｘ1と第（ｑ’＋１）番
目の列における第１の画素Ｐｘ1とは隣接しており、第ｑ’番目の列における第４副画素
Ｗと第（ｑ’＋１）番目の列における第４副画素Ｗとは隣接している。図１４及び図１６
に示した例にあっては、第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ、第３副画素Ｂ及び第４副画素Ｗは
、ストライプ配列に類似した配列にて配列されている。
【０２０９】
　この点を除き、実施例６の画像表示パネル、画像表示装置の駆動方法、並びに、画像表
示装置組立体及びその駆動方法は、実施例４の画像表示パネル、画像表示装置の駆動方法
、並びに、画像表示装置組立体及びその駆動方法と同様とすることができるので、詳細な
説明は省略する。
【実施例７】
【０２１０】
　実施例７は、本発明の第３の態様、第８の態様、第１３の態様、第１８の態様及び第２
３の態様に係る画像表示装置の駆動方法、並びに、第３の態様、第８の態様、第１３の態
様、第１８の態様及び第２３の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法に関する。実施
例７の画像表示パネルにおける各画素、画素群の配置を模式的に図１９及び図２０に示す
。
【０２１１】
　実施例７にあっては、画素群ＰＧが、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ
×Ｑ個、２次元マトリクス状に配列されて成る画像表示パネルを備えている。そして、各
画素群ＰＧは、第１の方向に沿って、第１の画素及び第２の画素から構成されている。ま
た、第１の画素Ｐｘ1は、第１原色（例えば、赤色）を表示する第１副画素Ｒ、第２原色
（例えば、緑色）を表示する第２副画素Ｇ、及び、第３原色（例えば、青色）を表示する
第３副画素Ｂから成り、第２の画素Ｐｘ2は、第１原色（例えば、赤色）を表示する第１
副画素Ｒ、第２原色（例えば、緑色）を表示する第２副画素Ｇ、及び、第４の色（例えば
、白色）を表示する第４副画素Ｗから成る。より具体的には、第１の画素Ｐｘ1は、第１
の方向に沿って、第１原色を表示する第１副画素Ｒ、第２原色を表示する第２副画素Ｇ、
及び、第３原色を表示する第３副画素Ｂが順次配列されて成り、第２の画素Ｐｘ2は、第
１の方向に沿って、第１原色を表示する第１副画素Ｒ、第２原色を表示する第２副画素Ｇ
、及び、第４の色を表示する第４副画素Ｗが順次配列されて成る。第１の画素Ｐｘ1を構
成する第３副画素Ｂと第２の画素Ｐｘ2を構成する第１副画素Ｒとが隣接している。また
、第２の画素Ｐｘ2を構成する第４副画素Ｗと、この画素群に隣接した画素群における第
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１の画素Ｐｘ1を構成する第１副画素Ｒとが隣接している。尚、副画素の形状は長方形で
あり、この長方形の長辺が第２の方向と平行となり、短辺が第１の方向と平行となるよう
に副画素を配置する。
【０２１２】
　尚、実施例７においては、第３副画素Ｂを青色を表示する副画素とした。これは、青色
の視感度が緑色の視感度と比較して約１／６であり、画素群において青色を表示する副画
素の数を半分としても大きな問題が生じないが故である。後述する実施例８、実施例１０
においても同様である。
【０２１３】
　実施例７における画像表示装置、画像表示装置組立体は、実施例１～実施例３にて説明
した画像表示装置、画像表示装置組立体のいずれかと同様することができる。即ち、実施
例７の画像表示装置１０も、例えば、画像表示パネルと信号処理部２０とを備えている。
また、実施例７の画像表示装置組立体は、画像表示装置１０と、例えば、画像表示装置（
具体的には、画像表示パネル）を背面から照明する面状光源装置５０を具備している。そ
して、実施例７における信号処理部２０、面状光源装置５０は、実施例１にて説明した信
号処理部２０、面状光源装置５０と同様とすることができる。後述する種々の実施例にお
いても同様である。
【０２１４】
　実施例７において、信号処理部２０には、
　第１の画素Ｐｘ(p,q)-1に関して、
　信号値がｘ1-(p,q)-1の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q)-1の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q)-1の第３副画素・入力信号、
が入力され、
　第２の画素Ｐｘ(p,q)-2に関して、
　信号値がｘ1-(p,q)-2の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q)-2の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q)-2の第３副画素・入力信号、
が入力される。
【０２１５】
　また、信号処理部２０は、
　第１の画素Ｐｘ(p,q)-1に関して、
　信号値がＸ1-(p,q)-1であり、第１副画素Ｒの表示階調を決定するための第１副画素・
出力信号、
　信号値がＸ2-(p,q)-1であり、第２副画素Ｇの表示階調を決定するための第２副画素・
出力信号、及び、
　信号値がＸ3-(p,q)-1であり、第３副画素Ｂの表示階調を決定するための第３副画素・
出力信号、
を出力し、
　第２の画素Ｐｘ(p,q)-2に関して、
　信号値がＸ1-(p,q)-2であり、第１副画素Ｒの表示階調を決定するための第１副画素・
出力信号、
　信号値がＸ2-(p,q)-2であり、第２副画素Ｇの表示階調を決定するための第２副画素・
出力信号、及び、
　第４副画素Ｗに関して、信号値がＸ4-(p,q)-2であり、第４副画素Ｗの表示階調を決定
するための第４副画素・出力信号を出力する。
【０２１６】
　更には、信号処理部２０において、第１の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目
［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり、ｑ＝１，２・・・，Ｑである］の第１の画素への第
３副画素・出力信号（信号値Ｘ3-(p,q)-1）を、少なくとも、第（ｐ，ｑ）番目の第１の
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画素への第３副画素・入力信号（信号値ｘ3-(p,q)-1）、並びに、第（ｐ，ｑ）番目の第
２の画素への第３副画素・入力信号（信号値ｘ3-(p,q)-2）に基づき求め、第（ｐ，ｑ）
番目の第１の画素の第３副画素Ｂへ出力する。また、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への
第４副画素・出力信号（信号値Ｘ4-(p,q)-2）を、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第
１副画素・入力信号（信号値ｘ1-(p,q)-2）、第２副画素・入力信号（信号値ｘ2-(p,q)-2

）及び第３副画素・入力信号（信号値ｘ3-(p,q)-2）から求められた第４副画素・制御第
２信号（信号値ＳＧ2-(p,q)）、並びに、第１の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の
画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画
素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号（信号値ＳＧ1-(p,q)）に基づき
求め、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素の第４副画素Ｗへ出力する。
【０２１７】
　ここで、隣接画素は、第１の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接してい
るが、実施例７にあっては、具体的には、隣接画素は第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素であ
る。従って、第４副画素・制御第１信号（信号値ＳＧ1-(p,q)）は、第１副画素・入力信
号（信号値ｘ1-(p,q)-1）、第２副画素・入力信号（信号値ｘ2-(p,q)-1）及び第３副画素
・入力信号（信号値ｘ3-(p,q)-1）に基づき求められる。
【０２１８】
　尚、第１の画素及び第２の画素の配列に関して、画素群ＰＧは、第１の方向のＰ個、第
２の方向にＱ個の合計Ｐ×Ｑ個、２次元マトリクス状に配列されており、図１９に示すよ
うに、第１の画素Ｐｘ1と第２の画素Ｐｘ2が第２の方向に沿って隣接して配置されている
構成を採用してもよいし、図２０に示すように、第１の画素Ｐｘ1と第１の画素Ｐｘ1が第
２の方向に沿って隣接して配置され、且つ、第２の画素Ｐｘ2と第２の画素Ｐｘ2が第２の
方向に沿って隣接して配置されている構成を採用してもよい。
【０２１９】
　実施例７にあっては、具体的には、第４副画素・制御第１信号ＳＧ1-(p,q)は、Ｍｉｎ(

p,q)-1及び伸長係数α0に基づき決定され、第４副画素・制御第２信号ＳＧ2-(p,q)は、Ｍ
ｉｎ(p,q)-2及び伸長係数α0に基づき決定される。より具体的には、第４副画素・制御第
１信号ＳＧ1-(p,q)、第４副画素・制御第２信号ＳＧ2-(p,q)として、実施例４と同様に、
式（４１－１）及び式（４１－２）を用いる。
【０２２０】
ＳＧ1-(p,q)　＝Ｍｉｎ(p,q)-1・α0　　　（４１－１）
ＳＧ2-(p,q)　＝Ｍｉｎ(p,q)-2・α0　　　（４１－２）
【０２２１】
　また、第２の画素Ｐｘ(p,q)-2に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求めるが、第１副画素・出力信号値Ｘ1-(p,q)-2を、第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q)-2

、伸長係数α0、第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)及び定数χ、即ち、
［ｘ1-(p,q)-2，α0，ＳＧ2-(p,q)，χ］
に基づき求め、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求めるが、第２副画素・出力信号値Ｘ2-(p,q)-2を、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)-2

、伸長係数α0、第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)及び定数χ、即ち、
［ｘ2-(p,q)-2，α0，ＳＧ2-(p,q)，χ］
に基づき求める。更には、第１の画素Ｐｘ(p,q)-1に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求めるが、第１副画素・出力信号値Ｘ1-(p,q)-1を、第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q)-1

、伸長係数α0、第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)及び定数χ、即ち、
［ｘ1-(p,q)-1，α0，ＳＧ1-(p,q)，χ］
に基づき求め、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
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求めるが、第２副画素・出力信号値Ｘ2-(p,q)-1を、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)-1

、伸長係数α0、第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)及び定数χ、即ち、
［ｘ2-(p,q)-1，α0，ＳＧ1-(p,q)，χ］
に基づき求め、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求めるが、第３副画素・出力信号値Ｘ3-(p,q)-1を、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)-1

，ｘ3-(p,q)-2、伸長係数α0、第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)、第４副画素・
制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)及び定数χ、即ち、
［ｘ3-(p,q)-1，ｘ3-(p,q)-2，α0，ＳＧ1-(p,q)，ＳＧ2-(p,q)Ｘ4-(p,q)-2，χ］
に基づき求める。
【０２２２】
　具体的には、信号処理部２０において、出力信号値Ｘ1-(p,q)-2，Ｘ2-(p,q)-2，Ｘ1-(p

,q)-1，Ｘ2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1は、伸長係数α0及び定数χに基づき求めることができ
、より具体的には、式（３－Ａ）～式（３－Ｄ）及び式（３－ａ’）、式（３－ｄ）、式
（３－ｅ）から求めることができる。
【０２２３】
Ｘ1-(p,q)-2＝α0・ｘ1-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　（３－Ａ）
Ｘ2-(p,q)-2＝α0・ｘ2-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　（３－Ｂ）
Ｘ1-(p,q)-1＝α0・ｘ1-(p,q)-1－χ・ＳＧ1-(p,q)　　　　　　（３－Ｃ）
Ｘ2-(p,q)-1＝α0・ｘ2-(p,q)-1－χ・ＳＧ1-(p,q)　　　　　　（３－Ｄ）
Ｘ3-(p,q)-1＝（Ｘ’3-(p,q)-1＋Ｘ’3-(p,q)-2）／２　　　　 （３－ａ’）
但し、
Ｘ’3-(p,q)-1＝α0・ｘ3-(p,q)-1－χ・ＳＧ1-(p,q)　　　　　（３－ｄ）
Ｘ’3-(p,q)-2＝α0・ｘ3-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　（３－ｅ）
【０２２４】
　また、信号値Ｘ4-(p,q)-2を、相加平均の式、即ち、実施例４と同様に、式（４２－１
）、式（４２－２）に類似した式（７１－１）、式（７１－２）に基づき求める。
【０２２５】
Ｘ4-(p,q)-2＝（ＳＧ1-(p,q)＋ＳＧ2-(p,q)）／（２χ）　　　　　　　　（７１－１）
　　　　　 ＝（Ｍｉｎ(p,q)-1・α0＋Ｍｉｎ(p,q)-2・α0）／（２χ）　（７１－２）
【０２２６】
　ここで、伸長係数α0は、１画像表示フレーム毎に決定される。
【０２２７】
　実施例７にあっても、第４の色（白色）を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間におけ
る彩度Ｓｘを変数とした明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓｘ）が、信号処理部２０に記憶されて
いる。即ち、第４の色（白色）を加えることで、ＨＳＶ色空間における明度のダイナミッ
ク・レンジが広げられている。
【０２２８】
　以下、第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)における出力信号値Ｘ1-(p,q)-2，Ｘ2-(p,q

)-2，Ｘ4-(p,q)-2，Ｘ1-(p,q)-1，Ｘ2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1の求め方（伸長処理）を説
明する。尚、以下の処理は、実施例４と同様に、第１の画素及び第２の画素の全体で、即
ち、各画素群において、輝度の比を出来る限り保つように行われる。しかも、色調を保持
（維持）するように行われる。更には、階調－輝度特性（ガンマ特性，γ特性）を保持（
維持）するように行われる。
【０２２９】
　　［工程－７００］
　先ず、実施例４の［工程－４００］と同様にして、信号処理部２０において、複数の画
素における副画素・入力信号値に基づき、複数の画素群ＰＧ(p,q)における彩度Ｓ及び明
度Ｖ（Ｓ）を求める。具体的には、第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)への第１副画素
・入力信号値ｘ1-(p,q)-1，ｘ1-(p,q)-2、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)-1，ｘ2-(p,
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q)-2、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)-1，ｘ3-(p,q)-2に基づき、式（４３－１）～式
（４３－４）から、Ｓ(p,q)-1，Ｓ(p,q)-2，Ｖ（Ｓ）(p,q)-1，Ｖ（Ｓ）(p,q)-2を求める
。この処理を、全ての画素群ＰＧ(p,q)に対して行う。
【０２３０】
　　［工程－７１０］
　次いで、信号処理部２０において、複数の画素群ＰＧ(p,q)において求められたＶmax（
Ｓ）／Ｖ（Ｓ）の値から、実施例１と同様にして、所定の値β0から伸長係数α0を決定す
る。あるいは又、式（１５－２）、あるいは又、式（１６－１）～式（１６－５）、ある
いは又、式（１７－１）～式（１７－６）の規定に基づき、伸長係数α0を決定する。
【０２３１】
　　［工程－７２０］
　その後、信号処理部２０において、画素群ＰＧ(p,q)のそれぞれにおける第４副画素・
制御第１信号ＳＧ1-(p,q)、第４副画素・制御第２信号ＳＧ2-(p,q)を、式（４１－１）及
び式（４１－２）に基づき求める。この処理を、全ての画素群ＰＧ(p,q)に対して行う。
そして、更には、第４副画素・出力信号値Ｘ4-(p,q)-2を、式（７１－２）に基づき求め
る。また、式（３－Ａ）～式（３－Ｄ）及び式（３－ａ’）、式（３－ｄ）、式（３－ｅ
）に基づき、Ｘ1-(p,q)-2，Ｘ2-(p,q)-2，Ｘ1-(p,q)-1，Ｘ2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1を求
める。この操作をＰ×Ｑ個の全画素群ＰＧ(p,q)において行う。そして、こうして求めら
れた出力信号値を有する出力信号を、各副画素に供給する。
【０２３２】
　尚、各画素群において、第１の画素及び第２の画素における出力信号値の比
Ｘ1-(p,q)-1：Ｘ2-(p,q)-1：Ｘ3-(p,q)-1

Ｘ1-(p,q)-2：Ｘ2-(p,q)-2

は、入力信号値の比
ｘ1-(p,q)-1：ｘ2-(p,q)-1：ｘ3-(p,q)-1

ｘ1-(p,q)-2：ｘ2-(p,q)-2

と若干異なっているので、各画素を単独で眺めた場合、入力信号に対して各画素の色調に
若干の差異が生じるが、画素群として眺めた場合、各画素群の色調に何らの問題は生じな
い。以下の説明においても同様である。
【０２３３】
　実施例７においても、重要な点は、式（４１－１）及び式（４１－２）、式（７１－２
）に示したとおり、Ｍｉｎ(p,q)-1，Ｍｉｎ(p,q)-2の値がα0によって伸長されているこ
とにある。このように、Ｍｉｎ(p,q)-1，Ｍｉｎ(p,q)-2の値がα0によって伸長されるこ
とで、白色表示副画素（第４副画素Ｗ）の輝度が増加するだけでなく、式（３－Ａ）～式
（３－Ｄ）、式（３－ａ’）に示すとおり、赤色表示副画素、緑色表示副画素及び青色表
示副画素（第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂ）の輝度も増加する。それ故、
色のくすみが発生するといった問題の発生を確実に回避することができる。即ち、Ｍｉｎ

(p,q)-1，Ｍｉｎ(p,q)-2の値が伸長されていない場合と比較して、Ｍｉｎ(p,q)-1，Ｍｉ
ｎ(p,q)-2の値がα0によって伸長されることで、画像全体として輝度はα0倍となる。従
って、例えば、静止画等の画像表示を高輝度にて行うことができ、最適である。後述する
実施例８、実施例１０においても同様である。
【０２３４】
　また、実施例７の画像表示装置の駆動方法あるいは画像表示装置組立体の駆動方法にあ
っては、信号処理部２０において、各画素群ＰＧの第１の画素Ｐｘ1並びに第２の画素Ｐ
ｘ2への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求
められた第４副画素・制御第１信号ＳＧ1-(p,q)並びに第４副画素・制御第２信号ＳＧ2-(

p,q)に基づき第４副画素・出力信号が求められ、出力される。即ち、第４副画素・出力信
号が、隣接する第１の画素Ｐｘ1並びに第２の画素Ｐｘ2への入力信号に基づき求められる
ので、第４副画素Ｗへの出力信号の最適化が図られている。しかも、少なくとも第１の画
素Ｐｘ1及び第２の画素Ｐｘ2によって構成された画素群ＰＧに対して１つの第３副画素Ｂ
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及び１つの第４副画素Ｗが配置されているので、副画素における開口領域の面積の減少を
より一層抑制することができる。その結果、輝度の増加を確実に図ることができる。また
、表示品位の向上を図ることができる。
【０２３５】
　ところで、第１の画素Ｐｘ(p,q)-1のＭｉｎ(p,q)-1と第２の画素Ｐｘ(p,q)-2のＭｉｎ(

p,q)-2との差が大きい場合、式（７１－２）を用いると、第４副画素Ｗの輝度が望む程度
にまで増加しない場合がある。このような場合には、式（７１－２）の代わりに、式（２
－１２）や、式（２－１３）、式（２－１４）を採用して、信号値Ｘ4-(p,q)-2を求める
ことが望ましい。Ｘ4-(p,q)-2を得るために如何なる式を用いるかは、画像表示装置や画
像表示装置組立体を試作し、例えば、画像観察者によって画像の評価を行い、適宜決定す
ればよい。
【０２３６】
　以上に説明した実施例７、及び、次に説明する実施例８の画素群における入力信号及び
出力信号の関係を、以下の表３に示す。
【０２３７】
［表３］
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【実施例８】
【０２３８】
　実施例８は、実施例７の変形である。実施例７にあっては、隣接画素を、第１の方向に
沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接しているとした。一方、実施例８にあっては
、隣接画素を、第（ｐ＋１，ｑ）番目の第１の画素とする。実施例８における画素の配置
は、実施例７と同様であり、模式的に図１９あるいは図２０に示したと同じである。
【０２３９】
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　尚、図１９に示した例においては、第２の方向に沿って、第１の画素と第２の画素とが
隣接して配置されている。この場合、第２の方向に沿って、第１の画素を構成する第１副
画素Ｒと第２の画素を構成する第１副画素Ｒとは隣接して配置されていてもよいし、隣接
して配置されていなくともよい。同様に、第２の方向に沿って、第１の画素を構成する第
２副画素Ｇと第２の画素を構成する第２副画素Ｇとは隣接して配置されていてもよいし、
隣接して配置されていなくともよい。同様に、第２の方向に沿って、第１の画素を構成す
る第３副画素Ｂと第２の画素を構成する第４副画素Ｗとは隣接して配置されていてもよい
し、隣接して配置されていなくともよい。一方、図２０に示した例においては、第２の方
向に沿って、第１の画素と第１の画素とが隣接して配置されており、第２の画素と第２の
画素とが隣接して配置されている。この場合にあっても、第２の方向に沿って、第１の画
素を構成する第１副画素Ｒと第２の画素を構成する第１副画素Ｒとは隣接して配置されて
いてもよいし、隣接して配置されていなくともよい。同様に、第２の方向に沿って、第１
の画素を構成する第２副画素Ｇと第２の画素を構成する第２副画素Ｇとは隣接して配置さ
れていてもよいし、隣接して配置されていなくともよい。同様に、第２の方向に沿って、
第１の画素を構成する第３副画素Ｂと第２の画素を構成する第４副画素Ｗとは隣接して配
置されていてもよいし、隣接して配置されていなくともよい。実施例７あるいは後述する
実施例１０においても同様とすることができる。
【０２４０】
　信号処理部２０においては、実施例７と同様に、
（１）第１の画素Ｐｘ1への第１副画素・出力信号を、少なくとも第１の画素Ｐｘ1への第
１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき求め、第１の画素Ｐｘ1の第１副画素Ｒへ出
力し、
（２）第１の画素Ｐｘ1への第２副画素・出力信号を、少なくとも第１の画素Ｐｘ1への第
２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき求め、第１の画素Ｐｘ1の第２副画素Ｇへ出
力し、
（３）第２の画素Ｐｘ2への第１副画素・出力信号を、少なくとも第２の画素Ｐｘ2への第
１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき求め、第２の画素Ｐｘ2の第１副画素Ｒへ出
力し、
（４）第２の画素Ｐｘ2への第２副画素・出力信号を、少なくとも第２の画素Ｐｘ2への第
２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき求め、第２の画素Ｐｘ2の第２副画素Ｇへ出
力する。
【０２４１】
　ここで、実施例８においては、実施例７と同様に、信号処理部２０には、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)（但し、１≦ｐ≦Ｐ，１≦ｑ≦Ｑ）を構成する第
１の画素Ｐｘ(p,q)-1に関して、
　信号値がｘ1-(p,q)-1の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q)-1の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q)-1の第３副画素・入力信号、
が入力され、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)を構成する第２の画素Ｐｘ(p,q)-2に関して、
　信号値がｘ1-(p,q)-2の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q)-2の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q)-2の第３副画素・入力信号、
が入力される。
【０２４２】
　また、実施例７と同様に、信号処理部２０は、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)を構成する第１の画素Ｐｘ(p,q)-1に関して、
　信号値がＸ1-(p,q)-1であり、第１副画素Ｒの表示階調を決定するための第１副画素・
出力信号、
　信号値がＸ2-(p,q)-1であり、第２副画素Ｇの表示階調を決定するための第２副画素・
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出力信号、及び、
　信号値がＸ3-(p,q)-1であり、第３副画素Ｂの表示階調を決定するための第３副画素・
出力信号、
を出力し、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)を構成する第２の画素Ｐｘ(p,q)-2に関して、
　信号値がＸ1-(p,q)-2であり、第１副画素Ｒの表示階調を決定するための第１副画素・
出力信号、
　信号値がＸ2-(p,q)-2であり、第２副画素Ｇの表示階調を決定するための第２副画素・
出力信号、及び、
　信号値がＸ4-(p,q)-2であり、第４副画素Ｗの表示階調を決定するための第４副画素・
出力信号、
を出力する。
【０２４３】
　実施例８にあっては、実施例７と同様に、少なくとも第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素Ｐ
ｘ(p,q)-1への第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)-1及び第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素Ｐ
ｘ(p,q)-2への第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)-2に基づき、第（ｐ，ｑ）番目の第１の
画素Ｐｘ(p,q)-1への第３副画素・出力信号値Ｘ3-(p,q)-1を求め、第３副画素Ｂへ出力す
る。一方、実施例７と異なり、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素Ｐｘ(p,q)-2への第１副画
素・入力信号値ｘ1-(p,q)-2、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)-2及び第３副画素・入力
信号値ｘ3-(p,q)-2から得られた第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)、並びに、第（
ｐ＋１，ｑ）番目の第１の画素Ｐｘ(p+1,q)-1への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p',q)、
第２副画素・入力信号値ｘ2-(p',q)及び第３副画素・入力信号値ｘ3-(p',q)から得られた
第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)に基づき、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素Ｐｘ2

への第４副画素・出力信号値Ｘ4-(p,q)-2を求め、第４副画素Ｗへ出力する。
【０２４４】
　実施例８にあっては、出力信号値Ｘ4-(p,q)-2，Ｘ1-(p,q)-2，Ｘ2-(p,q)-2，Ｘ1-(p,q)

-1，Ｘ2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1を、式（７１－２）、式（３－Ａ）、式（３－Ｂ）、式（
３－Ｅ）、式（３－Ｆ）、式（３－ａ’）、式（３－ｆ）、式（３－ｇ）、式（４１’－
１）、式（４１’－２）、式（４１’－３）から求める。
【０２４５】
Ｘ1-(p,q)-2＝α0・ｘ1-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　（３－Ａ）
Ｘ2-(p,q)-2＝α0・ｘ2-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　（３－Ｂ）
Ｘ1-(p,q)-1＝α0・ｘ1-(p,q)-1－χ・ＳＧ3-(p,q)　　　　　　（３－Ｅ）
Ｘ2-(p,q)-1＝α0・ｘ2-(p,q)-1－χ・ＳＧ3-(p,q)　　　　　　（３－Ｆ）
Ｘ3-(p,q)-1＝（Ｘ’3-(p,q)-1＋Ｘ’3-(p,q)-2）／２　　　　 （３－ａ’）
但し、
Ｘ’3-(p,q)-1＝α0・ｘ3-(p,q)-1－χ・ＳＧ3-(p,q)　　　　　（３－ｆ）
Ｘ’3-(p,q)-2＝α0・ｘ3-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　（３－ｇ）
ＳＧ2-(p,q)　＝Ｍｉｎ(p,q)-2・α0　　　　　　　　　　　　 （４１’－２）
ＳＧ1-(p,q)　＝Ｍｉｎ(p',q)・α0　　　　　　　　　　　　　（４１’－１）
ＳＧ3-(p,q)　＝Ｍｉｎ(p,q)-1・α0　　　　　　　　　　　　 （４１’－３）
【０２４６】
　以下、第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)における出力信号値Ｘ1-(p,q)-2，Ｘ2-(p,q

)-2，Ｘ4-(p,q)-2，Ｘ1-(p,q)-1，Ｘ2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1の求め方（伸長処理）を説
明する。尚、以下の処理では、階調－輝度特性（ガンマ特性，γ特性）を保持（維持）す
るように行われる。また、以下の処理では、第１の画素及び第２の画素の全体で、即ち、
各画素群において、輝度の比を出来る限り保つように行われ、しかも、色調を出来る限り
保持（維持）するように行われる。
【０２４７】
　　［工程－８００］



(56) JP 5612323 B2 2014.10.22

10

20

30

40

50

　先ず、信号処理部２０において、複数の画素における副画素・入力信号値に基づき、複
数の画素群における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求める。具体的には、第（ｐ，ｑ）番目の
第１の画素Ｐｘ(p,q)-1への第１副画素・入力信号（信号値ｘ1-(p,q)-1）、第２副画素・
入力信号（信号値ｘ2-(p,q)-1）、第３副画素・入力信号（信号値ｘ3-(p,q)-1）、並びに
、第２の画素Ｐｘ(p,q)-2への第１副画素・入力信号（信号値ｘ1-(p,q)-2）、第２副画素
・入力信号（信号値ｘ2-(p,q)-2）、第３副画素・入力信号（信号値ｘ3-(p,q)-2）に基づ
き、式（４３－１）、式（４３－２）、式（４３－３）、式（４３－４）から、Ｓ(p,q)-

1，Ｓ(p,q)-2，Ｖ（Ｓ）(p,q)-1，Ｖ（Ｓ）(p,q)-2を求める。この処理を、全ての画素群
に対して行う。
【０２４８】
　　［工程－８１０］
　次いで、信号処理部２０において、複数の画素群において求められたＶmax（Ｓ）／Ｖ
（Ｓ）の値から、実施例１と同様にして、所定の値β0から伸長係数α0を決定する。ある
いは又、式（１５－２）、あるいは又、式（１６－１）～式（１６－５）、あるいは又、
式（１７－１）～式（１７－６）の規定に基づき、伸長係数α0を決定する。
【０２４９】
　　［工程－８２０］
　その後、信号処理部２０において、第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)への第４副画
素・出力信号値Ｘ4-(p,q)-2を式（７１－１）に基づき求める。［工程－８１０］と［工
程－８２０］とを同時に実行してもよい。
【０２５０】
　　［工程－８３０］
　次に、信号処理部２０において、第（ｐ，ｑ）番目の画素群への出力信号値Ｘ1-(p,q)-

2，Ｘ2-(p,q)-2，Ｘ1-(p,q)-1，Ｘ2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1を、式（３－Ａ）、式（３－
Ｂ）、式（３－Ｅ）、式（３－Ｆ）、式（３－ａ’）、式（３－ｆ）、式（３－ｇ）、式
（４１’－１）、式（４１’－２）、式（４１’－３）に基づき求める。尚、［工程－８
２０］と［工程－８３０］とを同時に実行してもよいし、［工程－８３０］の実行後、［
工程－８２０］を実行してもよい。
【０２５１】
　第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)と第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)と
の関係が或る条件を満たす場合には、例えば、実施例７を実行し、この或る条件から逸脱
した場合には、例えば、実施例８を実行するといった構成を採用してもよい。例えば、
Ｘ4-(p,q)-2＝（ＳＧ1-(p,q)＋ＳＧ2-(p,q)）／（２χ）
に基づく処理を行う場合、｜ＳＧ1-(p,q)－ＳＧ2-(p,q)｜の値が所定の値ΔＸ1以上（あ
るいは、以下）となった場合には、実施例７を実行し、そうでない場合には、実施例８を
実行すればよい。あるいは又、例えば、｜ＳＧ1-(p,q)－ＳＧ2-(p,q)｜の値が所定の値Δ
Ｘ1以上（あるいは、以下）となった場合には、Ｘ4-(p,q)-2の値として、ＳＧ1-(p,q)に
のみ基づいた値を採用し、あるいは又、ＳＧ2-(p,q)にのみ基づいた値を採用し、実施例
７や実施例８を適用することができる。あるいは又、（ＳＧ1-(p,q)－ＳＧ2-(p,q)）の値
が所定の値ΔＸ2以上となった場合、（ＳＧ1-(p,q)－ＳＧ2-(p,q)）の値が所定の値ΔＸ3

以下となった場合のそれぞれにおいては、実施例７（あるいは実施例８）を実行し、そう
でない場合には実施例８（あるいは実施例７）を実行してよい。
【０２５２】
　実施例７あるいは実施例８にあっては、第１の画素及び第２の画素を構成する各副画素
の配列順を、［（第１の画素）（第２の画素）］と表記したとき、
［（第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ、第３副画素Ｂ）（第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ、第４
副画素Ｗ）］
の順とし、あるいは又、［（第２の画素），（第１の画素）］と表記したとき、
［（第４副画素Ｗ、第２副画素Ｇ、第１副画素Ｒ）（第３副画素Ｂ、第２副画素Ｇ、第１
副画素Ｒ）］
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の順としたが、このような配列順に限定するものではない。例えば、［（第１の画素）（
第２の画素）］の配列順として、
［（第１副画素Ｒ、第３副画素Ｂ、第２副画素Ｇ）（第１副画素Ｒ、第４副画素Ｗ、第２
副画素Ｇ）］
とすることができる。
【０２５３】
　実施例８におけるこのような状態を図２１の上段に示すが、この配列順は、見方を変え
れば、図２１の下段に仮想の画素区分を示すように、第（ｐ，ｑ）番目の画素群の第１の
画素における第１副画素Ｒと、第（ｐ－１，ｑ）番目の画素群の第２の画素における第２
副画素Ｇと第４副画素Ｗの３つの副画素を、仮想的に第（ｐ，ｑ）番目の画素群の第２の
画素の（第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ、第４副画素Ｗ）とみなしたものと等価である。更
には、第（ｐ，ｑ）番目の画素群の第２の画素における第１副画素Ｒと、第１の画素にお
ける第２副画素Ｇと第３副画素Ｂの３つの副画素を第（ｐ，ｑ）番目の画素群の第１の画
素とみなしたものと等価である。それ故、これらの仮想の画素群を構成する第１の画素と
第２の画素に、実施例８を適用すればよい。また、実施例７あるいは実施例８にあっては
、第１の方向を、左手から右手に向う方向として説明したが、上述した［（第２の画素）
，（第１の画素）］のとおり、第１の方向を、右手から左手に向う方向としてもよい。
【実施例９】
【０２５４】
　実施例９は、本発明の第４の態様、第９の態様、第１４の態様、第１９の態様及び第２
４の態様に係る画像表示装置の駆動方法、並びに、第４の態様、第９の態様、第１４の態
様、第１９の態様及び第２４の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法に関する。
【０２５５】
　図２２に画素の配置を模式的に示すように、実施例９の画像表示パネル３０は、画素Ｐ
ｘが、第１の方向にＰ0個、第２の方向にＱ0個の合計、Ｐ0×Ｑ0個、２次元マトリクス状
に配列されて成る。尚、図２２において、第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ、第３副画素Ｂ及
び第４副画素Ｗを実線で囲んでいる。そして、各画素Ｐｘは、第１原色（例えば、赤色）
を表示する第１副画素Ｒ、第２原色（例えば、緑色）を表示する第２副画素Ｇ、第３原色
（例えば、青色）を表示する第３副画素Ｂ、及び、第４の色（例えば、白色）を表示する
第４副画素Ｗから成り、これらの副画素が第１の方向に配列されている。副画素の形状は
長方形であり、この長方形の長辺が第２の方向と平行となり、短辺が第１の方向と平行と
なるように副画素を配置する。
【０２５６】
　信号処理部２０においては、画素Ｐｘ(p,q)への第１副画素・出力信号（信号値Ｘ1-(p,

q)）を、少なくとも第１副画素・入力信号（信号値ｘ1-(p,q)）及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素Ｒへ出力し、第２副画素・出力信号（信号値Ｘ2-(p,q)）を、少なくと
も第２副画素・入力信号（信号値ｘ2-(p,q)）及び伸長係数α0に基づき求め、第２副画素
Ｇへ出力し、第３副画素・出力信号（信号値Ｘ3-(p,q)）を、少なくとも第３副画素・入
力信号（信号値ｘ3-(p,q)）及び伸長係数α0に基づき求め、第３副画素Ｂへ出力する。
【０２５７】
　ここで、実施例９において、信号処理部２０には、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素Ｐｘ(p,q)（但し、１≦ｐ≦Ｐ0，１≦ｑ≦Ｑ0）を構成する画
素Ｐｘ(p,q)に関して、
　信号値がｘ1-(p,q)の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q)の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q)の第３副画素・入力信号、
が入力される。また、信号処理部２０は、画素Ｐｘ(p,q)に関して、
　信号値がＸ1-(p,q)であり、第１副画素Ｒの表示階調を決定するための第１副画素・出
力信号、
　信号値がＸ2-(p,q)であり、第２副画素Ｇの表示階調を決定するための第２副画素・出
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力信号、
　信号値がＸ3-(p,q)であり、第３副画素Ｂの表示階調を決定するための第３副画素・出
力信号、及び、
　信号値がＸ4-(p,q)であり、第４副画素Ｗの表示階調を決定するための第４副画素・出
力信号、
を出力する。
【０２５８】
　更には、第（ｐ，ｑ）番目の画素に隣接した隣接画素に関して、
　信号値がｘ1-(p,q')の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q')の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q')の第３副画素・入力信号、
が入力される。
【０２５９】
　尚、実施例９にあっては、第（ｐ，ｑ）番目の画素に隣接した隣接画素を、第（ｐ，ｑ
－１）番目の画素とする。但し、これに限定するものではなく、第（ｐ，ｑ＋１）番目の
画素とすることもできるし、第（ｐ，ｑ－１）番目の画素及び第（ｐ，ｑ＋１）番目の画
素とすることもできる。
【０２６０】
　そして、更には、信号処理部２０において、第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，
ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐ0であり、ｑ＝１，２・・・，Ｑ0である］の画素へ
の第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められ
た第４副画素・制御第２信号、並びに、第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の画素に隣
接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力
信号から求められた第４副画素・制御第１信号に基づき第４副画素・出力信号を求め、求
められた第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）番目の画素へ出力する。
【０２６１】
　具体的には、第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)を、第（ｐ，ｑ）番目の画素Ｐ
ｘ(p,q)への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q)、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)及び
第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)から求める。一方、第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1

-(p,q)を、第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の画素に隣接した隣接画素への第１副画
素・入力信号値ｘ1-(p,q')、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q')及び第３副画素・入力信
号値ｘ3-(p,q')から求める。そして、第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)及び第４
副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)に基づき第４副画素・出力信号を求め、求められた
第４副画素・出力信号値Ｘ4-(p,q)を、第（ｐ，ｑ）番目の画素へ出力する。
【０２６２】
　実施例９にあっても、第４副画素・出力信号値Ｘ4-(p,q)を式（４２－１）、式（９１
）から求める。即ち、第４副画素・出力信号値Ｘ4-(p,q)を相加平均にて求める。
【０２６３】
Ｘ4-(p,q)＝（ＳＧ1-(p,q)＋ＳＧ2-(p,q)）／（２χ）　　　　　　　　 （４２－１）
　　　　 ＝（Ｍｉｎ(p,q)・α0＋Ｍｉｎ(p,q')・α0）／（２χ）　　　（９１）
【０２６４】
　尚、第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)を、Ｍｉｎ(p,q')及び伸長係数α0に基づ
き求め、第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)を、Ｍｉｎ(p,q)及び伸長係数α0に基
づき求める。具体的には、第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)、第４副画素・制御
第２信号値ＳＧ2-(p,q)を、式（９２－１）及び式（９２－２）から求める。
【０２６５】
ＳＧ1-(p,q)＝Ｍｉｎ(p,q')・α0　　　　　（９２－１）
ＳＧ2-(p,q)＝Ｍｉｎ(p,q)・α0　　　　　 （９２－２）
【０２６６】
　また、第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ、第３副画素Ｂにおける出力信号値Ｘ1-(p,q)，Ｘ2
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-(p,q)，Ｘ3-(p,q)は、信号処理部２０において、伸長係数α0及び定数χに基づき求める
ことができ、より具体的には、式（１－Ｄ）～式（１－Ｆ）から求めることができる。
【０２６７】
Ｘ1-(p,q)＝α0・ｘ1-(p,q)－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　　（１－Ｄ）
Ｘ2-(p,q)＝α0・ｘ2-(p,q)－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　　（１－Ｅ）
Ｘ3-(p,q)＝α0・ｘ3-(p,q)－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　　（１－Ｆ）
【０２６８】
　以下、第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)における出力信号値Ｘ1-(p,q)，Ｘ2-(p,q)

，Ｘ3-(p,q)，Ｘ4-(p,q)の求め方（伸長処理）を説明する。尚、以下の処理は、実施例４
と同様に、第１の画素及び第２の画素の全体で、即ち、各画素群において、（第１副画素
Ｒ＋第４副画素Ｗ）によって表示される第１原色の輝度、（第２副画素Ｇ＋第４副画素Ｗ
）によって表示される第２原色の輝度、（第３副画素Ｂ＋第４副画素Ｗ）によって表示さ
れる第３原色の輝度の比を保つように行われる。しかも、色調を保持（維持）するように
行われる。更には、階調－輝度特性（ガンマ特性，γ特性）を保持（維持）するように行
われる。
【０２６９】
　　［工程－９００］
　先ず、信号処理部２０において、複数の画素における副画素・入力信号値に基づき、複
数の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求める。具体的には、第（ｐ，ｑ）番目の画
素Ｐｘ(p,q)への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q)、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q)

、第３副画素・入力信号値ｘ3-(p,q)、並びに、第（ｐ，ｑ－１）番目の画素（隣接画素
）への第１副画素・入力信号値ｘ1-(p,q')、第２副画素・入力信号値ｘ2-(p,q')、第３副
画素・入力信号値ｘ3-(p,q')に基づき、式（４３－１）、式（４３－２）、式（４３－３
）、式（４３－４）に類似した式から、Ｓ(p,q)，Ｓ(p,q')，Ｖ（Ｓ）(p,q)，Ｖ（Ｓ）(p

,q')を求める。この処理を、全ての画素に対して行う。
【０２７０】
　　［工程－９１０］
　次いで、信号処理部２０において、複数の画素において求められたＶmax（Ｓ）／Ｖ（
Ｓ）の値から、実施例１と同様にして、所定の値β0から伸長係数α0を決定する。あるい
は又、式（１５－２）、あるいは又、式（１６－１）～式（１６－５）、あるいは又、式
（１７－１）～式（１７－６）の規定に基づき、伸長係数α0を決定する。
【０２７１】
　　［工程－９２０］
　その後、信号処理部２０において、第（ｐ，ｑ）番目の画素Ｐｘ(p,q)への第４副画素
・出力信号値Ｘ4-(p,q)を式（９２－１）、式（９２－２）、式（９１）に基づき求める
。尚、［工程－９１０］と［工程－９２０］とを同時に実行してもよい。
【０２７２】
　　［工程－９３０］
　次に、信号処理部２０において、第（ｐ，ｑ）番目の画素Ｐｘ(p,q)への第１副画素・
出力信号値Ｘ1-(p,q)を、入力信号値ｘ1-(p,q)、伸長係数α0及び定数χに基づき求め、
第２副画素・出力信号値Ｘ2-(p,q)を、入力信号値ｘ2-(p,q)、伸長係数α0及び定数χに
基づき求め、第３副画素・出力信号値Ｘ3-(p,q)を、入力信号値ｘ3-(p,q)、伸長係数α0

及び定数χに基づき求める。尚、［工程－９２０］と［工程－９３０］とを同時に実行し
てもよいし、［工程－９３０］の実行後、［工程－９２０］を実行してもよい。
【０２７３】
　具体的には、第（ｐ，ｑ）番目の画素Ｐｘ(p,q)における出力信号値Ｘ1-(p,q)，Ｘ2-(p

,q)，Ｘ3-(p,q)を、前述した式（１－Ｄ）～式（１－Ｆ）に基づき求める。
【０２７４】
　実施例９の画像表示装置組立体の駆動方法にあっては、第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ

(p,q)における出力信号値Ｘ1-(p,q)，Ｘ2-(p,q)，Ｘ3-(p,q)，Ｘ4-(p,q)は、α0倍、伸長
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されている。それ故、伸長されていない状態の画像の輝度と同じ画像の輝度とするために
は、面状光源装置５０の輝度を、伸長係数α0に基づき減少させればよい。具体的には、
面状光源装置５０の輝度を、（１／α0）倍とすればよい。これによって、面状光源装置
の消費電力の低減を図ることができる。
【実施例１０】
【０２７５】
　実施例１０は、本発明の第５の態様、第１０の態様、第１５の態様、第２０の態様及び
第２５の態様に係る画像表示装置の駆動方法、並びに、第５の態様、第１０の態様、第１
５の態様、第２０の態様及び第２５の態様に係る画像表示装置組立体の駆動方法に関する
。実施例１０の画像表示パネルにおける各画素、画素群の配置は、実施例７と同様であり
、模式的に図１９あるいは図２０に示したと同じである。
【０２７６】
　実施例１０にあっては、画像表示パネル３０は、画素群が、第１の方向（例えば、水平
方向）にＰ個、第２の方向（例えば、垂直方向）にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マトリ
クス状に配列されて成る。尚、画素群を構成する画素の数をｐ0としたとき、ｐ0＝２であ
る。具体的には、図１９あるいは図２０に示すように、実施例１０の画像表示パネル３０
においては、各画素群は、第１の方向に沿って、第１の画素Ｐｘ1及び第２の画素Ｐｘ2か
ら構成されている。そして、第１の画素Ｐｘ1は、第１原色（例えば、赤色）を表示する
第１副画素Ｒ、第２原色（例えば、緑色）を表示する第２副画素Ｇ、及び、第３原色（例
えば、青色）を表示する第３副画素Ｂから成る。一方、第２の画素Ｐｘ2は、第１原色を
表示する第１副画素Ｒ、第２原色を表示する第２副画素Ｇ、及び、第４の色（例えば、白
色）を表示する第４副画素Ｗから成る。より具体的には、第１の画素Ｐｘ1は、第１の方
向に沿って、第１原色を表示する第１副画素Ｒ、第２原色を表示する第２副画素Ｇ、及び
、第３原色を表示する第３副画素Ｂが順次配列されて成り、第２の画素Ｐｘ2は、第１の
方向に沿って、第１原色を表示する第１副画素Ｒ、第２原色を表示する第２副画素Ｇ、及
び、第４の色を表示する第４副画素Ｗが順次配列されて成る。第１の画素Ｐｘ1を構成す
る第３副画素Ｂと第２の画素Ｐｘ2を構成する第１副画素Ｒとが隣接している。また、第
２の画素Ｐｘ2を構成する第４副画素Ｗと、この画素群に隣接した画素群における第１の
画素Ｐｘ1を構成する第１副画素Ｒとが隣接している。尚、副画素の形状は長方形であり
、この長方形の長辺が第２の方向と平行となり、短辺が第１の方向と平行となるように副
画素を配置する。尚、図１９に示した例においては、第２の方向に沿って、第１の画素と
第２の画素とが隣接して配置されている。一方、図２０に示した例においては、第２の方
向に沿って、第１の画素と第１の画素とが隣接して配置されており、第２の画素と第２の
画素とが隣接して配置されている。
【０２７７】
　信号処理部２０においては、第１の画素Ｐｘ1への第１副画素・出力信号を、少なくと
も第１の画素Ｐｘ1への第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき求め、第１の画素
Ｐｘ1の第１副画素Ｒへ出力し、第１の画素Ｐｘ1への第２副画素・出力信号を、少なくと
も第１の画素Ｐｘ1への第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき求め、第１の画素
Ｐｘ1の第２副画素Ｇへ出力する。また、第２の画素Ｐｘ2への第１副画素・出力信号を、
少なくとも第２の画素Ｐｘ2への第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき求め、第
２の画素Ｐｘ2の第１副画素Ｒへ出力し、第２の画素Ｐｘ2への第２副画素・出力信号を、
少なくとも第２の画素Ｐｘ2への第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき求め、第
２の画素Ｐｘ2の第２副画素Ｇへ出力する。
【０２７８】
　ここで、実施例１０において、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)（但し、１≦ｐ≦Ｐ，１≦ｑ≦Ｑ）を構成する第
１の画素Ｐｘ(p,q)-1に関して、信号処理部２０には、
　信号値がｘ1-(p,q)-1の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q)-1の第２副画素・入力信号、及び、
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　信号値がｘ3-(p,q)-1の第３副画素・入力信号、
が入力され、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)を構成する第２の画素Ｐｘ(p,q)-2に関して、信号
処理部２０には、
　信号値がｘ1-(p,q)-2の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q)-2の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q)-2の第３副画素・入力信号、
が入力される。
【０２７９】
　また、実施例１０にあっては、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)を構成する第１の画素Ｐｘ(p,q)-1に関して、信号
処理部２０は、
　信号値がＸ1-(p,q)-1であり、第１副画素Ｒの表示階調を決定するための第１副画素・
出力信号、
　信号値がＸ2-(p,q)-1であり、第２副画素Ｇの表示階調を決定するための第２副画素・
出力信号、及び、
　信号値がＸ3-(p,q)-1であり、第３副画素Ｂの表示階調を決定するための第３副画素・
出力信号、
を出力し、
　第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)を構成する第２の画素Ｐｘ(p,q)-2に関して、信号
処理部２０は、
　信号値がＸ1-(p,q)-2であり、第１副画素Ｒの表示階調を決定するための第１副画素・
出力信号、
　信号値がＸ2-(p,q)-2であり、第２副画素Ｇの表示階調を決定するための第２副画素・
出力信号、及び、
　信号値がＸ4-(p,q)-2であり、第４副画素Ｗの表示階調を決定するための第４副画素・
出力信号、
を出力する。
【０２８０】
　また、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接した隣接画素に関して、信号処理部２０に
は、
　信号値がｘ1-(p,q')の第１副画素・入力信号、
　信号値がｘ2-(p,q')の第２副画素・入力信号、及び、
　信号値がｘ3-(p,q')の第３副画素・入力信号、
が入力される。
【０２８１】
　そして、実施例１０にあっては、信号処理部２０において、第２の方向に沿って数えた
ときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり、ｑ＝２，３，・・・，Ｑで
ある］の第２の画素Ｐｘ(p,q)-2における第４副画素・制御第２信号（信号値ＳＧ2-(p,q)

）、及び、第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素Ｐｘ(p,q)-2に隣接した隣
接画素における第４副画素・制御第１信号（信号値ＳＧ1-(p,q)）に基づき、第４副画素
・出力信号（信号値Ｘ4-(p,q)-2）を求め、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素Ｐｘ(p,q)-2の
第４副画素Ｗへ出力する。ここで、第４副画素・制御第２信号（信号値ＳＧ2-(p,q)）は
、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素Ｐｘ(p,q)-2への第１副画素・入力信号（信号値ｘ1-(p,

q)-2）、第２副画素・入力信号（信号値ｘ2-(p,q)-2）及び第３副画素・入力信号（信号
値ｘ3-(p,q)-2）から求められる。また、第４副画素・制御第１信号（信号値ＳＧ1-(p,q)

）は、第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接した隣接画素への第１副
画素・入力信号（信号値ｘ1-(p,q')）、第２副画素・入力信号（信号値ｘ2-(p,q')）及び
第３副画素・入力信号（信号値ｘ3-(p,q')）から求められる。
【０２８２】
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　更には、少なくとも、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素Ｐｘ(p,q)-2への第３副画素・入
力信号（信号値ｘ3-(p,q)-2）、並びに、第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素への第３副画素
・入力信号（信号値ｘ3-(p,q)-1）に基づき第３副画素・出力信号（信号値Ｘ3-(p,q)-1）
を求め、第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素Ｐｘ(p,q)-1の第３副画素へ出力する。
【０２８３】
　尚、実施例１０にあっては、第（ｐ，ｑ）番目の画素に隣接した隣接画素を、第（ｐ，
ｑ－１）番目の画素とする。但し、これに限定するものではなく、第（ｐ，ｑ＋１）番目
の画素とすることもできるし、第（ｐ，ｑ－１）番目の画素及び第（ｐ，ｑ＋１）番目の
画素とすることもできる。
【０２８４】
　実施例１０にあっても、伸長係数α0は、１画像表示フレーム毎に決定される。また、
第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)、第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(1,q)は、
それぞれ、式（２－１－１）及び式（２－１－２）に相当する式（１０１－１）、式（１
０１－２）に基づき求める。更には、制御信号値（第３副画素・制御信号値）ＳＧ3-(p,q

)を、以下の式（１０１－３）から求める。
【０２８５】
ＳＧ1-(p,q)＝Ｍｉｎ(p,q')・α0　　　　　（１０１－１）
ＳＧ2-(p,q)＝Ｍｉｎ(p,q)-2・α0　　　　 （１０１－２）
ＳＧ3-(p,q)＝Ｍｉｎ(p,q)-1・α0　　　　 （１０１－３）
【０２８６】
　そして、実施例１０にあっても、第４副画素・出力信号値Ｘ4-(p,q)-2を、以下の相加
平均の式（１０２）から求める。また、出力信号値Ｘ1-(p,q)-2，Ｘ2-(p,q)-2，Ｘ1-(p,q

)-1，Ｘ2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1を、式（３－Ａ）、式（３－Ｂ）、式（３－Ｅ）、式（
３－Ｆ）、式（３－ａ’）、式（３－ｆ）、式（３－ｇ）、式（１０１－３）から求める
。
【０２８７】
Ｘ4-(p,q)-2＝（ＳＧ1-(p,q)＋ＳＧ2-(p,q)）／（２χ）
　　　　　 ＝（Ｍｉｎ(p,q')・α0＋Ｍｉｎ(p,q)-2・α0）／（２χ）　（１０２）
Ｘ1-(p,q)-2＝α0・ｘ1-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　　　　　（３－Ａ）
Ｘ2-(p,q)-2＝α0・ｘ2-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　　　　　（３－Ｂ）
Ｘ1-(p,q)-1＝α0・ｘ1-(p,q)-1－χ・ＳＧ3-(p,q)　　　　　　　　　　（３－Ｅ）
Ｘ2-(p,q)-1＝α0・ｘ2-(p,q)-1－χ・ＳＧ3-(p,q)　　　　　　　　　　（３－Ｆ）
Ｘ3-(p,q)-1＝（Ｘ’3-(p,q)-1＋Ｘ’3-(p,q)-2）／２　　　　　　　　 （３－ａ’）
但し、
Ｘ’3-(p,q)-1＝α0・ｘ3-(p,q)-1－χ・ＳＧ3-(p,q)　　　　　　　　　（３－ｆ）
Ｘ’3-(p,q)-2＝α0・ｘ3-(p,q)-2－χ・ＳＧ2-(p,q)　　　　　　　　　（３－ｇ）
【０２８８】
　以下、第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)における出力信号値Ｘ1-(p,q)-2，Ｘ2-(p,q

)-2，Ｘ4-(p,q)-2，Ｘ1-(p,q)-1，Ｘ2-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1の求め方（伸長処理）を説
明する。尚、以下の処理では、階調－輝度特性（ガンマ特性，γ特性）を保持（維持）す
るように行われる。また、以下の処理では、第１の画素及び第２の画素の全体で、即ち、
各画素群において、輝度の比を出来る限り保つように行われ、しかも、色調を出来る限り
保持（維持）するように行われる。
【０２８９】
　　［工程－１０００］
　先ず、実施例４の［工程－４００］と同様にして、信号処理部２０において、複数の画
素における副画素・入力信号値に基づき、複数の画素群における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）
を求める。具体的には、第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素Ｐｘ(p,q)-1への第１副画素・入
力信号の入力信号値ｘ1-(p,q)-1、第２副画素・入力信号の入力信号値ｘ2-(p,q)-1、第３
副画素・入力信号の入力信号値ｘ3-(p,q)-1、並びに、第２の画素Ｐｘ(p,q)-2への第１副
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画素・入力信号の入力信号値ｘ1-(p,q)-2、第２副画素・入力信号の入力信号値ｘ2-(p,q)

-2、第３副画素・入力信号の入力信号値ｘ3-(p,q)-2に基づき、式（４３－１）、式（４
３－２）、式（４３－３）、式（４３－４）から、Ｓ(p,q)-1，Ｓ(p,q)-2，Ｖ（Ｓ）(p,q

)-1，Ｖ（Ｓ）(p,q)-2を求める。この処理を、全ての画素群に対して行う。
【０２９０】
　　［工程－１０１０］
　次いで、信号処理部２０において、複数の画素群において求められたＶmax（Ｓ）／Ｖ
（Ｓ）の値から、実施例１と同様にして、所定の値β0から伸長係数α0を決定する。ある
いは又、式（１５－２）、あるいは又、式（１６－１）～式（１６－５）、あるいは又、
式（１７－１）～式（１７－６）の規定に基づき、伸長係数α0を決定する。
【０２９１】
　　［工程－１０２０］
　その後、信号処理部２０において、第（ｐ，ｑ）番目の画素群ＰＧ(p,q)への第４副画
素・出力信号値Ｘ4-(p,q)-2を上記の式（１０１－１）、式（１０１－２）、式（１０２
）に基づき求める。［工程－１０１０］と［工程－１０２０］とを同時に実行してもよい
。
【０２９２】
　　［工程－１０３０］
　次に、信号処理部２０において、式（３－Ａ）、式（３－Ｂ）、式（３－Ｅ）、式（３
－Ｆ）、式（３－ａ’）、式（３－ｆ）、式（３－ｇ）に基づき、第（ｐ，ｑ）番目の第
２の画素Ｐｘ(p,q)-2への第１副画素・出力信号値Ｘ1-(p,q)-2を、入力信号値ｘ1-(p,q)-

2、伸長係数α0及び定数χに基づき求め、第２副画素・出力信号値Ｘ2-(p,q)-2を、入力
信号値ｘ2-(p,q)-2、伸長係数α0及び定数χに基づき求め、第（ｐ，ｑ）番目の第１の画
素Ｐｘ(p,q)-1への第１副画素・出力信号値Ｘ1-(p,q)-1を、入力信号値ｘ1-(p,q)-1、伸
長係数α0及び定数χに基づき求め、第２副画素・出力信号値Ｘ2-(p,q)-1を、入力信号値
ｘ2-(p,q)-1、伸長係数α0及び定数χに基づき求め、第３副画素・出力信号値Ｘ3-(p,q)-

1を、入力信号値ｘ3-(p,q)-1，ｘ3-(p,q)-2、伸長係数α0及び定数χに基づき求める。尚
、［工程－１０２０］と［工程－１０３０］とを同時に実行してもよいし、［工程－１０
３０］の実行後、［工程－１０２０］を実行してもよい。
【０２９３】
　実施例１０の画像表示装置組立体の駆動方法にあっても、第（ｐ，ｑ）番目の画素群Ｐ
Ｇ(p,q)における出力信号値Ｘ1-(p,q)-2，Ｘ2-(p,q)-2，Ｘ4-(p,q)-2，Ｘ1-(p,q)-1，Ｘ2

-(p,q)-1，Ｘ3-(p,q)-1は、α0倍、伸長されている。それ故、伸長されていない状態の画
像の輝度と同じ画像の輝度とするためには、面状光源装置５０の輝度を、伸長係数α0に
基づき減少させればよい。具体的には、面状光源装置５０の輝度を、（１／α0）倍とす
ればよい。これによって、面状光源装置の消費電力の低減を図ることができる。
【０２９４】
　尚、各画素群において、第１画素及び第２画素における出力信号値の比
Ｘ1-(p,q)-2：Ｘ2-(p,q)-2

Ｘ1-(p,q)-1：Ｘ2-(p,q)-1：Ｘ3-(p,q)-1

は、入力信号値の比
ｘ1-(p,q)-2：ｘ2-(p,q)-2

ｘ1-(p,q)-1：ｘ2-(p,q)-1：ｘ3-(p,q)-1

と若干異なり、各画素を単独で眺めたとき、入力信号に対して各画素の色調に若干の差異
が生じる場合があるが、画素群として眺めた場合、各画素群の色調に何らの問題は生じな
い。
【０２９５】
　第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)と第４副画素・制御第２信号値ＳＧ2-(p,q)と
の関係が或る条件から逸脱した場合には、隣接する隣接画素を変えてもよい。即ち、隣接
画素が第（ｐ，ｑ－１）番目の画素である場合、隣接画素を第（ｐ，ｑ＋１）番目の画素
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に変更してもよいし、隣接画素を第（ｐ，ｑ－１）番目の画素及び第（ｐ，ｑ＋１）番目
の画素に変更してもよい。
【０２９６】
　あるいは又、第４副画素・制御第１信号値ＳＧ1-(p,q)と第４副画素・制御第２信号値
ＳＧ2-(p,q)との関係が或る条件から逸脱した場合には、即ち、例えば、｜ＳＧ1-(p,q)－
ＳＧ2-(p,q)｜の値が所定の値ΔＸ1以上（あるいは、以下）となった場合には、Ｘ4-(p,q

)-2の値として、ＳＧ1-(p,q)にのみ基づいた値を採用し、あるいは又、ＳＧ2-(p,q)にの
み基づいた値を採用し、各実施例を適用することができる。あるいは又、（ＳＧ1-(p,q)

－ＳＧ2-(p,q)）の値が所定の値ΔＸ2以上となった場合、（ＳＧ1-(p,q)－ＳＧ2-(p,q)）
の値が所定の値ΔＸ3以下となった場合のそれぞれにおいては、実施例１０における処理
とは異なる処理を行うといった操作を実行してもよい。
【０２９７】
　場合によっては、実施例１０において説明した画素群の配列を以下のとおりに変更して
、実質的に実施例１０において説明した画像表示装置の駆動方法、画像表示装置組立体の
駆動方法を実行してもよい。即ち、図２３に示すように、
　画素が、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マトリクス状
に配列されて成る画像表示パネル、及び、信号処理部を備え、
　画像表示パネルは、第１の方向に沿って第１の画素が配列された第１画素列と、第１画
素列に隣接して、且つ、第１画素列と交互に、第１の方向に沿って第２の画素が配列され
た第２画素列から構成されており、
　第１の画素は、第１原色を表示する第１副画素Ｒ、第２原色を表示する第２副画素Ｇ、
及び、第３原色を表示する第３副画素Ｂから成り、
　第２の画素は、第１原色を表示する第１副画素Ｒ、第２原色を表示する第２副画素Ｇ、
及び、第４の色を表示する第４副画素Ｗから成り、
　信号処理部において、
　第１の画素への第１副画素・出力信号を、少なくとも第１の画素への第１副画素・入力
信号及び伸長係数α0に基づき求め、第１の画素の第１副画素Ｒへ出力し、
　第１の画素への第２副画素・出力信号を、少なくとも第１の画素への第２副画素・入力
信号及び伸長係数α0に基づき求め、第１の画素の第２副画素Ｇへ出力し、
　第２の画素への第１副画素・出力信号を、少なくとも第２の画素への第１副画素・入力
信号及び伸長係数α0に基づき求め、第２の画素の第１副画素Ｒへ出力し、
　第２の画素への第２副画素・出力信号を、少なくとも第２の画素への第２副画素・入力
信号及び伸長係数α0に基づき求め、第２の画素の第２副画素Ｇへ出力する画像表示装置
の駆動方法であって、
　信号処理部において、更に、
　第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり
、ｑ＝１，２・・・，Ｑである］の第２の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・
入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、
第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接した第１の画素への第１副画素
・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素
・制御第１信号に基づき第４副画素・出力信号を求め、求められた第４副画素・出力信号
を、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素へ出力し、
　少なくとも第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第３副画素・入力信号並びに第（ｐ，ｑ
）番目の第２の画素に隣接した第１の画素への第３副画素・入力信号に基づき第３副画素
・出力信号を求め、求められた第３副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素
へ出力する画像表示装置の駆動方法を採用してもよい。
【０２９８】
　以上、本発明を好ましい実施例に基づき説明したが、本発明はこれらの実施例に限定さ
れるものではない。実施例において説明したカラー液晶表示装置組立体、カラー液晶表示
装置や面状光源装置、面状光源ユニット、駆動回路の構成、構造は例示であるし、これら
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を構成する部材、材料等も例示であり、適宜、変更することができる。
【０２９９】
　本発明の第１の態様等に係る駆動方法、本発明の第６の態様等に係る駆動方法、本発明
の第１１の態様等に係る駆動方法及び本発明の第１６の態様等に係る駆動方法のいずれか
２つの駆動方法を組み合わせることができるし、いずれか３つの駆動方法を組み合わせる
ことができるし、４つの駆動方法の全てを組み合わせることができる。また、本発明の第
２の態様等に係る駆動方法、本発明の第７の態様等に係る駆動方法、本発明の第１２の態
様等に係る駆動方法及び本発明の第１７の態様等に係る駆動方法のいずれか２つの駆動方
法を組み合わせることができるし、いずれか３つの駆動方法を組み合わせることができる
し、４つの駆動方法の全てを組み合わせることができる。また、本発明の第３の態様等に
係る駆動方法、本発明の第８の態様等に係る駆動方法、本発明の第１３の態様等に係る駆
動方法及び本発明の第１８の態様等に係る駆動方法のいずれか２つの駆動方法を組み合わ
せることができるし、いずれか３つの駆動方法を組み合わせることができるし、４つの駆
動方法の全てを組み合わせることができる。また、本発明の第４の態様等に係る駆動方法
、本発明の第９の態様等に係る駆動方法、本発明の第１４の態様等に係る駆動方法及び本
発明の第１９の態様等に係る駆動方法のいずれか２つの駆動方法を組み合わせることがで
きるし、いずれか３つの駆動方法を組み合わせることができるし、４つの駆動方法の全て
を組み合わせることができる。また、本発明の第５の態様等に係る駆動方法、本発明の第
１０の態様等に係る駆動方法、本発明の第１５の態様等に係る駆動方法及び本発明の第２
０の態様等に係る駆動方法のいずれか２つの駆動方法を組み合わせることができるし、い
ずれか３つの駆動方法を組み合わせることができるし、４つの駆動方法の全てを組み合わ
せることができる。
【０３００】
　実施例にあっては、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求めるべき複数の画素（あるいは、第１
副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂの組）を、Ｐ×Ｑ個の全画素（あるいは、第１
副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂの組）とし、あるいは又、Ｐ0×Ｑ0個の全画素
群であるとしたが、これに限定されるものではない。即ち、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求
めるべき複数の画素（あるいは、第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂの組）、
あるいは又、画素群を、例えば、４つ毎に１つ、８つ毎に１つとすることができる。
【０３０１】
　実施例１においては、第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・
入力信号等に基づき伸長係数α0を求めたが、代替的に、第１副画素・入力信号、第２副
画素・入力信号及び第３副画素・入力信号の内のいずれか１種類の入力信号（あるいは、
第１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂの組における副画素・入力信号の内のいず
れか１種類の入力信号、あるいは又、第１入力信号、第２入力信号及び第３入力信号の内
のいずれか１種類の入力信号）に基づき伸長係数α0を求めてもよい。具体的には、係る
いずれか１種類の入力信号における入力信号値として、例えば、緑色に対する入力信号値
ｘ2-(p,q)を挙げることができる。そして、求められた伸長係数α0から、実施例と同様に
して、信号値Ｘ4-(p,q)、更には、信号値Ｘ1-(p,q)，Ｘ2-(p,q)，Ｘ3-(p,q)を求めればよ
い。尚、この場合には、式（１２－１）、式（１２－２）のＳ(p,q)，Ｖ（Ｓ）(p,q)を用
いずに、Ｓ(p,q)の値として「１」を用い（即ち、式（１２－１）におけるＭａｘ(p,q)の
値としてｘ2-(p,q)を用い、Ｍｉｎ(p,q)）＝０とする）、Ｖ（Ｓ）(p,q)の値としてｘ2-(

p,q)を用いればよい。同様にして、第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第
３副画素・入力信号の内のいずれか２種類の入力信号における入力信号値（あるいは、第
１副画素Ｒ、第２副画素Ｇ及び第３副画素Ｂの組における副画素・入力信号の内のいずれ
か２種類の入力信号、あるいは又、第１入力信号、第２入力信号及び第３入力信号の内の
いずれか２種類の入力信号）に基づき伸長係数α0を求めてもよい。具体的には、例えば
、赤色に対する入力信号値ｘ1-(p,q)、及び、緑色に対する入力信号値ｘ2-(p,q)を挙げる
ことができる。そして、求められた伸長係数α0から、実施例と同様にして、信号値Ｘ4-(

p,q)、更には、信号値Ｘ1-(p,q)，Ｘ2-(p,q)，Ｘ3-(p,q)を求めればよい。尚、この場合
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には、式（１２－１）、式（１２－２）のＳ(p,q)，Ｖ（Ｓ）(p,q)を用いずに、Ｓ(p,q)

の値として、ｘ1-(p,q)≧ｘ2-(p,q)の場合、
Ｓ(p,q)＝（ｘ1-(p,q)－ｘ2-(p,q)）／ｘ1-(p,q)

Ｖ（Ｓ）(p,q)＝ｘ1-(p,q)

とすればよいし、ｘ1-(p,q)＜ｘ2-(p,q)の場合、
Ｓ(p,q)＝（ｘ2-(p,q)－ｘ1-(p,q)）／ｘ2-(p,q)

Ｖ（Ｓ）(p,q)＝ｘ2-(p,q)

とすればよい。例えば、単色の画像をカラー画像表示装置にて表示する場合には、このよ
うな伸長処理を行えば十分である。他の実施例においても同様である。
【０３０２】
　エッジライト型（サイドライト型）の面状光源装置を採用することもできる。そして、
この場合、図２４に概念図を示すように、例えば、ポリカーボネート樹脂から成る導光板
５１０は、第１面（底面）５１１、この第１面５１１と対向した第２面（頂面）５１３、
第１側面５１４、第２側面５１５、第１側面５１４と対向した第３側面５１６、及び、第
２側面５１５と対向した第４側面を有する。導光板のより具体的な形状は、全体として、
楔状の切頭四角錐形状であり、切頭四角錐の２つの対向する側面が第１面５１１及び第２
面５１３に相当し、切頭四角錐の底面が第１側面５１４に相当する。そして、第１面５１
１の表面部には凹凸部５１２が設けられている。導光板５１０への第１原色光入射方向で
あって第１面５１１と垂直な仮想平面で導光板５１０を切断したときの連続した凸凹部の
断面形状は、三角形である。即ち、第１面５１１の表面部に設けられた凹凸部５１２は、
プリズム状である。導光板５１０の第２面５１３は、平滑としてもよいし（即ち、鏡面と
してもよいし）、光拡散効果のあるブラストシボを設けてもよい（即ち、微細な凹凸面と
することもできる）。導光板５１０の第１面５１１に対向して光反射部材５２０が配置さ
れている。また、導光板５１０の第２面５１３に対向して画像表示パネル（例えば、カラ
ー液晶表示パネル）が配置されている。更には、画像表示パネルと導光板５１０の第２面
５１３との間には、光拡散シート５３１及びプリズムシート５３２が配置されている。光
源５００から出射された第１原色光は、導光板５１０の第１側面５１４（例えば、切頭四
角錐の底面に相当する面）から導光板５１０に入射し、第１面５１１の凹凸部５１２に衝
突して散乱され、第１面５１１から出射し、光反射部材５２０にて反射され、第１面５１
１に再び入射し、第２面５１３から出射され、光拡散シート５３１及びプリズムシート５
３２を通過して、種々の実施例における画像表示パネルを照射する。
【０３０３】
　光源として、発光ダイオードの代わりに、第１原色光としての青色の光を出射する蛍光
ランプあるいは半導体レーザを採用してもよい。この場合、蛍光ランプあるいは半導体レ
ーザが出射する第１原色（青色）に相当する第１原色光の波長λ1として、４５０ｎｍを
例示することができる。また、蛍光ランプあるいは半導体レーザによって励起される第２
原色発光粒子に相当する緑色発光粒子は、例えばＳｒＧａ2Ｓ4：Ｅｕから成る緑色発光蛍
光体粒子とすればよく、第３原色発光粒子に相当する赤色発光粒子は、例えばＣａＳ：Ｅ
ｕから成る赤色発光蛍光体粒子とすればよい。あるいは又、半導体レーザを用いる場合、
半導体レーザが出射する第１原色（青色）に相当する第１原色光の波長λ1として、４５
７ｎｍを例示することができ、この場合、半導体レーザによって励起される第２原色発光
粒子に相当する緑色発光粒子は、例えばＳｒＧａ2Ｓ4：Ｅｕから成る緑色発光蛍光体粒子
とすればよく、第３原色発光粒子に相当する赤色発光粒子は、例えばＣａＳ：Ｅｕから成
る赤色発光蛍光体粒子とすればよい。あるいは又、面状光源装置の光源として、冷陰極線
型の蛍光ランプ（ＣＣＦＬ）、熱陰極線型の蛍光ランプ（ＨＣＦＬ）あるいは外部電極型
の蛍光ランプ（ＥＥＦＬ，External Electrode Fluorescent Lamp）を用いることもでき
る。
【符号の説明】
【０３０４】
１０・・・画像表示装置、２０・・・信号処理部、３０，１３０・・・画像表示パネル、
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１３１・・・表示領域、１３２・・・表示領域ユニット、４０・・・画像表示パネル駆動
回路、４１・・・信号出力回路、４２・・・走査回路、５０，１５０・・・面状光源装置
、１５２・・・面状光源ユニット、１５３・・・発光ダイオード、６０，１６０・・・面
状光源装置制御回路、６１・・・演算回路、６２・・・記憶装置（メモリ）、６３・・・
ＬＥＤ駆動回路６３、６４・・・フォトダイオード制御回路、６５・・・スイッチング素
子、６６・・・発光ダイオード駆動電源（定電流源）、６７・・・フォトダイオード、５
１０・・・導光板、５１１・・・第１面（底面）、５１２・・・凹凸部、５１３・・・第
２面（頂面）、５１４・・・第１側面、５１５・・・第２側面、５１６・・・第３側面、
５２０・・・光反射部材、５３１・・・光拡散シート、５３２・・・プリズムシート、Ｕ
Ｎ・・・発光素子ユニット、ＤＴＬ，ＳＣＬ・・・配線、ｒ・・・電流検出用の抵抗体

【図１】 【図２】
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